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先
人
顕
彰
事
業
「
下
田
歌
子
賞
」
は
、恵
那
市
出
身
で
近
代
女
子
教
育
の
先
駆
者
で
あ
り
、歌
人
と
し
て
も
名
高
い
下
田
歌
子
先
生
の
生
誕
百
五
十
年
を
記
念
し
、

平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
度
か
ら
開
催
し
て
今
年
で
二
十
一
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
も
「
夢
」
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
エ
ッ
セ
イ
部
門
で
一
七
四
一
点
、
短
歌
部
門
で
二
八
三
五
点
と
、
昨
年
を
三
二
三
点
上
回
る
ご
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

授
業
や
夏
休
み
の
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
多
数
の
作
品
を
出
品
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
学
校
関
係
者
を
含
め
、
当
事
業
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ご
提

出
い
た
だ
い
た
皆
様
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

作
品
は
全
て
実
行
委
員
会
に
て
厳
正
な
事
前
審
査
を
行
な
っ
た
後
、
作
家
の
童
門
冬
二
先
生
、
東
洋
大
学
名
誉
教
授
の
吉
田
公
平
先
生
、
元
宝
塚
歌
劇
団
で
恵

那
観
光
大
使
の
初
風
緑
先
生
、
実
践
女
子
大
学
・
実
践
女
子
大
学
短
期
大
学
部
学
長
の
難
波
雅
紀
先
生
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
・
月
刊
誌
「
歴
史
街
道
」
特
別
編
集
委

員
の
寺
田
昭
一
先
生
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
選
考
を
行
な
い
ま
し
た
。

私
も
選
考
委
員
の
一
人
と
し
て
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
作
品
を
拝
読
し
ま
し
た
が
、
本
当
に
甲
乙
付
け
難
い
優
れ
た
内
容
ば
か
り
で
あ
り
、
審
査
に
力
が
入
り

ま
し
た
。

こ
ど
も
た
ち
の
作
品
の
中
に
は
世
界
に
目
を
向
け
ら
れ
る
も
の
も
多
く
、
長
引
く
戦
争
に
よ
り
罪
の
な
い
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
悲
し
み
や
、
環

境
問
題
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
関
心
を
持
ち
、
自
ら
で
何
を
す
べ
き
か
考
え
、
強
い
信
念
を
も
っ
て
行
動
す
る
頼
も
し
い
姿
な
ど
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ま
た
、
こ
ど
も
た
ち
が
描
く
「
夢
」
は
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
変
化
す
る
の
は
も
と
よ
り
、
い
つ
の
時
代
も
家
族
な
ど
の
身
近
な
方
々
が
社
会
を
支
え
て
い

る
こ
と
に
憧
れ
を
持
ち
、
そ
の
背
中
を
作
品
に
さ
れ
て
い
る
姿
が
強
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

下
田
先
生
の
歌
で
あ
る
「
綾あ
や
に
し
き
き

錦
着
て
か
へ
ら
ず
ば
三み

国く
に
山や
ま　
ま
た
ふ
た
た
び
は
越こ

え
じ
ぞ
と
思お
も
ふ
」（
胸
に
抱
い
て
い
る
夢
と
志
を
果
た
す
ま
で
は
、
故
郷
に
通

じ
る
三
国
山
を
越
え
て
帰
京
し
な
い
）
は
、
時
代
を
超
え
て
今
に
通
じ
る
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、
そ
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
こ
の
作
品
集
を
一
人
で
も

多
く
の
方
の
生
き
方
、
考
え
方
の
参
考
書
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

結
び
に
、
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
す
べ
て
の
皆
様
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

は
じ
め
に�

恵
那
市
長　

小こ

坂さ
か　

喬た
か

峰ね
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エ
ッ
セ
イ
を
お
書
き
に
な
ら
れ
た
と
き
、
誰
を
読
者
に
想
定
し
て
お
書
き
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
か
？　
顕
彰
エ
ッ
セ
イ
の
場
合
は
、
ま
ず
は
選
考

委
員
の
先
生
方
を
想
起
さ
れ
る
方
も
お
あ
り
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
選
考
委
員
の
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
熟
知
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
選
考
委
員
の
こ
と
は
二
の
次
に
し
て
、
ど
な
た
を
想
定
さ
れ
ま
す
か
？

先
生
・
指
導
教
官
・
一
般
読
者
・
友
人
・
肉
親
な
ど
、
人
そ
れ
ぞ
れ
様
々
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
読
む
か
も
知
れ
な
い
人
の
中
で
忘
れ

て
は
な
ら
い
の
は
、
も
う
一
人
の
「
私
」
で
す
。
一
通
り
書
き
上
げ
た
と
き
に
、
読
み
返
し
て
推す
い

敲こ
う

す
る
「
も
う
一
人
の
私
」
が
い
ま
す
。

書
き
上
げ
た
後
に
、
そ
れ
が
選
抜
さ
れ
て
受
賞
作
品
集
に
印
刷
さ
れ
た
と
き
に
、
一
般
の
未
知
の
人
に
読
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
読
ん
だ
人

は
こ
の
未
知
の
エ
ッ
セ
イ
を
読
ん
で
、
そ
の
人
な
り
の
感
慨
を
覚
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
も
う
一
人
、
そ
の
冊
子
を
読
み
返
す
人
が
い
ま
す
。「
私
」

で
す
。
将
来
の
、
未
来
の
「
私
」
で
す
。
未
来
の
「
私
」
に
と
っ
て
、
こ
の
作
品
集
に
掲
載
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
は
、
そ
の
時
の
「
私
」
の
心
象
風
景

を
物
語
る
貴
重
な
「
資
源
」
に
な
り
ま
す
。
印
刷
さ
れ
た
こ
の
「
資
源
」
は
「
私
」
一
人
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
の
思
索
資
源
な
の
で
す
。

一
個
人
の
心
象
風
景
を
記
し
た
短
文
な
が
ら
、
そ
の
時
代
の
気
風
を
物
語
る
貴
重
な
証
言
な
の
で
す
。
皆
さ
ん
が
書
い
て
み
よ
う
と
思
い
立
っ
て
書

き
上
げ
た
エ
ッ
セ
イ
は
、
印
刷
さ
れ
て
冊
子
に
な
る
と
、
か
け
が
え
の
な
い
一
財
産
と
な
り
ま
す
。
自
分
の
作
品
も
、
他
の
人
の
作
品
も
改
め
て
読

み
返
し
て
く
だ
さ
い
。

【
選
考
評
】

読
者
は
誰
か

東
洋
大
学
名
誉
教
授

吉よ
し

田だ　

公こ
う

平へ
い

昭
和
十
七（
一
九
四
二
）年
、
宮
城
県
岩
沼
市
生
ま
れ
。
東
洋
大
学
名
誉
教
授
。
中
国
哲
学
・
日
本
近
世
思
想
史
専
攻
。「
陽
明
学
」

を
中
心
に
西
洋
思
想
と
比
較
、
今
日
的
な
意
義
を
探
求
す
る
。
現
在
は
、
岩
沼
を
拠
点
に
中
国
思
想
、
日
本
思
想
の
研
究
・
啓
蒙

活
動
を
展
開
。『
陸
象
山
と
王
陽
明
』『
日
本
に
お
け
る
陽
明
学
』
な
ど
著
書
多
数
。

吉
田
　
公
平
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下
田
歌
子
賞
、
審
査
員
と
し
て
関
わ
ら
せ
て
頂
い
て
、
早
い
も
の
で
七
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
毎
年
、
皆
様
の
エ
ッ
セ
イ
・
短
歌
を
楽
し
み
に
過

ご
し
、
本
年
も
多
く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
作
品
を
本
気
で
審
査
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

私
個
人
の
評
価
と
し
ま
し
て
は
、
ど
の
作
品
も
優
秀
賞
。

文
章
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
。
本
人
の
筆
記
文
字
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
小
学
・
中
学
・
高
校
生
の
構
成
と
祈
り
が
胸
を
打
ち
ま
し
た
。
一
般
の

部
で
は
、
光
景
が
広
が
る
な
ど
…
…
。
今
年
は
本
当
に
最
優
秀
賞
を
選
考
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
で
す
。
受
賞
者
の
方
々
、
本
当
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
受
賞
に
届
か
な
か
っ
た
皆
様
も
、
私
か
ら
は
特
別
賞
を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
一
年
に
一
回
、
ご
自
分
の
エ
ッ
セ
イ
を
書
き
続
け
る
こ
と
で
、
目
に
見
え
る
ご
自
身
の
成
長
・
変
化
を
残
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

今
し
か
書
け
な
い
情
熱
を
今
後
も
大
切
に
お
過
ご
し
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
夢
が
煌き
ら
め
く
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

【
選
考
評
】

今
し
か
書
け
な
い
情
熱
を
大
切
に

元
宝
塚
歌
劇
団
・
恵
那
観
光
大
使初は

つ
風か

ぜ　

緑み
ど
り

実
践
女
子
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
昭
和
六
十
三（
一
九
八
八
）年
、
宝
塚
歌
劇
団
に
入
団
し
男
役
ス
タ
ー
と
し
て
活

躍
。
確
か
な
演
技
力
と
伸
び
や
か
な
ダ
ン
ス
で
観
客
を
魅
了
。
平
成
十
七（
二
〇
〇
五
）年
に
退
団
し
た
後
も
、
テ
レ
ビ
や
舞
台
で

活
躍
。
ス
ト
レ
ッ
チ
・
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
「
上
野
毛　
Ｇ
１　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ
」
を
主
宰
す
る
他
、
実
践
女
子
大
学
の
講
師
等
も

務
め
る
。
令
和
二（
二
〇
二
〇
）年
よ
り
恵
那
観
光
大
使
。

初
風
　
緑
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「
夢
」
を
テ
ー
マ
に
書
か
れ
た
、い
ろ
い
ろ
な
エ
ッ
セ
イ
と
短
歌
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
は
じ
め
に
小
学
生
の
作
品
で
す
が
、エ
ッ
セ
イ
は
、

素
直
な
気
持
ち
が
良
く
表
現
さ
れ
て
い
て
、
書
き
手
の
想
い
が
し
み
じ
み
と
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
欲
を
言
え
ば
、
夢
を
実
現

す
る
た
め
に
自
分
は
ど
ん
な
努
力
を
す
る
の
か
、
も
う
少
し
具
体
的
に
書
い
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
短
歌
は
、
明
る
い
希
望
と
強
い
決
心
が
、

素
直
に
、
淡
々
と
表
現
さ
れ
て
い
て
、
好
感
の
持
て
る
作
品
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

次
に
中
高
生
の
作
品
で
す
。
エ
ッ
セ
イ
は
、他
者
と
の
係
わ
り
で
芽
生
え
た
問
題
意
識
の
解
決
を
自
分
の
「
夢
」
に
繋つ
な

げ
て
い
る
も
の
が
主
で
し
た
。

文
章
に
は
気
迫
が
あ
っ
て
説
得
力
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
短
歌
に
は
、
諦あ
き
らめ
や
絶
望
と
背
中
合
わ
せ
に
あ
っ
て
も
、「
夢
」
の
実
現
に
向
か
っ
て
恐

れ
ず
に
進
ん
で
い
こ
う
と
す
る
静
か
な
決
意
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
一
般
の
部
で
は
、
エ
ッ
セ
イ
に
は
、
年
齢
を
重
ね
て
な
お
新
し
い
「
夢
」
の
実
現
に
向
か
う
熱
意
に
溢あ
ふ
れ
て
い
る
も
の
や
、
他
者
の
「
夢
」

の
実
現
を
後
押
し
す
る
こ
と
へ
の
素
直
な
思
い
や
り
と
、
強
い
決
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
れ
も
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
、
分

か
り
や
す
い
文
章
で
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
短
歌
で
は
、
少
な
い
言
葉
の
中
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
、
語
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
想
い
が
強
く

伝
わ
っ
て
く
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

言
葉
は
脆も
ろ
く
儚は

か
ない
一
方
で
、鋭
く
力
強
く
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
言
葉
の
力
を
信
じ
、自
分
の
「
夢
」
を
伝
え
よ
う
と
す
る
語
り
手
の
真し

ん
摯し

な
姿
勢
に
、

と
て
も
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
、
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
エ
ッ
セ
イ
と
短
歌
は
、
ど
れ
も
み
な
個
性
的
で
、
素
敵
な
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
読

む
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

【
選
考
評
】

言
葉
の
力

実
践
女
子
大
学
・

実
践
女
子
大
学
短
期
大
学
部
学
長

難な
ん

波ば　

雅ま
さ

紀の
り

昭
和
六
十
三（
一
九
八
八
）年
、
上
智
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
英
米
文
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了
。
平
成
十
五（
二
〇
〇
三
）年

か
ら
実
践
女
子
大
学
文
学
部
英
文
学
科
教
授
、
平
成
二
十
九（
二
〇
一
七
）年
か
ら
副
学
長
、
令
和
三（
二
〇
二
一
）年
か
ら
学
長
を

務
め
て
い
る
。
専
門
は
ア
メ
リ
カ
文
学
・
文
化
。『
ア
メ
リ
カ
の
嘆
き　—

　

米
文
学
史
の
中
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
』『
英
米
文

学
の
リ
ヴ
ァ
ー
ヴ　—

　

境
界
を
超
え
る
意
志
』『
ア
メ
リ
カ
文
学
案
内
』
な
ど
の
共
著
が
あ
る
。

難
波
　
雅
紀
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昨
年
に
続
い
て
、
本
年
度
も
、「
夢
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
素
晴
ら
し
い
エ
ッ
セ
イ
と
短
歌
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、

応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
、
本
年
と
、
同
じ
「
夢
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
作
品
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
介
護
や
病
気
、
天
災
や
戦
争
（
争
い
）
な
ど
、
厳
し
い
現
実
―
―
場
合
に
よ
っ
て
は
「
い
の
ち
」
そ
の
も
の
を
脅
か
す
よ
う
な
―

―
切
実
な
現
実
を
背
景
に
し
た
作
品
が
多
い
の
は
昨
年
も
今
年
も
同
じ
で
す
が
、
今
年
は
、
全
般
的
に
ど
こ
か
明
る
く
、
明
日
へ
の
信
頼
と
い
う
か

期
待
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
作
品
が
多
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
五
類
に
移
行
し
、
移
動
も
自
由
に
な
る
な
ど
、

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
て
き
た
こ
と
も
一
因
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

応
募
作
品
に
は
、
作
者
自
身
の
夢
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
夢
は
、
世
界
で
活
躍
す
る
通
訳
で
あ
っ
た
り
、
看
護
師
で
あ
っ
た
り
、
パ
ン
屋
さ

ん
で
あ
っ
た
り
、
獣
医
や
科
学
者
で
あ
っ
た
り
と
様
々
で
す
が
、
共
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
の
底
流
に
、「
誰
か
さ
ん
を
喜
ば
せ
た
い
」「
誰
か
さ

ん
の
役
に
立
ち
た
い
」（
人
を
笑
顔
に
す
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
）
と
い
う
思
い
が
流
れ
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
、「
人
さ

ま
の
た
め
に
、
自
分
の
た
め
に
」
と
い
う
夢
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て
い
る
こ
の
受
賞
作
品
は
、
応
募
者
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
心
の
宝
物
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
選
考
評
】

人
さ
ま
の
た
め
に
、
自
分
の
た
め
に

月
刊
誌
「
歴
史
街
道
」
特
別
編
集
委
員

寺て
ら

田だ　

昭し
ょ
う

一い
ち

昭
和
三
十
二（
一
九
五
七
）年
、
大
阪
生
ま
れ
。
大
阪
外
国
語
大
学（
現
：
大
阪
大
学
）ロ
シ
ア
語
科
卒
業
後
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
に
入

社
。
文
芸
書
、
教
養
新
書
等
の
一
般
単
行
本
編
集
の
後
、
昭
和
六
十
二（
一
九
八
七
）年
、
月
刊
誌
「
歴
史
街
道
」
創
刊
メ
ン
バ
ー
。

そ
の
後
、
同
誌
編
集
長
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
総
研
シ
ニ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
歴
史
ま
ち
づ
く
り
担
当
）
を
経
て
、
令
和
三

（
二
〇
二
一
）年
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
を
退
職
。
現
在
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
月
刊
誌
「
歴
史
街
道
」
特
別
編
集
委
員
、
嚶
鳴
協
議

会
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
等
を
務
め
て
い
る
。

寺
田
　
昭
一
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第21回　下田歌子賞　募集要項

■テーマ　夢
「綾

あやにしき
錦　着てかへらずば　三

み
国
くに

山
やま

　またふたたびは　越えじとぞ思ふ」（胸に抱いている夢と志を果
たすまでは、故郷に通じる三国山を越えて帰郷しない）――　わが国近代女子教育の先駆者と言われる
下田歌子先生は、大きな夢と志を抱いて16歳でふるさと岩村（今の岐阜県恵那市岩村町）を離れ、東
京へと旅立ちました。

あなたには、どんな「夢」がありますか？　その夢に何を託し、どんな明日を思い描いていますか？
夢を実現するために、今、考えていること、行なっていることはありますか？

あなた自身のこと、家族や友人・知人のこと、明日の世界や日本、地球や人類のこと‥‥‥「夢」を
テーマに、あなたの想いを綴ったエッセイと短歌を募集します。

【エッセイの部】
募集テーマに沿って、具体的なエピソードを添えた作品をお寄せください。（1人１作品に限
ります）
◎原稿枚数　一般の部　　◇2,000字程度（400字詰原稿用紙５枚程度）

中高生の部　◇1,200字程度（400字詰原稿用紙３枚程度）
小学生の部　◇   800字程度（400字詰原稿用紙２枚程度）

◎応募期間　令和５年（2023）年６月７日（水）～９月７日（木）（当日消印有効）
◎各賞
＜一般の部＞
◆最優秀賞　１編
正賞、副賞（賞金 10万円）
◆優 秀 賞　３編
正賞、副賞（賞金３万円）
◆佳　　作　５編
正賞、副賞（賞金１万円）

＜中高生の部＞
◆最優秀賞　１編
正賞、副賞（図書カード１万円分）
◆優 秀 賞　３編
正賞、副賞（図書カード５千円分）
◆佳　　作　５編
正賞、副賞（図書カード３千円分）

＜小学生の部＞
◆最優秀賞　１編
正賞、副賞（図書カード５千円分）

◆優 秀 賞　３編
正賞、副賞（図書カード３千円分）

◆佳　　作　５編
正賞、副賞（図書カード２千円分）

※上記各賞以外で、とくに努力が認められる作品に「嚶鳴協議会賞」を授与

【短歌の部】
募集テーマに沿った短歌をお寄せ下さい。（1人１首に限ります）
◎各賞
＜一般の部＞
◆最優秀賞　１首
正賞、副賞（賞金２万円、記念品）
◆優 秀 賞　１首
正賞、副賞（賞金１万円、記念品）
◆入　　選　３首
正賞、副賞（賞金５千円、記念品）

＜中高生の部＞
◆最優秀賞　１首
正賞、副賞
（図書カード５千円分、記念品）
◆優 秀 賞　１首
正賞、副賞
（図書カード３千円分、記念品）
◆入　　選　３首
正賞、副賞
（図書カード２千円分、記念品）

＜小学生の部＞
◆最優秀賞　１首
正賞、副賞
（図書カード３千円分、記念品）
◆優 秀 賞　１首
正賞、副賞
（図書カード２千円分、記念品）
◆入　　選　３首
正賞、副賞
（図書カード千円分、記念品）

◎応募期間　　令和５年（2023）年６月７日（水）～９月７日（木）（当日消印有効）

【学校賞】
エッセイの部、短歌の部いずれか、または両方に学校で取り組み応募作品が顕著に多い学校
に、学校賞を贈呈。

■表彰式
令和６年（2024）１月27日（土）　実践女子学園（東京都渋谷区）で表彰式
＊「一般の部」最優秀賞受賞者、「中高生の部」「小学生の部」最優秀賞・優秀賞受賞者と
保護者１名をご招待
＊録画映像配信
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第21回　下田歌子賞　受賞者一覧
エッセイの部　テーマ「夢」

短歌の部　テーマ「夢」

■小学生の部� （氏名50音順　応募総数：239作品）
賞 作品タイトル 氏名 学校名・学年

最優秀賞 ぼくの夢 牧野�友祐 岐阜県恵那市立長島小学校6年

優秀賞
もう一つのゆめ 今井�陽菜乃 岐阜県恵那市立長島小学校4年
おじいちゃんの野菜を使って 末弘�みゆ 鹿児島県志布志市立有明小学校4年
優しい人になりたい 堀井�健成 岐阜県恵那市立岩邑小学校6年

佳　作

将来の夢 伊東�里依紗 岐阜県恵那市立長島小学校6年
将来の夢 小木曽�咲月 岐阜県恵那市立長島小学校5年
プログラマーになるために 小栗�凱成 岐阜県恵那市立長島小学校5年
絵本作家 近藤�里虹 岐阜県恵那市立山岡小学校6年
前向きにがんばり通訳に！ 西尾�彩希 岐阜県恵那市立岩邑小学校5年

嚶鳴協議会賞 わたしのゆめ 山本�笑輪 岐阜県恵那市立長島小学校1年

■中高生の部� （氏名50音順　応募総数：1,297作品）
賞 作品タイトル 氏名 学校名・学年

最優秀賞 夢 桶谷�知礼 東京都・実践女子学園中学校2年

優秀賞
今日も私は学校へ行く 河合�里央羅 岐阜県恵那市立岩邑中学校3年
みんなが使いやすいように 古林�実桜 東京都・実践女子学園中学校2年
祖父からの宿題～私の夢 前川�菜々子 岐阜県・多治見西高等学校1年

佳　作

世界の平和と安全を守るために 上山�理子 東京都・実践女子学園中学校1年
長生きすることで 北嶋�詢 東京都・広尾学園高等学校2年
地域の役に立てるように 纐纈�璃愛美 岐阜県恵那市立恵那北中学校1年
私の居場所 塩尻�晏史采 大阪府立水都国際高等学校1年
誰かの生活の一部に 志茂�采実 東京都・実践女子学園中学校1年

■一般の部� （氏名50音順　応募総数：205作品）
賞 作品タイトル 氏名 住所

最優秀賞 夢見た夢 本田�美徳 大阪府寝屋川市

優秀賞
私の応援歌 後藤�里奈 東京都杉並区
それぞれの夢 栄�直美 愛媛県松山市
夢の空を飛ぶとき 古川�晴菜 神奈川県小田原市

佳　作

転回場 相野�正 大阪府堺市
戦国武将という仲間たち 郭�瑞昕 東京都多摩市
出会えた夢 佐藤�寿江 滋賀県栗東市
この一筋につながる 三宅�隆吉 福岡県飯塚市

■小学生の部� （氏名50音順　応募総数：1,279作品）
賞 作　　品 氏名 学校名・学年

最優秀賞 あざやかに　にぎろいっかん　わざをこめ　ぼくはせかいの　すししょくにん 小栗�充貴 岐阜県恵那市立岩邑小学校1年
優秀賞 夢はなに　聞かれてみても　分からない　もう少しだけ　子供でいたい 宮澤�煌成 岐阜県恵那市立岩邑小学校6年

入選
ぼくの夢　コックになって　かなえるよ　食たくかこむ　みんなの笑顔 今井�蒼偉 岐阜県恵那市立大井第二小学校5年
ぼくのゆめ　ピアノにのせて　ひびかせる　心うごかす　音かなでたい 岡野�智哉 東京都日野市立南平小学校5年
海を越え　各地の人に　届けたい　きれいな水と　優しい心 横光�きなり 岐阜県恵那市立明智小学校6年

■中高生の部� （氏名50音順　応募総数：1,135作品）
賞 作　　品 氏名 学校名・学年

最優秀賞 憧れて　教師になると　決めた時　待っているねと　恩師の言葉 大友�結衣 東京都・白梅学園高等学校1年
優秀賞 自分だけ　咲かぬ花だと　焦らずに　信じて進め　寄り道しつつも 山岡�咲葉 東京都・白梅学園高等学校2年

入選
ぼくの夢　人を助ける　消防士　父にあこがれ　９年間 安藤�摩斗生 岐阜県恵那市立串原中学校1年
やさしくて　笑顔あふれる　保育士を　短冊にたくし　努力続ける 纐纈�わか 岐阜県恵那市立恵那北中学校2年
言の葉を　清く育てる　我が母の　背を見て育つ　夢は詩人 小嶋�涼香 神奈川県立川和高等学校3年

■一般の部� （氏名50音順　応募総数：421作品）
賞 作　　品 氏名 住所

最優秀賞 孫の背を　流せば泡の　湧き出でて　シャボン玉飛ぶ　夢の数だけ 小田中�準一 千葉県市川市
優秀賞 笑顔さく　こども食堂　ひらく夢　明日へと繋ぐ　生きる力を 鵜澤�忍 岐阜県恵那市

入選
雑踏に　生歌叫ぶ　若き娘よ　かじかむ指で　夢を爪弾く 谷本�良裕 徳島県小松島市
綿毛にも　夢があるから　風に乗る　どこであろうと　咲いてみせると 村上�亜祐美 愛知県稲沢市
使いこんだ　グローブ手にし　継続は　力なりだと　君から学ぶ 山村�はつみ 岐阜県恵那市
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童門�冬二　◎作家（選考委員長）
吉田�公平　◎東洋大学名誉教授
初風�緑　　◎元宝塚歌劇団・恵那観光大使
難波�雅紀　◎実践女子大学・実践女子大学短期大学部学長
寺田�昭一　◎月刊誌「歴史街道」特別編集委員
小坂�喬峰　◎岐阜県恵那市長

【主催】�恵那市先人顕彰事業「下田歌子賞」実行委員会
　　　� 岐阜県恵那市・恵那市教育委員会
　　　� 学校法人実践女子学園

【共催】�株式会社ＰＨＰ研究所
【後援】�岐阜県教育委員会・多治見市教育委員会・土岐市教育委員会・瑞浪市教育委員会
� 中津川市教育委員会
� 東京都日野市・日野市教育委員会
� 嚶鳴協議会　（大野町〈岐阜県〉、　沖縄市〈沖縄県〉、　小田原市〈神奈川県〉、　釜石市〈岩手県〉、
� 木曽町〈長野県〉、　高鍋町〈宮崎県〉、　多久市〈佐賀県〉、　日田市〈大分県〉、　東海市〈愛知県〉、
� 養父市〈兵庫県〉、　米沢市〈山形県〉、　恵那市）

学校賞は、｢エッセイの部｣ ｢短歌の部｣ いずれか、もしくは両方に、学校で取り組んでいた
だき、応募数が顕著に多かった学校に授与させていただく賞です。

第21回　下田歌子賞　学校賞受賞校

第21回　下田歌子賞　選考委員

第21回　下田歌子賞　主催・共催・後援

学校名 所在地 受賞対象部門

小学校

恵那市立岩邑小学校 岐阜県恵那市 エッセイ・短歌
恵那市立長島小学校 岐阜県恵那市 エッセイ・短歌
恵那市立恵那北小学校 岐阜県恵那市 短歌
恵那市立大井第二小学校 岐阜県恵那市 短歌
恵那市立上矢作小学校 岐阜県恵那市 短歌
恵那市立串原小学校 岐阜県恵那市 短歌
恵那市立東野小学校 岐阜県恵那市 短歌
日野市立南平小学校 東京都日野市 短歌

中学校

恵那市立恵那北中学校 岐阜県恵那市 エッセイ・短歌
恵那市立岩邑中学校 岐阜県恵那市 エッセイ
実践女子学園中学校 東京都渋谷区 エッセイ
恵那市立明智中学校 岐阜県恵那市 短歌
恵那市立串原中学校 岐阜県恵那市 短歌

高等学校

岐阜県立恵那農業高等学校 岐阜県恵那市 エッセイ・短歌
多治見西高等学校 岐阜県多治見市 エッセイ
岐阜県立恵那南高等学校 岐阜県恵那市 短歌
白梅学園高等学校 東京都小平市 短歌
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「
夢
」
の
歌

夢
は
な
に　
聞
か
れ
て
み
て
も　
分
か
ら
な
い

も
う
少
し
だ
け　
子
供
で
い
た
い

岐
阜
県
恵
那
市
立
岩
邑
小
学
校
六
年
　
宮み
や

澤ざ
わ 

煌こ
う

成せ
い

あ
ざ
や
か
に　
に
ぎ
ろ
い
っ
か
ん　
わ
ざ
を
こ
め

ぼ
く
は
せ
か
い
の　
す
し
し
ょ
く
に
ん

岐
阜
県
恵
那
市
立
岩
邑
小
学
校
一
年
　
小お

栗ぐ
り 

充み
つ

貴き

最優秀賞優秀賞
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ぼ
く
の
夢　
コ
ッ
ク
に
な
っ
て　
か
な
え
る
よ

食
た
く
か
こ
む　
み
ん
な
の
笑
顔

岐
阜
県
恵
那
市
立
大
井
第
二
小
学
校
五
年
　
今い
ま

井い 

蒼そ
う

偉い

ぼ
く
の
ゆ
め　
ピ
ア
ノ
に
の
せ
て　
ひ
び
か
せ
る

心
う
ご
か
す　
音
か
な
で
た
い

東
京
都
日
野
市
立
南
平
小
学
校
五
年
　
岡お
か

野の 

智と
も

哉や

海
を
越
え　
各
地
の
人
に　
届
け
た
い

き
れ
い
な
水
と　
優
し
い
心

岐
阜
県
恵
那
市
立
明
智
小
学
校
六
年
　
横よ
こ
光み
つ 

き
な
り

入　選入　選入　選
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ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
科
学
者
で
す
。
科
学
者
の
仕
事
は
大
学
や
研
究
所
で

新
た
な
発
見
を
す
る
こ
と
で
す
。
物
理
学
、
化
学
、
生
物
学
、
天
文
学
な
ど
の

研
究
を
し
て
論
文
に
ま
と
め
て
学
会
で
発
表
す
る
仕
事
で
す
。
ぼ
く
が
科
学
者

に
な
り
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、テ
レ
ビ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
を
見
て
、

一
瞬
で
色
が
変
わ
っ
た
り
、
一
瞬
で
液
体
が
あ
ふ
れ
た
り
す
る
動
画
を
見
て
、

面
白
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
日
常
生
活
に
あ
る
化
学
現
象
で
、
例
え
ば
、
鉛

筆
を
揺
ら
す
と
ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
曲
が
っ
た
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
ラ
バ
ー
・
ペ

ン
シ
ル
・
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
と
い
う
名
前
で
す
。
こ
れ
の
原
理
は
人
間
は
早
い

物
を
認
識
す
る
の
が
苦
手
だ
か
ら
、
早
く
動
く
物
に
残
像
が
見
え
た
り
連
続
し

た
絵
を
パ
ラ
パ
ラ
す
る
と
絵
が
動
い
た
よ
う
に
見
え
た
り
す
る
の
も
、
こ
れ
が

原
因
で
す
。
鉛
筆
を
揺
ら
す
と
、
動
き
が
早
い
部
分
と
遅
い
部
分
が
生
ま
れ
る

こ
と
で
、
こ
の
錯
覚
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
日
常
の
中
で
起
き
る
化

学
現
象
を
見
つ
け
て
、
こ
の
原
因
を
見
つ
け
た
い
で
す
。

ぼ
く
は
科
学
者
に
な
る
た
め
に
、
理
科
や
、
化
学
の
本
を
読
ん
だ
り
、
簡
単

な
実
験
キ
ッ
ト
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
他
に
は
、
気
に
な
っ
た
化
学
現
象
の

こ
と
を
ネ
ッ
ト
な
ど
で
調
べ
て
、
家
族
な
ど
に
教
え
た
り
し
て
い
ま
す
。

ぼ
く
が
科
学
者
の
中
で
憧
が
れ
て
い
る
人
は
、
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
で

す
。
エ
ジ
ソ
ン
の
有
名
な
発
明
品
の
中
で
三
大
発
明
と
言
わ
れ
る
の
が
、
蓄
音

機
、
白
熱
電
球
、
電
話
と
い
う
も
の
で
す
。
白
熱
電
球
は
電
気
を
通
す
と
高
温

に
な
り
そ
れ
が
光
る
こ
と
で
灯
り
が
つ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
当
時
使
わ
れ
て
い

た
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
は
、
す
ぐ
燃
え
つ
き
て
し
ま
う
の
で
長
い
時
間
つ
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
エ
ジ
ソ
ン
は
日
本
の
竹
を
使
う
と
成
功
し
ま
し
た
。
蓄
音
機
は
音
を

録
音
と
再
生
が
で
き
る
機
械
で
す
。
エ
ジ
ソ
ン
は
電
話
も
発
明
し
ま
し
た
。
当

時
の
電
話
は
エ
ジ
ソ
ン
じ
ゃ
な
い
人
が
発
明
し
た
け
ど
、
そ
の
人
が
作
っ
た
電

話
は
短
い
距き
ょ
り
し
か
電
話
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
エ
ジ
ソ
ン
の
発
明

し
た
電
話
は
長
距
り
で
電
話
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
実
験
で
エ
ジ
ソ
ン

は
何
回
も
失
敗
し
て
、
失
敗
し
て
も
あ
き
ら
め
ず
に
何
回
も
実
験
を
し
て
い
て

成
功
さ
せ
て
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
エ
ジ
ソ
ン
み
た
い
に
失

敗
し
て
も
、
何
回
も
実
験
を
し
て
成
功
す
る
ま
で
し
て
、
新
し
い
発
見
を
し
た

い
で
す
。

わ
た
し
は
、
年
中
か
ら
ず
っ
と
、
パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
り
た
い
と
い
う
ゆ
め
が

あ
り
ま
す
。
自
分
で
、
作
っ
た
も
の
を
、
よ
ろ
こ
ん
で
、
う
け
と
っ
て
く
れ
る

の
が
、
わ
た
し
は
、
う
れ
し
い
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
今
年
の
三
月
に
と
つ
ぜ
ん
お
な
か
が
い
た
く
な
っ
て
、
病
院
で
け

ん
さ
を
し
た
と
こ
ろ
、「
胆
道
拡
張
症
」
と
い
う
、
先
天
性
の
病
気
で
あ
る
こ

ぼ
く
の
夢

岐
阜
県
恵
那
市
立
長
島
小
学
校
六
年
　
牧ま
き

野の　

友ゆ
う

祐す
け

最
優
秀
賞

も
う
一
つ
の
ゆ
め

岐
阜
県
恵
那
市
立
長
島
小
学
校
四
年
　
今い
ま

井い　

陽ひ

菜な

乃の

優
秀
賞
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と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
病
気
は
、
手
術
が
必
要
で
、
五
月
の
終
わ
り
に
は

入
院
し
て
手
術
を
し
ま
し
た
。
手
術
を
す
る
と
決
ま
っ
た
時
は
、
す
ご
く
不
安

で
こ
わ
か
っ
た
で
す
。
手
術
を
す
る
当
日
も
こ
わ
く
て
、
な
み
だ
が
出
て
き
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
に
は
、先
生
や
か
ん
ご
し
さ
ん
が
は
げ
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。

手
術
が
終
わ
っ
た
後
も
両
手
に
点
て
き
が
つ
い
て
い
て
、
鼻
と
お
な
か
に
は
、

管
が
通
っ
て
い
た
の
で
と
て
も
苦
し
く
て
落
ち
着
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
わ
た
し

が
落
ち
着
く
ま
で
か
ん
ご
し
さ
ん
は
、
夜
中
で
も
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
お
す
と
、

何
回
も
来
て
く
れ
ま
し
た
。

手
術
が
終
わ
っ
て
三
日
ぐ
ら
い
た
つ
と
、
点
て
き
や
管
が
ぬ
け
て
す
ご
く

楽
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
に
な
る
と
教
育
実
習
生
の
女
の
子
が
わ
た
し
の

た
ん
と
う
に
な
っ
て
、
わ
た
し
の
好
き
な
こ
と
を
話
し
た
次
の
日
に
は
、
そ
れ

を
ク
イ
ズ
に
し
て
来
て
く
れ
た
り
、
ト
ラ
ン
プ
を
用
意
し
て
遊
ん
で
く
れ
ま
し

た
。
ト
イ
レ
や
お
ふ
ろ
に
行
く
と
き
も
、
い
っ
し
ょ
に
つ
い
て
き
て
く
れ
ま
し

た
。
体
が
あ
ま
り
動
か
な
く
て
起
き
上
が
れ
な
い
時
は
、
手
つ
だ
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
自
分
で
動
こ
う
と
し
て
も
、
自
由
に
動
か
な
く
て
び
っ
く
り
し
た
し
、

一
人
で
は
歩
く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
き
な
病
気
に
な
っ
て
は
じ
め

て
、
今
ま
で
あ
た
り
前
に
し
て
き
た
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
の
つ
ら
さ
を
知
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
つ
ら
い
時
に
た
す
け
て
く
れ
る
か
ん
ご
し
さ
ん
の

仕
事
を
は
じ
め
て
近
く
で
見
て
、
わ
た
し
も
こ
ん
な
ふ
う
に
人
を
た
す
け
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
も
、
パ
テ
ィ
シ
エ
と
い
う
ゆ
め
も
の
こ
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
か
ん
ご
し
に

な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
「
も
う
一
つ
の
ゆ
め
」
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
野
菜
を
使
っ
て

鹿
児
島
県
志
布
志
市
立
有
明
小
学
校
四
年
　
末す
え
弘ひ
ろ　

み
ゆ

優
秀
賞

わ
た
し
は
、
料
理
を
作
っ
て
食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
で
、
し
ょ
う
来
は
、
弁

当
屋
さ
ん
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
れ
は
、
川
内
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
弁
当
屋
さ

ん
だ
か
ら
で
す
。
と
き
ど
き
手
伝
い
に
行
き
ま
す
。
朝
早
く
起
き
て
、
じ
ゅ
ん

び
し
た
に
物
や
か
ら
あ
げ
、
玉
子
焼
き
な
ど
を
つ
め
る
手
伝
い
を
し
ま
す
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
料
理
は
味
つ
け
が
お
い
し
い
で
す
。
お
じ
ゃ
っ
た
モ
ー
ル
と
い

う
店
に
お
ば
ち
ゃ
ん
と
配
達
に
行
き
ま
す
。
弁
当
は
毎
日
全
部
売
れ
ま
す
。

志
布
志
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
野
菜
作
り
が
と
て
も
上
手
で
、
毎
日
畑
に
行

き
、
多
く
の
種
類
の
野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
す
い
か
、
な
す
、
き
ゅ

う
り
、
に
が
う
り
、
ピ
ー
マ
ン
、
オ
ク
ラ
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
野
菜
を
収
か
く
す
る
の
が
大
好
き
で
す
。
で
も
、
収
か
く
す

る
ま
で
に
は
い
ろ
い
ろ
な
作
業
が
あ
り
、
野
菜
の
手
入
れ
は
、
と
て
も
大
変
そ

う
で
す
。
夏
は
と
て
も
暑
い
の
で
、
夕
方
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
家
に
行
く
と
つ
か

れ
て
ね
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
野
菜
作
り
は
本
当
に
大
変
な
ん
だ
な
あ
」

と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
野
菜
を
食
べ
る
時
は
、
残
さ
ず
食
べ

よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
今
年
一
番
お
い
し
か
っ
た
野
菜
は
す
い
か

で
し
た
。
す
い
か
は
収
か
く
す
る
ま
で
の
日
数
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
む
ず
か
し
い

そ
う
で
す
。
収
か
く
の
と
き
は
ど
き
ど
き
す
る
そ
う
で
す
。
す
い
か
を
わ
っ
て

き
れ
い
に
う
れ
て
い
る
時
は
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
わ
た
し
は
、
す
い
か
を
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く
り
ぬ
い
て
ほ
か
の
果
物
を
入
れ
て
デ
ザ
ー
ト
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
お
し
ゃ

れ
で
と
っ
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
み
ん
な
も
お
い
し
い
と
よ
ろ
こ
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
み
ん
な
の
笑
顔
を
見
る
の
は
、
と
っ
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

い
つ
か
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
野
菜
を
使
っ
て
弁
当
屋
さ
ん
が
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
。
に
が
う
り
の
つ
け
物
、
な
す
の
天
ぷ
ら
、
す
い
か
の
デ
ザ
ー

ト
な
ど
を
入
れ
た
い
で
す
。
そ
れ
ま
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
は
元
気
で
野
菜
を

作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
わ
た
し
の
作
っ
た
弁
当
を
食
べ
て
ほ
し
い
で
す
。

優
し
い
人
に
な
り
た
い

岐
阜
県
恵
那
市
立
岩
邑
小
学
校
六
年
　
堀ほ
り
井い　

健け
ん
成せ
い

優
秀
賞

ぼ
く
の
夢
は
、
優
し
い
人
に
な
る
こ
と
で
す
。
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
助

け
て
あ
げ
た
り
、
一
人
ぼ
っ
ち
の
子
が
い
た
ら
優
し
く
声
を
か
け
た
り
、
遊
ん

だ
り
し
て
あ
げ
る
人
で
す
。

ど
う
し
て
優
し
い
人
に
な
り
た
い
の
か
と
い
う
と
二
つ
理
由
が
あ
り
ま
す
。

僕
は
、
分
団
登
校
の
時
よ
く
嫌
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
、
泣
い
た
り
怒
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
悲
し
く
て
言
葉
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
時
、

先
生
が
僕
の
話
を
聞
い
て
な
ぐ
さ
め
て
く
れ
ま
し
た
。
僕
は
、
心
が
ス
ッ
キ
リ

し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
そ
の
先
生
み
た
い
な
優
し
い
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

二
つ
目
の
わ
け
は
「
わ
た
し
の
足
は
車
い
す
」
と
い
う
本
を
読
ん
で
、
優
し

さ
が
、
ど
ん
な
人
も
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
で
す
。
主
人
公
の
女

の
子
は
、
足
が
麻
ひ
し
て
い
て
車
椅
子
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
に
お
使

い
を
頼
ま
れ
て
一
人
で
町
に
行
く
と
中
、
道
の
段
差
で
歩
道
に
上
が
れ
な
か
っ

た
時
、
太
っ
た
男
の
子
に
手
伝
っ
て
上
げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
女
の
子
は
う
れ

し
く
な
っ
て
お
礼
を
言
い
ま
し
た
。
で
も
、
足
が
麻
ひ
し
て
い
て
も
、
で
き
る

こ
と
を
か
わ
い
そ
う
と
思
っ
て
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
は
、
怒
っ
た
り
悲
し
ん

だ
り
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
優
し
さ
と
い
う
の
は
、
た
だ
、
や
っ
て
あ
げ
る
こ

と
で
は
な
く
、
そ
の
人
の
こ
と
や
気
持
ち
を
考
え
て
、
必
要
な
こ
と
を
や
っ
て

あ
げ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

今
の
僕
は
、
ち
ょ
っ
と
優
し
さ
が
足
り
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
ま
だ

人
の
気
持
ち
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
時
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
イ
ラ
イ
ラ
し

て
い
る
時
に
は
、
優
し
く
で
き
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
ど
ん
な
時
で

も
優
し
く
な
れ
る
よ
う
に
、
イ
ラ
イ
ラ
を
お
さ
め
る
方
法
を
試
し
た
り
、
深
呼

吸
し
て
心
を
落
ち
着
か
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。
人
の
気
持
ち
は
全
部
は
わ
か
ら

な
い
け
ど
、
人
の
気
持
ち
を
わ
か
ろ
う
と
努
力
す
る
優
し
い
人
に
な
り
た
い
で

す
。将

来
の
夢

岐
阜
県
恵
那
市
立
長
島
小
学
校
六
年
　
伊い

東と
う　

里り

依い

紗さ

佳
作

私
の
将
来
の
夢
は
、
獣
医
さ
ん
に
な
る
こ
と
で
す
。
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獣
医
さ
ん
の
仕
事
は
す
ご
く
大
変
で
、
動
物
が
怪
我
や
病
気
で
苦
し
ん
で
い

る
の
を
助
け
た
り
す
る
仕
事
で
す
。

獣
医
さ
ん
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
私
は
動
物
が
好
き
で
よ
く
動

物
の
番
組
を
見
て
い
て
、
動
物
が
怪
我
や
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
見

て
、「
動
物
た
ち
を
助
け
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

初
め
は
、
動
物
を
保
護
す
る
仕
事
を
す
る
人
に
な
り
た
か
っ
た
け
ど
、
保
護

す
る
だ
け
で
は
怪
我
や
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
動
物
を
助
け
ら
れ
な
い
と
思
う

か
ら
、
獣
医
さ
ん
の
資
格
が
あ
れ
ば
動
物
を
保
護
す
る
だ
け
で
な
く
、
動
物
を

助
け
ら
れ
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

動
物
は
、
怪
我
や
病
気
だ
け
で
な
く
、
食
べ
物
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
、

汚
れ
を
落
さ
ず
に
い
る
と
、
苦
し
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
も
動
物
を
助
け
る
と
い
う
の
は
も
の
す
ご
く
大
変
で
、
動
物
に
つ
い
て
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
動
物
は
人
間
と
違
っ

て
喋
れ
な
い
か
ら
鳴
き
声
や
表
情
で
私
た
ち
に
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

例
え
ば
、
犬
は
相
手
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
大
好
き
と
い
う
気
持
ち
を
表
し
ま

す
。
お
腹
を
見
せ
て
い
る
時
は
触
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
の
時
で
す
。
他

に
も
前
足
を
な
め
て
い
る
時
は
ひ
ま
な
時
、
歯
を
む
き
出
し
て
る
時
は
、
噛
む

ぞ
と
い
う
時
な
ど
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
鳴
き
声
や
表
情
で
表
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
犬
や
ね
こ
な
ど
全
部
の
動
物
が
同
じ
よ
う
に
鳴
い
て
気
持
ち
を
表
す

わ
け
で
は
な
い
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
動
物
の
気
持
ち
の
表
し
方
を
知
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
私
は
も
っ
と
も
っ
と
勉
強
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
動
物

に
は
ど
の
よ
う
な
病
気
が
あ
る
の
か
、
ど
う
し
た
ら
幸
せ
に
生
き
て
い
け
る
の

か
な
ど
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
は
今
か
ら
夢
に
向
か
っ
て
出
来
る
こ
と
は
、
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
動
物
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
で
す
。
獣
医
さ
ん
に
な
る
と
い
う
夢
に
少
し
で

も
近
づ
け
れ
る
よ
う
努
力
を
し
、
病
気
な
ど
で
苦
し
ん
で
い
る
た
く
さ
ん
の
動

物
を
助
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

将
来
の
夢

岐
阜
県
恵
那
市
立
長
島
小
学
校
五
年
　
小お

木ぎ

曽そ　

咲さ

月つ
き

佳
作

私
の
将
来
の
夢
は
、
ト
リ
マ
ー
に
な
る
こ
と
で
す
。
ト
リ
マ
ー
と
は
、
ペ
ッ

ト
の
美
容
師
と
い
っ
て
、
主
に
犬
を
き
れ
い
に
す
る
仕
事
を
し
ま
す
。

私
が
ト
リ
マ
ー
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
理
由
は
、
私
は
犬
が
大
好
き
で
、
家

で
も
犬
を
二
匹
飼
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
三
カ
月
に
一
度
は
ト
リ
ミ
ン
グ
に

連
れ
て
い
き
、
き
れ
い
に
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
、
ト
リ
マ
ー
さ

ん
の
働
い
て
い
る
姿
を
見
て
、
か
っ
こ
い
い
な
ぁ
と
思
っ
て
、
な
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
こ
わ
が
っ
て
い
る
犬
や
、
お
こ
っ
て
い
る
犬
や
大
き
な
犬
、
と
て

も
小
さ
な
犬
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
犬
に
も
や
さ
し
く
シ
ャ
ン
プ
ー
や
、
カ
ッ
ト

や
つ
め
き
り
な
ど
を
し
て
い
て
、
す
ご
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
前
、
家
で
飼
っ
て
い
る
犬
の
シ
ャ
ン
プ
ー
と
つ
め
き
り
を
、
お
母
さ
ん
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に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
や
り
ま
し
た
。
い
つ
も
お
と
な
し
く
て
、
お
り
こ

う
な
犬
な
の
に
、
シ
ャ
ン
プ
ー
を
し
よ
う
と
す
る
と
い
や
が
っ
て
、
に
げ
よ
う

と
す
る
し
、
体
を
ブ
ル
ブ
ル
と
さ
せ
て
、
そ
の
水
し
ぶ
き
が
か
か
っ
て
、
自
分

ま
で
ベ
タ
ベ
タ
に
な
り
な
が
ら
洗
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
ド
ラ
イ
ヤ
ー
も
大
き

な
音
に
こ
わ
が
っ
た
り
、
つ
め
き
り
も
あ
ば
れ
て
お
母
さ
ん
が
い
な
か
っ
た
ら

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
て
も
大
変
で
し
た
。

ト
リ
マ
ー
に
な
る
た
め
に
は
、
犬
の
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
勉
強
し
て
犬
の
い
ろ

い
ろ
な
事
を
知
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
な
の
で
私
は
、
高
校

を
卒
業
し
た
ら
、
ト
リ
マ
ー
に
な
る
た
め
の
専
門
学
校
へ
行
っ
て
、
カ
ッ
ト
の

技
術
や
知
識
を
身
に
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
て
働
き
た
い
で
す
。

私
は
犬
を
き
れ
い
に
し
て
あ
げ
る
だ
け
で
は
な
く
飼
い
主
さ
ん
の
飼
育
の
な

や
み
や
、
し
つ
け
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
で
き
る
よ
う
な
ト
リ
マ
ー
さ
ん
に
な

り
た
い
で
す
。
飼
い
主
さ
ん
に
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
え
た
ら
、
私
も
う
れ
し
く
な

る
の
で
感
謝
さ
れ
る
よ
う
な
人
に
な
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
が
ん
ば
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
な
る
た
め
に

岐
阜
県
恵
那
市
立
長
島
小
学
校
五
年
　
小お

栗ぐ
り　

凱か
い
成せ
い

佳
作

ぼ
く
の
、
し
ょ
う
来
の
夢
は
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
な
る
こ
と
で
す
。
理
由
は
、

ぼ
く
は
ゲ
ー
ム
が
好
き
で
い
つ
か
有
名
な
ゲ
ー
ム
の
開
発
に
、
関
わ
っ
て
み
た

い
な
と
思
っ
た
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
な
る
こ
と
を
し
ょ
う
来
の
夢
に
し
ま

し
た
。

そ
の
た
め
に
、
ぼ
く
は
今
か
ら
で
も
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
一

つ
目
は
、
算
数
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
理
由
は
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

は
計
算
が
で
き
な
い
と
、
な
る
の
は
む
ず
か
し
い
か
な
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

二
つ
目
は
、
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
、
ス
ク
ラ
ッ
チ
な
ど
で
、
ゲ
ー
ム
を
作
っ
て

み
る
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
理
由
は
、
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
、
ゲ
ー
ム
を
作
っ

て
み
て
、
大
人
に
な
っ
て
も
使
え
る
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。

三
つ
目
は
、
考
え
る
力
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。
理
由
は
、
昔
の
ゲ
ー
ム
は
と

て
も
少
な
い
容
量
で
遊
べ
た
け
ど
、
最
近
の
ゲ
ー
ム
は
昔
よ
り
も
進
化
し
て
い

る
け
ど
、
そ
の
ぶ
ん
容
量
を
昔
よ
り
も
と
る
の
で
、
考
え
る
力
を
つ
け
て
、
少

な
い
容
量
で
よ
り
楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
作
り
た
い
で
す
。

四
つ
目
は
、
英
語
を
覚
え
た
い
で
す
。
理
由
は
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
作
る
と
き

で
も
、
英
語
は
必
要
だ
と
思
っ
た
し
他
の
仕
事
に
つ
き
た
い
と
思
っ
て
も
英
語

は
使
う
と
思
っ
た
か
ら
、
英
語
を
覚
え
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

五
つ
目
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。
理
由
は
、

ゲ
ー
ム
は
た
く
さ
ん
の
人
が
協
力
し
て
作
っ
て
い
る
か
ら
、
ま
ず
お
も
し
ろ
い

ゲ
ー
ム
を
作
る
た
め
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。

六
つ
目
は
、
や
り
ぬ
く
力
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。
理
由
は
、
ゲ
ー
ム
は
作
る

の
が
と
て
も
大
変
な
の
で
ど
ん
な
事
で
も
、
最
後
ま
で
や
り
ぬ
く
力
を
つ
け
る
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の
が
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、こ
の
よ
う
な
力
を
つ
け
て
か
ら
、し
ょ
う
来
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
な
っ

て
、
ぼ
く
が
大
好
き
な
ポ
ケ
モ
ン
や
マ
リ
オ
、
ド
ラ
ク
エ
、
マ
イ
ク
ラ
に
負
け

な
い
ぐ
ら
い
の
と
て
も
有
名
な
ゲ
ー
ム
を
い
つ
か
作
り
た
い
で
す
。

絵
本
作
家

岐
阜
県
恵
那
市
立
山
岡
小
学
校
六
年
　
近こ
ん

藤ど
う　

里り

虹こ

佳
作

私
の
夢
は
、
絵
本
作
家
に
な
っ
て
、
世
界
や
日
本
の
た
め
に
な
る
大
切
な
こ

と
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
す
て
な
ど

に
よ
る
環
境
問
題
が
起
き
て
い
る
と
き
に
、
い
つ
ま
で
も
続
か
な
い
よ
う
に
、

絵
本
を
つ
く
り
、
未
来
の
大
人
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
、
と
い
う
こ
と

が
、
私
の
夢
で
す
。

　
「
絵
本
作
家
」と
い
う
夢
を
も
っ
た
き
っ
か
け
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、

自
分
の
絵
を
ほ
め
て
く
れ
る
友
達
が
い
る
こ
と
で
す
。
ア
ニ
メ
な
ど
の
イ
ラ
ス

ト
を
手
本
を
見
て
か
い
た
と
き
、
ま
だ
か
い
て
い
る
と
ち
ゅ
う
な
の
に
、「
上

手
だ
ね
」
と
友
達
は
ほ
め
て
く
れ
る
の
で
、
自
分
の
絵
に
自
信
が
つ
い
て
く
る

の
で
す
。
二
つ
目
は
、
い
ま
世
界
や
日
本
で
は
た
く
さ
ん
の
環
境
問
題
が
起
き

て
い
る
こ
と
で
す
。
い
ま
日
本
や
世
界
で
は
、
二
十
五
も
環
境
問
題
が
起
き
て

い
ま
す
。「
環
境
問
題
」
と
は
、
人
間
の
活
動
に
よ
っ
て
地
球
に
起
こ
る
マ
イ

ナ
ス
の
環
境
変
化
の
こ
と
な
の
で
、
そ
れ
を
少
し
で
も
減
ら
し
た
い
で
す
。

で
も
、
自
分
の
弱
い
部
分
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
手
本
を
見
て
え
が

か
な
い
と
下
手
に
な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
す
。い
つ
も
私
は
、ア
ニ
メ
や
ゲ
ー

ム
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
を
手
本
を
見
な
が
ら
絵
を
か
い
て
い
ま
す
。
友
達
は
「
上

手
だ
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
れ
は
手
本
を
見
な
が
ら
え
が
い

て
い
る
だ
け
な
の
で
、
上
手
と
は
言
い
き
れ
な
い
と
、
わ
た
し
は
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
子
ど
も
が
喜
ぶ
よ
う
な
か
わ
い
い
絵
を
え
が
け
る
よ
う
に
、
最
初
は

手
本
を
見
な
が
ら
で
い
い
か
ら
、
少
し
ず
つ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
挑
戦
し
て
い

き
た
い
で
す
。

そ
れ
と
、
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
こ
れ
か
ら
努
力
し
て
い
き
た
い
こ
と
が
一

つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
で
す
。
わ
た
し
が

絵
本
作
家
に
な
っ
て
い
る
こ
ろ
に
は
環
境
問
題
は
減
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
な
く
な
っ
て
は
い
な
い
と
思
う
の
で
、
将
来
ど
ん
な
環
境
問
題
が
起
こ

る
か
調
べ
て
い
き
た
い
で
す
。

前
向
き
に
が
ん
ば
り
通
訳
に
！

岐
阜
県
恵
那
市
立
岩
邑
小
学
校
五
年
　
西に
し

尾お　

彩さ

希き

佳
作

私
の
将
来
の
夢
は
、
外
国
人
の
人
を
上
手
に
案
内
す
る
通
訳
す
る
人
に
な
る

こ
と
で
す
。
通
訳
と
は
、
互
い
に
言
語
が
異
な
っ
て
話
が
通
じ
な
い
人
々
の
間

に
立
っ
て
、
双
方
の
言
う
こ
と
を
翻
訳
し
て
話
を
通
じ
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
私

が
通
訳
す
る
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
ま
で
の
話
を
紹
介
し
ま
す
。
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最
初
私
に
は
夢
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。で
も
あ
る
日
京
都
に
行
っ
た
時
に
、

外
国
人
の
人
が
道
が
わ
か
ら
ず
ま
よ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
大
人
の
人
が
英
語

で
道
を
教
え
て
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
私
は
通
訳
と
い
う
仕
事
を
知
り
ま
し
た
。
内
容
を
聞
い
て
と
て
も
す
ば
ら

し
い
仕
事
だ
な
と
思
い
私
も
な
り
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
通
訳
は
、
英

語
が
し
ゃ
べ
れ
な
い
と
い
け
な
い
し
、
仕
事
と
は
い
え
お
客
さ
ん
に
つ
い
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
し
そ
れ
で
体
力
を
使
う
か
ら
大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。
け

れ
ど
観
光
客
の
人
た
ち
が
通
訳
を
た
よ
っ
て
き
て
い
る
の
を
思
う
と
、
が
ん
張

ら
な
い
と
い
け
な
い
と
も
思
い
ま
し
た
。
ま
た
通
訳
す
る
側
に
と
っ
て
は
、
理

解
力
、
表
現
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
判
断
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
理

解
力
、表
現
力
は
、外
国
語
と
同
じ
だ
け
日
本
語
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
判
断
力
は
、
通
訳
が
必
要
な
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
予

想
外
の
ト
ラ
ブ
ル
」
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
情
報
収
集
力
、

調
査
力
で
は
通
訳
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
質
を
保
つ
た
め
に
必
須
な
基
本
的
な
ス

キ
ル
で
す
。

夢
の
実
現
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
は
、
外
国
語
大
学
に
通
い
、
通
訳
の
基
本

的
な
こ
と
な
ど
を
た
く
さ
ん
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
日
本
語
や
外

国
語
を
学
ん
で
い
れ
ば
、
む
ず
か
し
い
言
葉
で
も
相
手
に
分
か
り
や
す
く
翻
訳

で
き
る
と
思
う
か
ら
で
す
。
で
も
私
は
通
訳
に
と
っ
て
一
番
大
事
な
の
は
、
観

光
客
の
人
た
ち
の
手
助
け
に
な
る
と
い
う
気
持
ち
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
今
で
き
る
こ
と
は
、
何
事
も
あ
き
ら
め
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

前
向
き
に
が
ん
ば
る
こ
と
で
す
。
前
向
き
に
が
ん
ば
れ
ば
通
訳
に
な
れ
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
勉
強
、
外
国
語
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

わ
た
し
の
ゆ
め岐

阜
県
恵
那
市
立
長
島
小
学
校
一
年
　
山や
ま

本も
と　

笑え

輪わ

嚶
鳴
協
議
会
賞

　
「
こ
れ
お
い
し
い
ね
」
わ
た
し
が
い
つ
か
か
な
え
た
い
ゆ
め
で
一
ば
ん
に
た
い

せ
つ
な
こ
と
ば
で
、
う
れ
し
い
こ
と
ば
で
す
。
わ
た
し
の
な
ま
え
の
い
み
で
あ

る
え
が
お
の
わ
を
ひ
ろ
げ
る
と
い
う
こ
と
に
ぴ
っ
た
り
の
し
ご
と
で
す
。
そ
れ

は
、「
ぱ
ん
や
」
で
あ
る
。
ぱ
ん
や
と
は
ぱ
ん
を
や
い
て
お
き
ゃ
く
さ
ん
に
ぱ

ん
を
う
る
し
ご
と
で
す
。
な
ぜ
ぱ
ん
や
に
な
ろ
う
と
お
も
っ
た
か
と
い
う
と
お

か
あ
さ
ん
が
ぱ
ん
を
つ
く
っ
て
い
た
と
き
に
じ
ぶ
ん
も
つ
く
っ
て
み
た
い
と
お

も
い
つ
よ
く
こ
こ
ろ
が
ひ
か
れ
ま
し
た
。
で
も
い
ま
じ
ぶ
ん
は
、
ぱ
ん
は
つ
く

れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
ま
だ
ぱ
ん
の
つ
く
り
か
た
を
し
ら
な
い
か
ら
で

す
。
お
ぼ
え
る
た
め
に
は
、
ぱ
ん
の
つ
く
り
か
た
の
か
い
て
あ
る
ほ
ん
を
よ
む

こ
と
や
ま
ず
は
、
お
か
あ
さ
ん
が
り
ょ
う
り
を
つ
く
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
よ
く

み
た
り
し
て
つ
く
り
か
た
を
お
ぼ
え
た
い
で
す
。
ま
た
、
つ
く
っ
た
あ
と
は
あ

と
か
た
ず
け
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
い
ま
の
う
ち
か
ら
あ
と
か
た
ず
け

の
や
り
か
た
を
お
ぼ
え
た
い
で
す
。
ぱ
ん
や
に
な
っ
た
ら
た
と
え
ば
、
ふ
ら
ん

す
ぱ
ん
や
め
ろ
ん
ぱ
ん
、
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
ぱ
ん
を
つ
く
っ
て
み
た
い
で

す
。
ま
た
じ
ぶ
ん
で
あ
た
ら
し
い
ぱ
ん
を
つ
く
っ
て
み
た
い
で
す
。
い
ま
じ
ぶ

ん
は
、
ぱ
ん
を
つ
く
る
た
め
に
、
で
き
て
い
る
こ
と
は
べ
ん
き
ょ
う
で
す
。
と

く
に
さ
ん
す
う
で
は
ざ
い
り
ょ
う
の
お
も
さ
や
お
か
ね
の
け
い
さ
ん
も
ま
だ
で

き
な
い
け
ど
こ
れ
か
ら
も
っ
と
う
え
の
が
く
ね
ん
に
な
っ
て
い
く
の
で
い
ろ
い
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ろ
い
え
や
が
っ
こ
う
い
が
い
の
と
こ
ろ
で
た
く
さ
ん
お
べ
ん
き
ょ
う
を
し
て
パ

ン
や
に
な
り
た
い
で
す
。
ま
た
お
か
ね
の
け
い
さ
ん
が
で
き
な
い
と
こ
ま
る
の

で
し
っ
か
り
が
っ
こ
う
の
せ
ん
せ
い
の
は
な
し
を
き
い
て
べ
ん
き
ょ
う
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
も
し
わ
た
し
が
ぱ
ん
や
に
な
っ
た
ら
こ
だ
わ
り
た

い
と
こ
は
ざ
い
り
ょ
う
の
さ
ん
ち
や
や
き
か
げ
ん
、
お
い
し
く
な
る
よ
う
に
く

ふ
う
し
て
た
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
わ
た
し
の
ぱ
ん
を
た
べ
た

ひ
と
は
お
い
し
か
っ
た
ね
と
い
っ
て
だ
ん
だ
ん
え
が
お
の
わ
が
ひ
ろ
が
っ
て
い

く
せ
か
い
一
の
ぱ
ん
や
さ
ん
に
な
り
た
い
で
す
。

嚶お
う

鳴め
い

協
議
会
と
嚶
鳴
協
議
会
賞

嚶
鳴
協
議
会
は
、
ふ
る
さ
と
の
先
人
を
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ

く
り
、
心
そ
だ
て
に
活
か
し
て
い
る
自
治
体
が
、
情
報
交
換
や

交
流
、
連
携
を
通
し
て
よ
り
よ
き
地
域
づ
く
り
を
探
る
た
め
の

協
議
会
で
す
。「
嚶
鳴
」
と
は
、
中
国
最
古
の
詩
集
『
詩
経
』

に
出
て
く
る
言
葉
で
、
鳥
が
仲
間
を
求
め
て
鳴
き
交
う
と
い
う

意
味
。
転
じ
て
、
仲
間
が
集
ま
り
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
学
び
合

い
教
え
合
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
名
君
・
上
杉
鷹
山
の
師
と

し
て
名
高
い
愛
知
県
東
海
市
出
身
の
儒
学
者
・
細
井
平
洲
が
江

戸
に
開
い
た
私
塾
を
「
嚶
鳴
館
」
と
名
づ
け
た
こ
と
で
も
有
名

で
す
。

加
盟
自
治
体
が
持
ち
回
り
で
毎
年
開
催
す
る
「
嚶
鳴
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
中
心
に
、
市
町
長
会
議
、
教
育
長
会
議
、
行
政
職
員

や
市
民
の
交
流
事
業
等
活
発
な
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
恵

那
市
で
は
、
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
と
令
和
四
年

（
二
〇
二
二
）
に
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
嚶
鳴
協
議
会
加
盟

自
治
体
が
行
な
う
公
募
事
業
等
の
中
で
協
議
会
の
趣
旨
に
添
っ

た
事
業
に
対
し
て
「
嚶
鳴
協
議
会
賞
」
を
授
与
し
て
い
ま
す
。

【
嚶
鳴
協
議
会
加
盟
自
治
体
（
令
和
五
年
度
）】
恵
那
市
　
大
野

町
　
沖
縄
市
　
小
田
原
市
　
釜
石
市
　
木
曽
町
　
高
鍋
町
　
多

久
市
　
日
田
市
　
東
海
市
　
養
父
市
　
米
沢
市
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下
田
歌
子
先
生
は
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
八

月
八
日
に
、
現
在
の
岐
阜
県
恵
那
市
岩
村
町
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
生
家
は
藩
（
松
平
家
）
の
儒
者
で

し
た
。
父
は
平ひ
ら
お
じ
ゅ
う
ぞ
う

尾
鍒
蔵
、
母
は
房ふ
さ
、
そ
し
て
歌
子

先
生
は
鉐せ
き

と
い
い
ま
し
た
。
明
治
三
（
一
八
七
〇
）

年
に
父
鍒
蔵
が
、
明
治
新
政
府
の
神し
ん
ぎ
か
ん
せ
ん
き
ょ
う
が
か
り

祇
官
宣
教
掛

使し

に
任に
ん

ぜ
ら
れ
て
上
京
し
、
翌
春
、
後
を
追
っ
て

鉐
が
上
京
。
引
き
続
き
一
家
を
あ
げ
て
東
京
に
出

ま
し
た
。
宮
内
省
の
御ご
よ
う
が
か
り

用
掛
・
八は
っ

田た

知と
も

紀の
り

に
和
歌

の
教
え
を
受
け
て
い
た
歌
子
先
生
は
、
明
治
五

（
一
八
七
二
）
年
十
月
、
推
挙
さ
れ
て
宮
中
に
出

仕
し
、
女
官
と
し
て
皇
后
陛
下
（
後
の
昭し
ょ
う
け
ん
こ
う
た
い

憲
皇
太

后ご
う

）
に
仕
え
ま
す
。
下
田
先
生
の
和
歌
の
才
能
を

愛め

で
ら
れ
た
皇
后
陛
下
が
、
「
こ
れ
か
ら
は
歌
子

と
な
の
る
よ
う
に
」
と
仰お

お
せ
ら
れ
、
鉐
の
名
を
改

め
ま
し
た
。
才
女
の
名
が
高
く
、〝
明
治
の
紫
む
ら
さ
き
し
き
ぶ

式
部
〟

な
ど
と
呼
ぶ
人
も
い
ま
し
た
。
そ
の
後
下し
も

田だ

猛た
け

雄お

と
結
婚
し
、
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
十
一
月

に
は
宮
中
を
辞
し
ま
し
た
が
、
周
囲
か
ら
望
ま
れ

て
自
宅
に
「
桃と
う

夭よ
う

学
校
」
を
開
設
し
、
政
府
高
官

や
華
族
の
子
女
の
教
育
に
当
た
り
ま
し
た
。

夫
の
死
後
、
再
び
宮
内
省
に
入
り
、
華か

族ぞ
く

女
学

校
（
学
習
院
）
が
開
校
さ
れ
る
と
教
授
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
間
に
、
欧
米
の
女
子
教
育
を
視
察
す

る
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
に
「
帝て
い

国こ
く

婦ふ

人じ
ん

協き
ょ
う
か
い会」

を
結
成
、
そ
の
付
属
と
し
て
、
翌
年
「
実じ
っ

践せ
ん

女
学
校
」（
実
践
女
子
大
学
の
淵え
ん

源げ
ん

）
を
開
設

し
ま
し
た
。
そ
し
て
清し
ん

国こ
く

（
こ
の
こ
ろ
の
中
国
の

国
名
）
か
ら
の
女
子
留
学
生
を
、
積
極
的
に
う
け

い
れ
ま
し
た
。

桃
夭
学
校
時
代
に
は
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）

年
に
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
五
人
の
女

子
留
学
生
の
う
ち
最
年
少
（
当
時
八
歳
）
の
津つ

田だ

梅う
め
子こ

が
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
に
帰
国
し
て

き
た
の
で
、
英
語
の
教
授
陣
に
加
え
て
い
ま
す
。

歌
子
先
生
は
、
梅
子
に
英
語
の
指
導
を
頼た
の

む
か
わ

り
に
、
梅
子
に
国
語
と
習
字
を
教
え
ま
し
た
。
少

女
時
代
を
ア
メ
リ
カ
で
す
ご
し
た
梅
子
は
、
英
語

は
得
意
で
し
た
が
日
本
語
が
十
分
で
は
な
か
っ
た

の
で
す
。
穴あ
な

を
ワ
ナ
、
柳や
な
ぎを

ウ
ナ
ギ
と
い
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。
と
く
に
手
紙
の
中
で
使
う
「
候
そ
う
ろ
う」

と
い
う
字
の
意
味
と
用
字
法
が
わ
か
ら
な
く
て
、

何
度
も
歌
子
先
生
に
し
つ
こ
く
質
問
し
た
そ
う
で

す
。
歌
子
先
生
の
説
明
を
英
語
で
ノ
ー
ト
を
と
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

歌
子
先
生
の
め
ざ
し
た
こ
と
は
、
日
本
に
お
け

る
女
性
の
地
位
向
上
で
す
。
そ
の
た
め
の
女
性
の

教
養
の
高
ま
り
で
す
。
し
か
も
そ
の
こ
と
を
「
日

本
女
性
の
よ
さ
を
失
わ
ず
に
実
行
す
る
」
と
い
う
、

し
と
や
か
さ
と
や
さ
し
さ
、
温
か
さ
を
大
切
に
す

る
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
の
志
は
い
ま
も
香か
お
り

を
失
わ
ず
に
、
実
践
女
子
学
園
や
ふ
る
さ
と
恵
那

市
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
な
と
こ
ろ
で
引
き
つ
が

れ
て
い
ま
す
。

下
田
歌
子
先
生
の
こ
と�

作
家
・
下
田
歌
子
賞
選
考
委
員
長
　
童ど

う
門も

ん
　
冬ふ

ゆ
二じ
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受
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「
夢
」
の
歌

自
分
だ
け　
咲
か
ぬ
花
だ
と　
焦
ら
ず
に

信
じ
て
進
め　
寄
り
道
し
つ
つ
も

東
京
都
・
白
梅
学
園
高
等
学
校
二
年
　
山や
ま

岡お
か 

咲さ
き

葉は

憧
れ
て　
教
師
に
な
る
と　
決
め
た
時

待
っ
て
い
る
ね
と　
恩
師
の
言
葉

東
京
都
・
白
梅
学
園
高
等
学
校
一
年
　
大お
お

友と
も 

結ゆ

衣い

最優秀賞優秀賞
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ぼ
く
の
夢　
人
を
助
け
る　
消
防
士

父
に
あ
こ
が
れ　
九
年
間

岐
阜
県
恵
那
市
立
串
原
中
学
校
一
年
　
安あ
ん

藤ど
う 

摩ま

斗と

生い

や
さ
し
く
て　
笑
顔
あ
ふ
れ
る　
保
育
士
を

短
冊
に
た
く
し　
努
力
続
け
る

岐
阜
県
恵
那
市
立
恵
那
北
中
学
校
二
年
　
纐こ
う

纈け
つ 

わ
か

言
の
葉
を　
清
く
育
て
る　
我
が
母
の

背
を
見
て
育
つ　
夢
は
詩
人

神
奈
川
県
立
川
和
高
等
学
校
三
年
　
小こ

嶋じ
ま 

涼す
ず
香か

入　選入　選入　選
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夢

東
京
都
・
実
践
女
子
学
園
中
学
校
二
年
　
桶お
け

谷た
に　

知ち

礼あ
き

最
優
秀
賞

私
の
将
来
の
夢
は
、
教
師
に
な
る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
誰
か
の
役
に
立

つ
こ
と
が
で
き
る
仕
事
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

私
が
小
学
校
の
時
に
お
世
話
に
な
っ
た
英
語
の
先
生
が
、「
夢
を
叶
え
て
教

師
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
も
教
師
と
し
て
で
き
る
限
り
勉
強
を
続
け
た

い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
が
、
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、「
暑
さ
」
と
い
っ
て
も
「
溶
け
る
よ
う
な
暑
さ
」

や
「
焼
け
る
よ
う
な
暑
さ
」
な
ど
、
日
本
語
と
同
じ
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
言
い

回
し
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
時
代
と
と
も
に
増
え
て
い
く
言
葉
や
表
現
を
調
べ

て
「
生
き
た
英
語
」
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ
し
て
生
徒
に
教
え
ら

れ
る
よ
う
に
と
、
日
々
努
力
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
先
生
ご
自
身
の
た
め
だ

け
で
な
く
、
生
徒
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
先
生
が
、
と
て
も
心

強
く
、
か
っ
こ
よ
く
見
え
ま
し
た
。

先
生
と
い
う
職
業
へ
の
憧
れ
は
、
実
践
女
子
学
園
中
学
校
の
先
生
方
と
の
出

会
い
で
さ
ら
に
強
く
な
り
、
い
つ
し
か
目
標
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
が
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
う
こ
と
が
で
き
た
、
も
う
一
つ

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
作
文
を
書
く
に
あ
た
り
、
父
の
話
を
聞
い

た
こ
と
で
す
。
私
は
、
父
に
仕
事
に
つ
い
て
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。
父
は
テ
レ

ビ
番
組
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
仕
事
は
主

に
、
番
組
の
企
画
立
案
を
す
る
こ
と
や
、
収
録
し
た
番
組
を
放
送
で
き
る
形
に

整
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
要
員
・
物
品
・
予
算
な
ど
番
組
制
作
に
必
要
な
事
柄

を
す
べ
て
管
理
す
る
こ
と
で
す
。
番
組
づ
く
り
に
は
大
勢
の
人
が
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
す
べ
て
の
人
が
自
分
の
持
ち
場
で
能
力
を
最
大
に
発
揮
し
、
働
き
や
す

い
職
場
環
境
を
作
る
こ
と
に
苦
労
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
番
組
は
不
特

定
多
数
の
人
が
視
聴
す
る
の
で
、「
内
容
に
誤
り
が
な
い
か
」、「
人
を
傷
つ
け

て
い
な
い
か
」、「
誰
か
の
権
利
を
侵
害
し
て
い
な
い
か
」、「
言
葉
の
表
現
が
正

し
い
か
」
な
ど
に
気
を
付
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
仕
事
が
ど
ん
な

に
大
変
な
も
の
に
な
っ
て
も
、
番
組
視
聴
者
か
ら
の
好
意
的
な
反
応
が
出
る
と

き
の
達
成
感
が
忘
れ
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
誰
か
の
役
に
立
つ
こ
と

が
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
、
そ
の
奢
ら
ず
、
さ
さ
や
か
な
思
い
が
、
父
の
大
事

に
し
て
い
る
こ
と
な
の
だ
と
私
は
感
じ
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
て
、
私
も
誰
か

の
役
に
立
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
実
感
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
良
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

教
師
に
な
る
に
は
、
教
員
養
成
課
程
を
も
つ
短
大
や
大
学
な
ど
で
学
び
、
教

育
免
許
状
を
取
得
す
る
こ
と
が
必
須
だ
と
知
り
ま
し
た
。
何
事
に
お
い
て
も
必

要
な
の
は
、
身
の
回
り
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
社
会
の
動
き
に
関
心
を
持
つ
こ

と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
好
奇
心
を
持
っ
て
、
興
味
が
あ
る
こ
と
を
深
く
掘
り
下

げ
て
理
解
す
る
こ
と
で
す
。
学
業
に
前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
夢
を
叶
え

る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
り
、
基
礎
に
な
る
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
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今
日
も
私
は
学
校
へ
行
く

岐
阜
県
恵
那
市
立
岩
邑
中
学
校
三
年
　
河か
わ
合い　

里り

央お

羅ら

優
秀
賞

中
学
二
年
生
の
春
、
私
の
身
に
起
立
性
調
節
障
害
と
い
う
自
律
神
経
の
働
き

が
悪
く
な
り
、
起
立
時
に
身
体
や
脳
へ
の
血
流
が
低
下
す
る
病
気
だ
と
い
う
こ

と
が
分
か
っ
た
。

起
立
性
に
な
っ
て
か
ら
私
の
生
活
は
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
朝
、
う

ま
く
血
圧
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
起
き
上
が
れ
な
か
っ
た
り
、
ひ

ど
い
日
は
お
昼
ま
で
ベ
ッ
ド
で
過
ご
し
た
り
す
る
。
そ
の
た
め
学
校
は
遅
刻
や

欠
席
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
私
が
遅
刻
や
欠
席
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
み
ん
な

と
の
勉
強
の
差
は
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
友
達
の
話
に
つ
い

て
い
け
な
い
こ
と
も
多
く
な
っ
た
。「
勉
強
勉
強
勉
強
」
そ
ん
な
言
葉
で
頭
が

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
勉
強
も
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
。
朝
も
起
き
れ
な
い
。
友

達
に
気
を
つ
か
わ
せ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
自
分
が
ど
う
し
て
も
好
き
に
な
れ
な

く
て
、「
病
気
な
ん
だ
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
」
と
言
わ
れ
て
も
ど
こ
か
自
分
の

病
気
に
甘
え
て
し
ま
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
毎
日
毎
日
自
分
を
責
め
た
。

そ
れ
が
ス
ト
レ
ス
に
な
り
、
症
状
は
さ
ら
に
ひ
ど
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん

な
時
に
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
た
の
が
担
任
の
先
生
だ
っ
た
。
そ
の
先
生
は
私

が
苦
し
い
と
思
っ
て
い
る
時
、
必
ず
気
づ
い
て
声
を
か
け
て
く
れ
た
。
た
く
さ

ん
相
談
に
も
乗
っ
て
く
れ
た
。
毎
日
の
よ
う
に
「
大
丈
夫
？
無
理
し
ち
ゃ
ダ
メ

だ
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
言
葉
が
き
っ
か
け
で
私
は
自
分
の
病
気
を
受

け
入
れ
、
今
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
症
状

に
も
慣
れ
て
き
て
学
校
も
楽
し
く
な
っ
た
夏
、
私
は
体
育
祭
の
団
リ
ー
ダ
ー
に

な
っ
た
。
団
リ
ー
ダ
ー
は
と
て
も
忙
し
か
っ
た
。
そ
の
上
、
夏
の
暑
さ
で
体
調

が
す
ぐ
れ
な
い
日
も
あ
っ
た
。
で
も
、
先
生
が
団
リ
ー
ダ
ー
の
仲
間
に
事
情
を

説
明
し
て
く
れ
て
、
先
生
に
も
仲
間
に
も
支
え
ら
れ
て
無
事
体
育
祭
を
成
功
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
分
に
自
信
が
つ
い
た
し
、
仲
間
に
頼
る
こ
と
は
恥
ず

か
し
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
と
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
終
了
式
の
日
、
先

生
に
ど
う
し
て
も
あ
り
が
と
う
を
伝
え
た
く
て
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
「
さ
よ

う
な
ら
」
と
帰
る
中
、
私
は
先
生
の
元
へ
行
っ
た
。
笑
顔
で
今
ま
で
で
一
番
の

あ
り
が
と
う
を
伝
え
よ
う
と
し
た
時
、
気
づ
け
ば
私
は
泣
い
て
い
た
。
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
な
顔
で
言
っ
た
「
あ
り
が
と
う
」
は
心
の
底
か
ら
出
た
も
の
だ
っ
た
。

先
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と
、
そ
れ
は
自
分
を
認
め
る
こ
と
の
大
切
さ
、
そ
し
て

思
い
や
り
の
大
切
さ
だ
。
誰
か
の
気
持
ち
を
一
瞬
で
も
考
え
て
相
手
に
寄
り
そ

う
こ
と
が
で
き
れ
ば
き
っ
と
多
く
の
人
の
涙
が
笑
顔
に
変
わ
る
だ
ろ
う
。
私
は

先
生
に
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
自
分
も
誰
か
の
支
え
と
な
る
存
在
に

な
り
た
い
。
そ
し
て
い
つ
か
先
生
に
笑
顔
で
「
あ
の
時
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
言
え
る
よ
う
に
、
先
生
の
優
し
さ
を
日
々
の
活
力
に
変
え
て
今
日

も
私
は
学
校
へ
行
く
。
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み
ん
な
が
使
い
や
す
い
よ
う
に

東
京
都
・
実
践
女
子
学
園
中
学
校
二
年
　
古ふ
る
ば
や
し林　

実み

桜お

優
秀
賞

私
の
夢
は
、
み
ん
な
が
便
利
で
使
い
や
す
い
文
房
具
を
開
発
す
る
こ
と
で
す
。

な
ぜ
文
房
具
の
開
発
な
の
か
と
い
う
と
、
私
が
小
学
生
の
頃
、
大
き
な
文
房
具

専
門
店
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
文
房
具
専
門
店
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
文

房
具
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が
、
今
使
っ
て
い
る
文
房
具
よ
り
も
、
世
の
中
に
は

こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の
種
類
の
文
房
具
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
文
房
具
が
あ
る
中
で
、
私
は
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
の
芯
が
す
ぐ
に

折
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
対
し
て
、
ど
う
に
か
な
ら
な
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
お
店
に
は
、
芯
が
折
れ
に
く
い
機
能
が
付
い
て
い
る
シ
ャ
ー
プ
ペ

ン
シ
ル
が
あ
り
、
買
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
使
っ
て
み
る
と
、
本
当
に
芯
が
折

れ
に
く
く
感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら
、
便
利
な
機
能
が
付
い
て
い
る
文

房
具
を
開
発
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

さ
ら
に
、
様
々
な
文
房
具
を
使
っ
て
い
る
う
ち
に
、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
や

ボ
ー
ル
ペ
ン
、
マ
ー
カ
ー
ペ
ン
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
で
き
て
い
る
の
か
知
り
た

く
な
り
ま
し
た
。
図
書
館
で
、『
文
房
具
の
解
剖
図
鑑
』
や
毎
年
発
行
さ
れ
て

い
る
『
文
房
具
屋
さ
ん
大
賞
』、
雑
誌
に
載
っ
て
い
る
文
房
具
の
特
集
な
ど
の
、

文
房
具
の
本
を
見
つ
け
る
と
必
ず
最
新
の
文
房
具
や
仕
組
み
な
ど
を
調
べ
て
い

ま
す
。

あ
る
日
、
小
学
校
の
授
業
で
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
製
品
を
探
す
と
い

う
授
業
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
普
段
私
た
ち
が
何
気
な
く
使
っ
て
い
る

も
の
が
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
本
を
借
り
ま
し

た
。
そ
の
中
に
、
小
さ
な
子
や
高
齢
者
で
も
使
い
や
す
い
ホ
チ
キ
ス
や
画
び
ょ

う
、
は
さ
み
な
ど
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
小
さ
な
子
は
、
画
び
ょ
う
の
針
や
ホ

チ
キ
ス
の
芯
が
出
て
い
た
ら
危
な
い
し
、
針
を
抜
く
の
に
力
が
い
る
画
び
ょ
う

や
止
め
る
と
き
に
力
が
い
る
ホ
チ
キ
ス
は
力
の
弱
い
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
使

い
に
く
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
、
私
た
ち
が
普
段
当
た
り
前

に
使
っ
て
い
る
ホ
チ
キ
ス
や
画
び
ょ
う
や
は
さ
み
も
小
さ
い
子
供
や
高
齢
者
に

は
、
使
い
に
く
い
の
だ
と
気
が
つ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
私
は
、普
段
使
っ
て
い
る
文
房
具
を
思
い
出
し
て
み
ま
し
た
。シ
ャ
ー

プ
ペ
ン
シ
ル
や
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
鉛
筆
な
ど
の
筆
記
用
具
は
文
字
を
書
く
の
に
と

て
も
重
要
で
、
毎
日
使
い
ま
す
。
そ
の
筆
記
用
具
を
力
が
弱
く
て
使
え
な
か
っ

た
り
、
持
ち
に
く
く
て
使
え
な
か
っ
た
り
す
る
と
困
り
ま
す
。
そ
の
本
の
ほ
か

に
も
、
な
に
か
ほ
か
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
製
品
は
な
い
の
か
と
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
探
し
た
と
こ
ろ
私
が
普
段
か
ら
使
っ
て
い
る
製
品
も

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

み
ん
な
が
便
利
で
使
い
や
す
い
文
房
具
を
開
発
す
る
た
め
に
は
、
文
房
具
が

使
え
な
い
で
困
っ
て
い
る
社
会
的
弱
者
の
こ
と
を
知
っ
て
、
そ
の
人
達
が
文
房

具
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
点
で
困
っ
て
い
る
か
を
日
頃
か
ら
考
え
る
こ
と
が
、

と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
私
は
将
来
、
老
若
男
女
問
わ

ず
す
べ
て
の
人
が
便
利
で
使
い
や
す
い
文
房
具
を
開
発
し
た
い
で
す
。
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祖
父
か
ら
の
宿
題
～
私
の
夢

岐
阜
県
・
多
治
見
西
高
等
学
校
一
年
　
前ま
え
川か
わ　

菜な

な々

子こ

優
秀
賞

私
は
大
好
き
な
祖
父
の
影
響
で
、
小
学
生
の
頃
か
ら
ず
っ
と
心
に
温
め
て
き

た
夢
が
あ
る
。
身
勝
手
な
人
間
の
た
め
に
、
捨
て
ら
れ
た
り
虐
待
さ
れ
た
り
し

て
保
護
さ
れ
た
犬
や
猫
た
ち
の
命
を
救
う
為
の
お
手
伝
い
が
し
た
い
。
可
愛
い

か
ら
、
自
分
の
寂
し
さ
を
紛
ら
わ
す
為
な
ど
の
き
っ
か
け
で
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
で
命
を
購
入
し
、
大
き
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
引
越
す
か
ら
、
吠
え

る
か
ら
、
病
気
に
な
っ
て
世
話
が
で
き
な
い
か
ら
、
な
ど
人
間
側
の
無
責
任
な

理
由
か
ら
、
言
葉
で
助
け
を
求
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
犬
や
猫
た
ち
の
大
切
な

命
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
が
日
本
中
で
起
こ
っ
て
い
る
。
運
よ
く
保
護
さ
れ
た
犬

猫
は
ま
だ
い
い
方
だ
ろ
う
。
野
犬
と
な
り
群
れ
を
作
っ
て
生
き
て
い
く
し
か
な

か
っ
た
り
、
ス
ト
レ
ス
の
捌
け
口
に
さ
れ
て
虐
待
さ
れ
た
り
、
命
を
奪
わ
れ
た

り
す
る
悲
し
い
事
例
も
多
々
あ
る
。

私
が
小
学
生
の
時
に
、
犬
を
飼
い
た
い
と
両
親
に
言
う
と
、
そ
れ
を
知
っ
た

祖
父
が
名
古
屋
市
に
あ
る
「
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
」
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
日
は
保
護
さ
れ
た
犬
や
猫
た
ち
を
、
新
し
く
家
族
と
し
て
迎
え

入
れ
た
い
と
面
会
に
や
っ
て
き
た
人
達
で
と
て
も
賑
わ
っ
て
い
た
。

し
か
し
建
物
の
中
に
入
る
と
あ
る
一
角
に
二
十
匹
ぐ
ら
い
の
犬
た
ち
が
入
れ

ら
れ
て
い
て
、近
づ
く
と
一
斉
に
こ
ち
ら
を
見
て
す
が
る
よ
う
に
鳴
き
始
め
た
。

そ
れ
は
ま
る
で
自
分
の
飼
い
主
を
待
ち
わ
び
る
か
の
よ
う
に
思
え
た
。
私
は
思

わ
ず
祖
父
の
腕
を
ぎ
ゅ
っ
と
掴
ん
だ
。
小
学
生
の
私
に
は
衝
撃
的
だ
っ
た
。
固

ま
っ
て
言
葉
も
出
な
い
私
に
祖
父
が
静
か
に
言
っ
た
。

　
「
犬
や
猫
を
飼
う
と
い
う
こ
と
は
、命
を
預
か
る
と
い
う
こ
と
だ
よ
。仔
犬
だ
っ

て
い
つ
か
は
歳
を
と
る
し
、病
気
を
す
る
か
も
し
れ
ん
。最
後
ま
で
責
任
を
持
っ

て
世
話
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ
」

私
は
祖
父
の
腕
を
掴
ん
だ
ま
ま
、
う
ん
う
ん
と
頷
い
た
。
涙
が
ぽ
ろ
ぽ
ろ
と

出
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
こ
の
日
の
経
験
か
ら
私
は
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

に
と
て
も
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

小
学
五
年
生
の
夏
休
み
に
岐
阜
県
美
濃
市
に
あ
る
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
施
設
の
見
学
と
、「
人
と
動
物
が
共
生
す
る
地
域
社
会
の
実
現
」
と
い

う
講
習
を
受
け
た
。
職
員
の
方
に
殺
処
分
の
事
や
、
保
護
さ
れ
た
犬
猫
た
ち
の

今
後
や
、
小
学
生
の
自
分
が
出
来
る
行
動
や
活
動
は
ど
ん
な
事
が
あ
る
か
、
な

ど
気
に
な
る
事
を
質
問
し
、
そ
れ
を
レ
ポ
ー
ト
に
し
て
自
由
研
究
と
し
、
発
表

す
る
こ
と
で
学
校
の
み
ん
な
に
も
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。

講
習
で
は
、
保
護
犬
を
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
と
し
て
育
成
し
た
り
、
災
害
時
に

飼
い
主
と
一
緒
に
避
難
す
る
事
を
想
定
し
た
避
難
準
備
の
啓
発
、
譲
渡
活
動
の

流
れ
な
ど
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の
役
割
、
仕
事
内
容
を
詳
し
く
知
る
事
が
で

き
た
。
命
を
預
か
る
、
護
る
。
こ
れ
は
決
し
て
中
途
半
端
な
気
持
ち
で
は
で
き

な
い
。
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
見
つ
け
た
、と
確
信
し
た
。
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

の
職
員
と
な
り
、
保
護
さ
れ
た
犬
猫
の
命
を
一
匹
で
も
多
く
救
い
た
い
。

夢
を
叶
え
る
為
に
は
ま
ず
公
務
員
に
な
る
必
要
が
あ
る
。
公
務
員
に
な
れ
た

と
し
て
も
必
ず
し
も
愛
護
セ
ン
タ
ー
へ
配
属
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
で
も
た

と
え
遠
回
り
し
た
と
し
て
も
夢
は
諦
め
な
い
。



世
界
の
平
和
と
安
全
を
守
る
た
め
に

東
京
都
・
実
践
女
子
学
園
中
学
校
一
年
　
上か
み

山や
ま　

理り

子こ

佳
作

私
は
物
心
が
つ
く
前
か
ら
、デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る「
イ
ッ
ツ
ア
ス
モ
ー

ル
ワ
ー
ル
ド
」
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
大
好
き
で
し
た
。
色
々
な
国
を
旅
を
し

な
が
ら
、
た
っ
た
数
分
間
で
世
界
を
一
周
し
て
き
た
よ
う
な
気
持
ち
に
さ
せ
て

く
れ
る
か
ら
で
す
。
一
番
の
感
動
は
最
後
の
場
面
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
国
や
大

陸
ご
と
に
集
め
ら
れ
た
人
形
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
で
歌
を
歌
い
ま
す
が
、

最
後
、
目
も
肌
も
言
語
も
違
う
世
界
中
の
お
人
形
た
ち
が
、
全
員
集
合
し
、
仲

良
く
一
緒
に
歌
を
歌
っ
て
終
わ
る
の
で
す
。

地
球
に
は
色
々
な
国
が
あ
る
け
れ
ど
、「
世
界
は
せ
ま
い
、
世
界
は
同
じ
、

世
界
は
ま
る
い
、
た
だ
ひ
と
つ
」
の
歌
詞
の
よ
う
に
、
私
も
み
ん
な
も
同
じ
地

球
人
な
の
だ
、
と
い
う
感
覚
が
小
さ
い
頃
か
ら
ず
っ
と
あ
り
ま
し
た
。

私
の
住
ん
で
い
た
地
域
は
外
国
人
が
と
て
も
多
く
、
小
学
校
に
も
日
本
語
が

話
せ
な
い
友
達
や
宗
教
上
の
問
題
で
同
じ
給
食
を
食
べ
ら
れ
な
い
友
達
が
転
入

し
て
く
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
度
に
先
生
が
そ
の
子
の
国
の
こ
と
を
詳
し
く
説

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
世
界
に
は
色
々
な
人
が
い
て
、
日
本
の
よ
う
に
平
和
で

は
な
い
国
が
あ
る
こ
と
、
飢
え
て
死
ん
で
い
く
子
供
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
こ

と
、
女
性
と
い
う
だ
け
で
自
由
に
生
き
ら
れ
な
い
人
が
い
る
こ
と
、
私
が
当
た

り
前
だ
と
お
も
っ
て
い
た
こ
と
が
決
し
て
当
た
り
前
で
は
な
い
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
外
国
の
色
々
な
問
題
を
目
に
す
る
と
他
人
事
に
は

思
え
ず
、
ど
う
し
た
ら
イ
ッ
ツ
ア
ス
モ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
の
最
後
の
場
面
の
よ
う

に
世
界
中
の
子
供
た
ち
が
笑
え
る
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

あ
る
日
、学
校
で
「
国
際
連
合
の
仕
事
」
を
学
び
ま
し
た
。
国
連
の
活
動
は
、

私
の
頭
の
中
に
ず
っ
と
あ
っ
た
イ
ッ
ツ
ア
ス
モ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
の
世
界
と
つ
な

が
っ
た
の
で
す
。

国
連
職
員
は
、
紛
争
や
人
権
、
貧
困
、
気
候
と
い
っ
た
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
実
際
に
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
世
界
各
地
に
赴
任
し

て
、
現
地
で
そ
の
問
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。
全
世
界
の
平
和
と
安
全
を
守

る
こ
と
、
各
国
の
間
に
友
好
関
係
を
築
く
こ
と
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
世

界
各
国
が
話
し
合
い
の
場
と
な
る
こ
と
、
そ
れ
が
国
連
で
す
。
国
連
で
働
く
た

め
に
は
、
異
文
化
を
理
解
し
て
順
応
し
、
多
国
籍
の
仲
間
と
協
力
し
合
え
る
能

力
が
必
要
で
す
。
誰
と
で
も
仲
良
く
な
れ
、
ど
こ
で
も
寝
ら
れ
て
食
べ
ら
れ
る

タ
フ
な
心
と
体
が
な
い
と
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
な
い
と
聞
き
ま
し
た
。
そ

し
て
当
然
、
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
く
ら
い
は
使
え
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
中
国
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
な
ど
の
国
連
の
公
用
語
と
い
わ
れ
る
言
語
も
話
せ

た
方
が
良
い
と
も
知
り
ま
し
た
。

い
つ
か
世
界
に
は
ば
た
い
て
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
女
性
に
な
り
た
い

と
強
く
思
い
、
早
速
、
私
は
英
語
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
海
外
へ
行
っ
た
経

験
が
な
い
の
で
、
中
高
生
の
間
に
留
学
を
経
験
し
、
で
き
る
限
り
異
文
化
に
多

く
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
語
学
だ
け
で
は
な
く
、
今
世
界
で
起
き
て
い
る
こ

と
を
正
確
に
理
解
で
き
る
視
野
の
広
い
人
に
な
れ
る
よ
う
、
日
々
の
学
習
を
怠

ら
ず
、
目
の
前
に
あ
る
こ
と
を
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
行
っ
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た
こ
と
の
な
い
地
球
の
ど
こ
か
で
、
少
し
で
も
世
界
の
平
和
の
役
に
立
て
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
日
を
夢
見
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

長
生
き
す
る
こ
と
で

東
京
都
・
広
尾
学
園
高
等
学
校
二
年
　
北き
た
嶋じ
ま　

詢じ
ゅ
ん

佳
作

　
「
私
の
夢
は
、
長
生
き
す
る
こ
と
で
す
」

人
に
夢
を
聞
か
れ
て
こ
ん
な
ふ
う
に
答
え
る
と
み
ん
な
笑
い
ま
す
。
周
り

の
人
た
ち
は
起
業
し
た
い
、
有
名
な
会
社
に
就
職
し
て
お
金
を
稼
ぎ
た
い
、
料

理
人
に
な
り
た
い
、
経
済
を
学
び
た
い
、
目
的
が
は
っ
き
り
し
た
夢
を
持
っ
て

い
ま
す
。
私
も
小
学
生
の
時
は
言
語
に
強
い
興
味
が
あ
り
通
訳
を
志
し
て
い
ま

し
た
。
色
々
な
国
の
言
葉
を
話
せ
る
こ
と
で
世
界
中
の
人
々
と
友
達
に
な
る
こ

と
が
で
き
た
ら
楽
し
い
だ
ろ
う
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
中
学
受
験
を
経
た

こ
と
で
、
公
立
の
小
学
校
と
は
違
い
み
ん
な
が
目
的
を
持
っ
て
中
学
校
に
入
学

し
て
き
た
こ
と
で
私
も
触
発
さ
れ
夢
に
つ
い
て
現
実
的
に
向
き
合
い
始
め
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
言
語
へ
の
興
味
は
尽
き
ず
に
時
間
が
あ
れ
ば
英
語
、
フ
ラ
ン
ス

語
を
筆
頭
に
様
々
な
言
葉
を
学
び
ま
し
た
。
流
暢
に
話
せ
る
の
は
ま
だ
英
語
の

み
で
す
が
。
中
学
三
年
生
の
冬
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦
争
が
始
ま
り
ま

し
た
。
私
は
戦
争
と
い
う
単
語
を
聞
く
と
第
二
次
世
界
大
戦
の
こ
と
を
思
い
浮

か
べ
ま
す
。
小
学
校
の
時
に
歴
史
で
習
い
、大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
か
ら
で
す
。

戦
死
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
兵
士
の
家
族
が
日
本
の
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

涙
を
流
し
な
が
ら
答
え
て
い
る
姿
を
見
て
、
今
ま
で
文
字
と
白
黒
の
画
像
で
し

か
知
ら
な
か
っ
た
戦
争
で
、
本
当
に
人
が
亡
く
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
悲
し
ん

で
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
過
去
の
こ
と
と
し
て
習
っ
て
い
た
戦
争
と

い
う
も
の
が
急
に
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
出
来
事
で
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
戦
争

で
扱
わ
れ
る
命
の
重
さ
に
つ
い
て
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

毎
日
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と
一
日
で
何
人
も
の
人
が
命
を
落
と
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
事
故
に
よ
っ
て
、
事
件
に
よ
っ
て
、
自
殺
に
よ
っ
て
。

自
分
に
と
っ
て
は
知
ら
な
い
人
で
も
、
被
害
者
の
家
族
に
と
っ
て
は
か
け
が
え

の
な
い
大
切
な
人
で
す
。
そ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
は
遺
族
の
方
や
亡
く
な
っ
た

方
の
友
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
も
一
緒
に
載
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
こ

に
は
「
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
っ
た
の
に
」、「
明
る
い
家
庭
だ
っ
た
」、「
周
り

か
ら
好
か
れ
て
い
た
」
と
言
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
よ
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。
一

人
が
死
ぬ
こ
と
に
よ
っ
て
、
周
り
の
人
の
人
生
ま
で
狂
っ
て
い
き
ま
す
。

あ
た
り
ま
え
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
日
常
が
突
然
壊
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人

は
命
の
重
み
を
初
め
て
理
解
し
ま
す
。「
あ
の
時
、こ
う
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」

「
諦
め
ず
に
続
け
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
後
悔
し
た
と
こ
ろ
で
時
間
を
巻
き

戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
は
み
ん
な
知
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
サ
イ
ト
で
、
人
は

死
ぬ
時
に
走
馬
灯
を
見
る
と
同
時
に
今
ま
で
挑
戦
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
、
諦

め
て
い
た
夢
を
思
い
出
し
、
今
ま
で
の
自
分
の
行
動
を
悔
や
む
と
書
い
て
あ
る

の
を
見
か
け
ま
し
た
。

私
は
死
ぬ
間
際
に
後
悔
の
一
つ
も
残
し
た
く
な
い
の
で
、
健
康
的
に
長
生
き

を
し
て
、
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
に
は
す
ぐ
に
諦
め
ず
、
ま
ず
は
挑
戦

し
ま
す
。
長
く
生
き
る
こ
と
で
自
分
が
試
し
て
み
た
い
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
回
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数
が
増
え
る
の
で
、
私
の
夢
は
必
然
的
に
長
く
生
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
夢

を
も
う
少
し
具
体
的
に
い
う
の
な
ら
「
私
の
夢
は
、
自
分
の
人
生
に
後
悔
し
な

い
よ
う
に
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
時
間
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
長

生
き
す
る
こ
と
で
す
」。

地
域
の
役
に
立
て
る
よ
う
に

岐
阜
県
恵
那
市
立
恵
那
北
中
学
校
一
年
　
纐こ
う
纈け
つ　

璃り

愛あ

美み

佳
作

皆
さ
ん
の
今
持
っ
て
い
る
夢
は
あ
り
ま
す
か
？

私
の
今
持
っ
て
い
る
将
来
の
夢
は
、
教
師
に
な
る
と
い
う
夢
で
す
。
小
学

校
の
頃
ま
で
は
、
学
校
の
先
生
に
な
り
た
い
と
い
う
ざ
っ
く
り
と
し
た
夢
し
か

持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、
教
師
に
な
る

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
た
め
に
も
色
々
な
活
動
を
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
が
は
っ
き
り
し
た
出
来
事
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
出
来
事
は
、
小
学
校
六
年
の
時
に
、
地
域
の
人
の
た
め
に
動
画
や
広
報

を
作
っ
た
こ
と
が
、
大
き
な
出
来
事
で
す
。
動
画
や
広
報
を
作
っ
て
、
地
域
の

魅
力
を
地
域
の
人
や
他
の
地
域
の
人
に
発
信
す
る
と
い
う
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

ク
ラ
ス
の
み
ん
な
で
作
っ
て
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
で
作
っ
た
、
動
画

を
地
域
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
上
げ
た
時
、
そ
れ
を
見
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
人

に
会
っ
た
時
に
、

　
「
あ
の
動
画
す
ご
い
ね
」

と
言
っ
て
も
ら
え
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
広
報
も
ク
ラ
ス
の
み
ん
な

で
作
っ
た
の
で
、
広
報
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
み
て
も
ら
っ
た

時
に
、

　
「
上
手
に
で
き
て
い
る
ね
。
す
ご
い
」

と
言
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
人
の
た
め
に
色
々
な
こ
と
を
す
る
の

は
、
と
て
も
良
い
こ
と
だ
し
、
相
手
は
も
ち
ろ
ん
だ
け
ど
、
自
分
も
嬉
し
く
な

る
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
地
域
の
た
め
に
も
色
々
な

活
動
を
し
た
い
と
い
う
思
い
が
出
て
き
ま
し
た
。

今
、
私
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
、
地
域
の
行
事
に
な
る
べ
く
参
加
す
る

こ
と
で
す
。
色
々
な
行
事
に
参
加
す
る
と
、
地
域
の
行
事
が
い
つ
ま
で
も
残
る

と
思
う
の
で
、
参
加
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
で
き
る
限
り
大
人

に
な
る
前
ま
で
に
は
全
て
の
行
事
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
飯
地
の
歌
舞
伎
に
も
参
加
す
る
こ
と
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
歌

舞
伎
は
、
四
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
の
で
、
開
催
さ
れ
な
い
時
が
あ
っ
て
も
い

つ
ま
で
も
残
る
よ
う
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
や
っ
て
い
な
い
行
事
も
何

年
経
っ
て
も
、
残
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
歌
舞
伎
は
大
変
だ
け

ど
、
自
分
に
も
歌
舞
伎
を
残
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
し
、
周
り
の
大
人
の

人
に
も
そ
の
想
い
が
あ
っ
て
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、
大
変
だ
け
ど

頑
張
り
ま
し
た
。
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
も
沢
山
あ
る
け
ど
、
も
っ
と
取
り
組

み
た
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

も
っ
と
取
り
組
み
た
い
こ
と
は
、
地
域
の
人
の
た
め
や
他
の
地
域
の
人
の
た

め
に
、
地
域
の
一
番
偉
い
方
に
頼
ん
で
友
達
と
自
分
が
、
ガ
イ
ド
で
ツ
ア
ー
な

ど
を
開
催
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
や
他
の
地
域
の
人
た
ち
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が
一
緒
に
な
っ
て
ツ
ア
ー
が
出
来
た
ら
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
他
の
地
域
の
人
に
色
々
な
事
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
、
他
の
地
域
の

人
に
も
発
信
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

地
域
の
た
め
に
今
か
ら
色
々
な
活
動
に
少
し
ず
つ
取
り
組
ん
で
、
教
師
に

な
っ
た
ら
地
域
に
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

夢
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
今
の
夢
に
向
か
っ
て
全
力

で
や
り
切
り
た
い
で
す
。

私
の
居
場
所

大
阪
府
立
水
都
国
際
高
等
学
校
一
年
　
塩し
お

尻じ
り　

晏あ

史り

采あ

佳
作

　
「
あ
な
た
は
家
で
は
う
る
さ
い
の
に
外
で
は
凄
い
静
か
だ
ね
」
よ
く
家
族
か
ら

言
わ
れ
た
言
葉
。
人
見
知
り
で
人
と
話
す
の
が
怖
か
っ
た
私
は
、
い
つ
も
外
で

は
親
の
後
ろ
に
隠
れ
、
挨
拶
も
、
誰
か
と
目
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
苦
手
だ
っ

た
。
必
死
に
勇
気
を
出
し
て
お
辞
儀
を
し
た
時
も
気
づ
か
れ
ず
、「
無
視
さ
れ

た
」
と
言
わ
れ
た
り
、
無
愛
想
な
子
供
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
だ
ろ

う
。
そ
れ
で
も
、
私
は
人
と
関
わ
る
こ
と
が
嫌
い
で
は
な
か
っ
た
。
話
す
こ
と

も
本
当
は
好
き
だ
っ
た
。
だ
か
ら
勇
気
を
出
し
て
、沢
山
挨
拶
の
練
習
を
し
た
。

気
づ
か
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
が
、
幼
い
な
が
ら
頑
張
っ
た
。
そ
こ
ま
で
必

死
に
頑
張
れ
た
の
は
、
姉
二
人
の
影
響
も
大
き
い
。
二
人
は
可
愛
く
て
明
る
く

て
、
い
つ
も
周
り
に
友
達
が
居
て
、
私
に
と
っ
て
自
慢
の
カ
ッ
コ
よ
く
て
優
し

い
姉
だ
っ
た
。
そ
の
二
人
を
見
て
き
た
か
ら
だ
ろ
う
。
私
は
憧
れ
て
い
た
。
歌

も
上
手
く
て
リ
レ
ー
で
は
い
つ
も
ア
ン
カ
ー
を
走
る
姉
た
ち
と
、
歌
は
普
通
で

リ
レ
ー
は
い
つ
も
ビ
リ
の
私
。
何
か
、
二
人
よ
り
秀
で
た
も
の
が
欲
し
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
と
に
か
く
姉
を
見
て
、
私
は
自
分
を
変
え
た
い
と
頑
張
れ

た
の
だ
。

あ
る
時
、
小
学
五
年
生
の
時
だ
。
私
に
転
機
が
訪
れ
た
。
そ
れ
は
学
芸
会
の

役
決
め
を
し
て
い
た
時
、
当
時
の
担
任
が
私
を
こ
っ
そ
り
呼
び
出
し
た
。
そ
し

て
言
わ
れ
た
。「
こ
の
シ
ー
ン
の
主
役
を
や
っ
て
欲
し
い
。
こ
れ
は
君
に
し
か

出
来
な
い
と
思
う
か
ら
」
思
わ
ぬ
提
案
だ
っ
た
。
ま
さ
か
主
役
を
指
名
さ
れ
る

な
ん
て
、
し
か
も
凄
く
難
し
い
重
要
な
シ
ー
ン
。
つ
い
い
つ
も
の
悪
い
癖
が
出

た
、
私
に
出
来
る
の
か
、
と
。
で
も
す
ぐ
に
先
生
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
踏
み

と
ど
ま
る
。「
君
に
し
か
出
来
な
い
」
初
め
て
人
に
言
わ
れ
た
言
葉
だ
。
今
私

は
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
私
に
と
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
嬉
し
い
言
葉
は
な

い
。「
是
非
、
や
ら
せ
て
下
さ
い
。
や
り
た
い
で
す
！
」
緊
張
し
て
上
手
く
言

え
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
で
も
、
初
め
て
先
生
に
、
心
か
ら
の
自
分
の
気

持
ち
を
言
葉
に
出
来
た
瞬
間
だ
っ
た
。
そ
う
し
て
劇
の
練
習
が
始
ま
る
。
嫌
に

な
る
こ
と
な
ん
て
一
つ
も
無
く
て
、
た
だ
た
だ
一
日
中
、
夜
も
眠
れ
な
い
ほ
ど

劇
の
事
を
考
え
続
け
た
。
挫
折
し
そ
う
な
時
も
、
先
生
か
ら
貰
っ
た
言
葉
を
胸

に
頑
張
っ
た
。学
芸
会
当
日
。不
思
議
と
緊
張
は
な
い
。練
習
通
り
台
詞
を
言
う
。

拍
手
と
体
育
館
に
響
く
ざ
わ
め
き
。無
事
に
、舞
台
は
幕
を
下
ろ
し
た
。そ
の
後
、

皆
は
私
を
褒
め
て
く
れ
た
。「
上
手
か
っ
た
」
と
か
、
聞
き
耳
を
立
て
て
い
る

と
「
あ
の
役
の
子
誰
だ
っ
た
の
？
」
と
か
。
そ
う
い
う
言
葉
が
私
は
嬉
し
く
て
、

た
だ
、
も
っ
と
私
な
ら
出
来
た
の
に
と
い
う
悔
し
さ
も
あ
っ
て
、
気
づ
い
た
。

中高生の部35



演
技
に
対
す
る
私
の
情
熱
に
。
そ
し
て
、
お
芝
居
の
時
は
恐
れ
る
こ
と
な
く
自

分
を
出
せ
て
い
た
こ
と
に
。
舞
台
は
、
私
を
私
で
居
さ
せ
て
く
れ
る
場
所
。
そ

し
て
、
私
を
輝
か
せ
て
く
れ
る
場
所
。
こ
こ
で
な
ら
、
私
は
誰
か
に
認
め
ら
れ
、

人
を
動
か
す
こ
と
が
出
来
る
の
だ
。
そ
の
日
の
夜
、私
は
決
め
た
。
私
の
夢
は
、

そ
ん
な
舞
台
で
自
分
を
表
現
し
続
け
る
こ
と
。
そ
し
て
い
つ
か
、
私
の
よ
う
な

誰
か
に
、
勇
気
を
届
け
た
い
。

誰
か
の
生
活
の
一
部
に

東
京
都
・
実
践
女
子
学
園
中
学
校
一
年
　
志し

茂も　

采こ
と

実み

佳
作

皆
さ
ん
の
日
々
の
生
活
の
中
で
、
当
た
り
前
の
存
在
は
あ
り
ま
す
か
。
周

り
に
あ
っ
て
当
た
り
前
の
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
は
何
で
し
ょ
う
か
。
日
々
の
安
全

を
守
る
警
察
官
や
消
防
士
、
病
院
で
働
く
人
々
、
水
道
や
電
気
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
を
支
え
る
人
々
。
様
々
な
人
達
の
お
か
げ
で
、
私
た
ち
の
生
活
の
一
部
と
な

る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。生

活
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
仕
事
だ
か
ら
こ
そ
、
普
段
は
当
た
り
前
の
存
在

で
あ
ま
り
話
題
に
あ
が
る
こ
と
も
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
小
さ
な

頃
か
ら
近
く
で
存
在
を
見
て
き
ま
し
た
。
私
の
両
親
は
二
人
共
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
で
す
。
私
の
小
さ
い
頃
か
ら
、
お
盆
休
み
も
、
お
正
月
休
み
も
あ

り
ま
せ
ん
。
人
々
の
生
活
を
支
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
様
々
な
場
面
で
、
自
分

の
生
活
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
、
東
北
で
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は

一
才
に
も
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ま
り
記
憶
に
は
な
い
の
で
す
が
、
父
は

警
察
官
と
し
て
、
災
害
が
起
こ
っ
た
次
の
日
か
ら
被
災
地
支
援
に
向
か
い
ま
し

た
。
ま
だ
予
震
も
続
く
中
、
当
時
は
福
島
県
の
原
子
力
発
電
所
の
放
射
能
の
危

険
も
騒
が
れ
て
い
る
中
、
家
族
を
残
し
て
い
く
不
安
は
ど
れ
ほ
ど
だ
っ
た
か
と

思
い
ま
す
。
十
年
以
上
経
っ
た
今
で
も
、
震
災
の
爪
跡
は
残
っ
て
い
ま
す
が
、

父
の
よ
う
な
思
い
を
抱
え
つ
つ
も
被
災
地
に
出
向
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
全

う
し
た
人
達
の
手
に
よ
っ
て
、
復
興
は
支
え
ら
れ
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
と
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
そ
の
大
変
さ
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

特
に
、
医
療
従
事
者
は
こ
の
感
染
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
私
の
母
は
看
護
師
で
す
。
発
熱
外
来
な
ど
、
感
染
者
と
近
い

距
離
で
接
す
る
こ
と
も
あ
る
、
危
険
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
コ
ロ
ナ

の
全
貌
が
分
か
ら
な
か
っ
た
三
年
前
、
私
は
小
学
生
で
し
た
が
、
学
校
を
自
主

的
に
休
ん
で
い
る
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
母
が
看
護
師
ゆ
え
に
、
い
じ
め
を
受

け
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
で
し
た
。
皆
の
た
め
に
働
い
て
い
る
人
々
に
さ
え
、
心

な
い
言
葉
を
ぶ
つ
け
る
人
々
も
た
し
か
に
い
た
の
で
す
。

社
会
に
は
、
私
た
ち
が
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
公
共
交
通
機
関
や
病

院
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、「
当
た
り
前
」
を
支
え
て
い
る
人
々
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
そ
の
人
々
は
、
自
分
の
時
間
が
思
う
よ
う
に
と
れ
な
い
こ
と
も
、
家
族
を

優
先
で
き
な
い
こ
と
も
、き
っ
と
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
先
程
述
べ
た
よ
う
に
、

人
々
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
存
在
と
な
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
多
く
を
求
め
ら
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れ
、
心
な
い
言
葉
を
ぶ
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
家
族

を
含
め
た
皆
の
「
当
た
り
前
の
生
活
」
を
守
る
た
め
に
、日
々
働
い
て
い
ま
す
。

子
供
に
と
っ
て
は
、
も
ち
ろ
ん
寂
し
か
っ
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で

す
が
、
両
親
の
働
き
が
人
々
の
生
活
を
支
え
て
い
る
と
思
う
と
、
今
で
は
と
て

も
誇
ら
し
く
思
え
る
の
で
す
。

私
が
両
親
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
よ
う
に
、
私
も
誰
か
の
「
誇
れ
る
人
」、

誰
か
を
「
支
え
る
人
」
に
な
り
た
い
。
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

中高生の部37
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今
の
日
本
の
国
の
姿
を
見
る
と
き
、
私
は
、

「
修し
ゅ
う
し
ん身・

斉せ
い

家か

・
治ち

国こ
く

・
平へ
い

天て
ん

下か

」
と
い
う
言
葉

が
思
い
出
さ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
中
国

の
古
代
に
生
ま
れ
た
思
想
で
、
日
本
で
は
江
戸
時

代
の
指
針
の
一
つ
で
し
た
。

「
修
身
」
と
い
う
の
は
、
自
分
の
身
を
修
め
る
こ

と
で
す
。

「
斉
家
」
と
い
う
の
は
、
家
を
整
え
る
と
い
う
こ

と
。

「
治
国
」
と
い
う
の
は
、
国
を
治
め
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
江
戸
時
代
に
使
わ
れ
た
言
葉
な
の
で
、

藩
、
す
な
わ
ち
日
本
の
大
名
家
の
行
政
区
域
、
今

で
い
え
ば
地
方
自
治
体
を
言
い
ま
す
。

そ
し
て
、「
平
天
下
」
と
い
う
の
は
、
日
本
全

体
を
平
和
に
運
営
し
て
い
く
、
経
営
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
言
葉
は
、
国
の
平
和
も
地
域
の
発
展
も
家

の
整
え
も
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
は
、「
修
身
」、
す

な
わ
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
身
を
修
め
る
こ
と
に
あ

る
と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
そ
の
身
を

修
め
る
た
め
の
手
が
か
り
、
足
が
か
り
と
し
て
格

好
の
材
料
に
な
る
の
が
先
人
の
足
跡
や
教
え
を
学

ぶ
こ
と
で
す
。

次
に
、「
斉
家
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
る

と
、
下
田
歌
子
先
生
は
、

「
家
庭
は
最
良
の
学
校
で
あ
る
」

と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

個
人
が
集
ま
っ
て
家
庭
を
つ
く
る
わ
け
で
す
か

ら
、
そ
の
家
族
の
一
人
ひ
と
り
が
、
互
い
に
学
び

あ
い
、
教
え
あ
う
、
す
な
わ
ち
、
一
人
ひ
と
り
の

修
身
を
通
し
て
家
族
の
一
員
と
し
て
な
に
か
を
し

っ
か
り
と
つ
か
ん
だ
も
の
を
、
今
度
は
、
家
族
の

中
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

初
め
て
「
斉
家
」
が
実
現
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。

同
じ
こ
と
を
、
実
業
家
の
渋し
ぶ
沢さ
わ
栄え
い
一い
ち
さ
ん
は
、

「
家
庭
は
小
さ
な
政
府
で
あ
る
」

と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

家
族
の
一
人
ひ
と
り
が
議
員
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
一
人
ひ
と
り
が
良
識
を
持
ち
、
問
題
点
に
対

す
る
理
解
力
と
同
時
に
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め

の
自
分
な
り
の
意
見
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
大
事

だ
、
そ
れ
を
育
て
て
く
れ
る
の
が
家
庭
だ
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
よ
う
な
「
修
身
」「
斉
家
」
と
い
う
営
み

が
、「
治
国
」「
平
天
下
」へ
と
広
が
っ
て
い
く
の

で
す
。

と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
の
名
君
・
米
沢
藩
九
代

藩
主
上
杉
鷹
山
の
師
と
し
て
有
名
な
儒
学
者
で
教

育
者
の
細ほ
そ
井い

平へ
い
し
ゅ
う洲さ
ん
は
、

「
文
章
と
い
う
も
の
は
、
自
分
が
感
動
し
た
こ
と

を
他
人
に
伝
え
る
こ
と
だ
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
小
学
生
の
部
・
中

高
生
の
部
か
ら
一
般
の
部
ま
で
、
受
賞
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
、
お
一
人
お
ひ
と
り
が
持
っ
て
お
ら
れ
る

感
動
を
き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
、
私
た
ち
に
伝
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
作
品
が
表
彰
式

で
の
朗
読
や
受
賞
作
品
集
と
い
っ
た
場
で
、
出
会

い
、
一
つ
に
溶
け
合
っ
て
い
ま
す
。

原
点
は
「
自
分
・
家
族
・
家
庭
」�

作
家
・
下
田
歌
子
賞
選
考
委
員
長
　
童ど

う
門も

ん
　
冬ふ

ゆ
二じ

～
第
九
回
下
田
歌
子
賞
選
考
評
よ
り
～



第

21

回

下

田

歌

子

賞

受

賞

作

品

一
般
の
部
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「
夢
」
の
歌

笑
顔
さ
く　
こ
ど
も
食
堂　
ひ
ら
く
夢

明
日
へ
と
繋
ぐ　
生
き
る
力
を

岐
阜
県
恵
那
市
　
鵜う

澤ざ
わ 

忍し
の
ぶ

孫
の
背
を　
流
せ
ば
泡
の　
湧
き
出
で
て

シ
ャ
ボ
ン
玉
飛
ぶ　
夢
の
数
だ
け

千
葉
県
市
川
市
　
小お

田だ

中な
か 

準じ
ゅ
ん
い
ち一

最優秀賞優秀賞
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雑
踏
に　
生
歌
叫
ぶ　
若
き
娘
よ

か
じ
か
む
指
で　
夢
を
爪
弾
く

徳
島
県
小
松
島
市
　
谷た
に

本も
と 

良よ
し

裕ひ
ろ

綿
毛
に
も　
夢
が
あ
る
か
ら　
風
に
乗
る

ど
こ
で
あ
ろ
う
と　
咲
い
て
み
せ
る
と

愛
知
県
稲
沢
市
　
村む
ら

上か
み 

亜あ

祐ゆ

美み

使
い
こ
ん
だ　
グ
ロ
ー
ブ
手
に
し　
継
続
は

力
な
り
だ
と　
君
か
ら
学
ぶ

岐
阜
県
恵
那
市
　
山や
ま
村む
ら 

は
つ
み

入　選入　選入　選



夢
見
た
夢

大
阪
府
寝
屋
川
市
　
本ほ
ん

田だ　

美よ
し

徳の
り

最
優
秀
賞

ど
う
し
て
も
、
こ
の
人
に
見
せ
て
あ
げ
た
い
夢
。
私
に
は
強
く
そ
う
思
い
続

け
た
こ
と
が
あ
る
。
あ
れ
は
今
か
ら
十
二
年
も
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

現
在
で
は
「
あ
の
三・
一
一
」
と
い
っ
て
も
分
か
ら
な
い
世
代
さ
え
増
え
た

東
日
本
大
震
災
。
私
は
発
災
地
の
宮
城
県
に
、
遠
く
関
西
か
ら
派
遣
さ
れ
た
警

察
官
の
一
人
だ
っ
た
。
ま
だ
激
し
い
余
震
が
続
く
東
北
の
地
に
、
仲
間
と
共
に

バ
ス
で
何
十
時
間
も
ひ
た
走
り
、
車
内
か
ら
私
達
が
見
た
も
の
は
怪
物
の
よ
う

な
黒
い
瓦
礫
の
山
と
倒
壊
し
た
家
屋
ば
か
り
で
、
到
着
し
た
現
地
で
は
「
既
に

生
存
者
は
絶
望
的
」
と
告
げ
ら
れ
、
地
獄
の
よ
う
な
現
場
が
待
っ
て
い
た
。

や
が
て
仮
安
置
所
と
し
て
開
放
さ
れ
た
地
元
の
体
育
館
に
ご
遺
体
を
搬
送

し
、
綿
密
な
検
視
の
後
は
行
政
機
関
が
用
意
し
た
棺
に
納
棺
す
る
こ
と
が
私
達

の
主
任
務
と
な
っ
て
い
っ
た
が
一
番
困
難
を
極
め
た
の
は
、
安
置
所
を
訪
ね
て

来
ら
れ
る
遺
族
と
ご
遺
体
と
の
対
面
へ
の
立
ち
合
い
の
任
務
だ
っ
た
。

遺
族
感
情
と
い
う
の
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
違
う
。
ご
遺
体
を
目
の
当
た
り
に
し

て
我
が
子
だ
、
我
が
親
だ
と
泣
き
崩
れ
、
そ
れ
で
も
発
見
さ
れ
た
こ
と
の
事
実

に
安
堵
さ
れ
る
遺
族
も
い
れ
ば
、
我
が
子
の
ご
遺
体
を
確
認
し
、
所
持
品
と
人

相
が
一
致
し
た
と
し
て
も
、「
違
う
！
こ
れ
は
う
ち
の
子
じ
ゃ
な
い
っ
！
う
ち

の
子
は
絶
対
に
ど
こ
か
で
生
き
て
る
ん
だ
っ
！
」
と
、
頑
な
に
認
め
な
い
親
御

さ
ん
も
お
ら
れ
た
。
私
達
は
地
元
の
警
察
官
ら
と
共
に
そ
ん
な
遺
族
の
一
人
ひ

と
り
に
寄
り
添
い
、
ま
た
或
る
時
は
説
得
し
、
安
置
所
で
立
っ
た
ま
ま
で
行
わ

れ
る
仮
葬
儀
へ
の
立
ち
合
い
を
行
っ
た
。
悲
鳴
、
号
泣
、
慟
哭
が
渦
巻
く
哀
し

み
の
極
致
で
の
任
務
は
胸
が
張
り
裂
け
そ
う
に
な
る
の
を
ひ
た
す
ら
堪
え
て
の

辛
い
任
務
だ
っ
た
が
遺
族
が
ご
遺
体
を
お
迎
え
に
来
ら
れ
て
お
帰
り
に
な
ら
れ

る
際
に
い
わ
れ
る
「
お
世
話
様
で
し
た
」
と
い
う
一
言
だ
け
が
僅
か
な
が
ら
救

い
の
よ
う
に
思
え
た
。

私
達
の
関
西
へ
の
帰
任
が
近
づ
い
た
あ
る
日
、
若
い
女
性
の
仮
葬
儀
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
女
性
は
高
校
生
で
、
安
置
所
内
で
メ
イ
ク
係
の
人
か
ら
丁
寧
な
エ

ン
ゼ
ル
・
ケ
ア
、
つ
ま
り
顔
に
死
後
処
理
を
施
さ
れ
て
い
た
。
棺
の
中
の
彼
女

は
ほ
ん
の
り
と
明
る
い
紅
色
に
染
ま
り
、
と
て
も
綺
麗
だ
っ
た
。

娘
さ
ん
と
対
面
さ
れ
た
ご
両
親
と
私
は
、
ご
両
親
が
最
初
に
安
置
所
を
訪
ね

て
来
ら
れ
た
時
か
ら
顔
馴
染
み
に
な
っ
て
い
た
。
葬
儀
会
社
が
手
一
杯
で
な
か

な
か
葬
儀
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
が
、
お
父
さ
ん
は
制
服
を
着
た
娘
さ
ん
の
遺
影

を
手
に
さ
れ
て
「
お
世
話
様
で
し
た
」
と
言
わ
れ
、
私
達
に
向
か
っ
て
深
々
と

頭
を
下
げ
ら
れ
た
。

そ
の
時
に
一
緒
に
い
た
お
母
さ
ん
が
嗚
咽
し
な
が
ら
呟
い
た
言
葉
が
私
の
胸

を
締
め
付
け
た
。

　
「
何
で
…
…
何
で
、
夢
に
出
て
来
て
く
れ
な
い
の
…
…

貴
女
は
学
校
の
先
生
に
な
る
の
が
夢
だ
っ
た
で
し
ょ
う
…
…
お
母
さ
ん
、

ず
っ
と
待
っ
て
い
る
よ
…
…
」

し
ゃ
が
み
込
む
お
母
さ
ん
を
お
父
さ
ん
が
抱
き
抱
え
、
お
父
さ
ん
も
一
緒
に

号
泣
さ
れ
た
。

任
務
に
徹
し
ろ
！　
と
私
は
心
の
奥
で
叫
ん
だ
。
ど
ん
な
に
厳
し
い
任
務
に
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も
耐
え
、
ど
ん
な
に
辛
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
奥
歯
を
噛
み
し
め
て
泣
く
の
を
堪

え
る
の
が
警
察
官
だ
。
だ
か
ら
私
は
、
立
ち
上
が
っ
た
ご
両
親
が
ま
た
私
に
頭

を
下
げ
ら
れ
た
時
、
制
帽
を
深
く
被
り
直
し
て
奥
歯
を
強
く
噛
み
し
め
て
か
ら

敬
礼
を
返
し
た
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
き
っ
と
私
は
お
二
人
に
涙
を
見
せ
て
い
た

だ
ろ
う
。

お
迎
え
の
車
に
娘
さ
ん
の
棺
を
運
び
入
れ
る
の
を
手
伝
っ
た
時
、
や
っ
と
私

か
ら
お
母
さ
ん
に
声
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
い
つ
か
…
…
夢
で
お
会
い
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
」

か
け
る
言
葉
も
見
つ
か
ら
な
い
こ
の
状
況
で
た
っ
た
一
言
、
私
か
ら
い
え
た

の
が
こ
の
言
葉
だ
っ
た
。

　
「
ね
え
。
本
当
に
。
会
い
た
い
で
す
。
頭
が
良
く
て
成
績
も
い
い
子
だ
っ
た
ん

で
す
よ
。
夢
で
学
校
の
先
生
に
な
っ
て
て
く
れ
て
た
ら
」

ほ
ん
の
少
し
だ
け
だ
が
柔
和
な
笑
み
を
取
り
戻
し
て
く
れ
た
お
母
さ
ん
は
そ

う
私
に
返
し
て
く
れ
た
。

お
父
さ
ん
が
抱
い
て
い
る
遺
影
を
も
う
一
度
見
つ
め
た
。
笑
顔
の
娘
さ
ん
は

眼
に
力
が
あ
っ
て
、
利
発
そ
う
な
お
嬢
さ
ん
だ
っ
た
。
お
母
さ
ん
が
い
わ
れ
た

通
り
、
立
派
な
教
師
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

車
内
か
ら
頭
を
下
げ
ら
れ
た
ご
両
親
に
最
後
の
敬
礼
を
し
て
見
送
っ
た
私
達

に
は
、
間
も
な
く
関
西
へ
の
帰
任
の
時
が
近
づ
い
て
い
た
。

教
師
に
な
る
夢
を
持
っ
た
娘
が
図
ら
ず
も
死
出
の
旅
路
に
着
き
、
母
親
は
一

度
で
も
い
い
か
ら
娘
が
夢
見
た
教
師
と
な
っ
た
夢
を
見
て
み
た
い
と
吐
露
さ
れ

た
。
任
務
だ
っ
た
と
は
い
え
、
哀
切
極
ま
り
な
い
そ
の
言
葉
は
私
の
胸
に
深
く

刻
ま
れ
た
。

夢
と
は
こ
の
世
に
生
き
て
い
れ
ば
こ
そ
の
夢
な
の
だ
ろ
う
か
。
志
を
果
た
せ

ず
儚
く
も
命
を
散
ら
し
た
我
が
子
に
い
つ
の
日
か
夢
の
中
で
出
逢
い
、
命
が

あ
っ
た
時
に
夢
見
た
姿
を
見
た
い
と
想
う
こ
と
も
ま
た
夢
な
の
だ
。
今
、
夢
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
生
き
て
い
る
特
に
若
い
人
に
向
か
っ
て
言
い
た
い
。
命
あ

れ
ば
こ
そ
夢
を
追
い
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
。

あ
れ
か
ら
十
二
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。
ご
両
親
は
お
元
気
に
さ
れ
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
そ
し
て
あ
の
お
母
さ
ん
が
教
師
と
な
っ
た
娘
さ
ん
と
夢
で
再
会
さ
れ

た
こ
と
を
信
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

私
の
応
援
歌

東
京
都
杉
並
区
　
後ご

藤と
う　

里り

奈な

優
秀
賞

　
「
私
も
ま
た
弾
い
て
み
た
い
な
…
」

病
室
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
姉
が
ふ
と
呟
い
た
。
見
る
と
そ
こ
に
は
、
ス
ト

リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
で
華
麗
な
演
奏
を
し
て
い
る
若
い
女
性
の
姿
が
映
っ
て
い
た
。

姉
の
前
向
き
な
言
葉
に
嬉
し
く
な
っ
た
私
は
す
か
さ
ず
、「
そ
れ
な
ら
私
が
歌

う
か
ら
お
姉
ち
ゃ
ん
伴
奏
し
て
よ
」
と
頼
ん
だ
。
姉
は
驚
き
と
戸
惑
い
の
入
り

混
じ
っ
た
表
情
を
見
せ
つ
つ
も
、「
い
い
リ
ハ
ビ
リ
に
な
る
か
も
」
と
言
っ
て

く
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
日
か
ら
、
二
人
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た
。

私
た
ち
姉
妹
は
幼
い
頃
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
た
。
姉
は
毎
年
コ
ン
ク
ー

ル
に
出
場
し
て
良
い
成
績
を
修
め
、
音
楽
大
学
卒
業
後
は
ピ
ア
ノ
の
講
師
を
す
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る
傍
ら
演
奏
活
動
も
行
っ
て
い
た
。
一
方
、
そ
こ
ま
で
才
能
の
な
か
っ
た
私
は

中
学
生
の
時
に
ピ
ア
ノ
は
諦
め
、
代
わ
り
に
声
楽
を
習
い
始
め
た
。
音
楽
の
道

へ
進
む
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、歌
と
ピ
ア
ノ
は
趣
味
と
し
て
続
け
て
い
た
。

姉
と
二
人
で
演
奏
す
る
こ
と
は
、
私
の
密
か
な
夢
だ
っ
た
の
だ
。

と
こ
ろ
が
あ
る
日
突
然
、
姉
は
不
治
の
病
を
宣
告
さ
れ
た
。
全
身
の
筋
肉
が

徐
々
に
衰
え
、
最
終
的
に
は
歩
く
こ
と
も
話
す
こ
と
も
で
き
ず
、
寝
た
き
り
に

な
っ
て
し
ま
う
残
酷
な
病
気
だ
。
当
時
は
有
効
な
薬
や
治
療
法
も
な
く
、
私
た

ち
家
族
は
絶
望
の
淵
に
突
き
落
と
さ
れ
た
。
だ
が
い
ち
ば
ん
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た

の
は
姉
だ
っ
た
ろ
う
。闘
病
に
は
家
族
の
理
解
と
介
護
が
必
要
だ
っ
た
が
、す
っ

か
り
ふ
さ
ぎ
込
ん
で
し
ま
っ
た
姉
を
前
に
、
私
は
か
け
る
言
葉
を
失
っ
た
。
そ

れ
ま
で
当
た
り
前
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
日
に
日
に
で
き
な
く
な
る
恐
怖
と
絶

望
感
は
、
創
造
を
絶
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
病
は
姉
の
健
康
だ
け
で
は
な
く
、
生

き
る
希
望
や
生
き
が
い
さ
え
も
奪
っ
て
い
く
よ
う
に
見
え
た
。

ど
う
し
た
ら
姉
が
少
し
で
も
前
向
き
に
な
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
と
悩
ん

で
い
た
時
、
病
室
の
テ
レ
ビ
に
映
っ
て
い
た
ピ
ア
ノ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見

て
、
姉
は
も
う
一
度
ピ
ア
ノ
を
弾
き
た
い
と
言
っ
て
く
れ
た
の
だ
。
そ
れ
は
姉

の
願
い
で
あ
る
と
同
時
に
、
私
自
身
の
夢
を
叶
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
っ
た
。

だ
か
ら
私
は
迷
わ
ず
二
人
で
演
奏
し
よ
う
と
誘
っ
た
の
だ
が
、
現
実
は
残
酷

だ
っ
た
。
姉
の
手
足
に
は
す
で
に
麻
痺
が
出
始
め
て
い
た
の
だ
。
進
行
性
で
あ

る
た
め
、
練
習
を
重
ね
る
毎
に
改
善
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
私
は
諦

め
た
く
な
か
っ
た
。
演
奏
す
る
曲
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
「
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
」
に

決
め
た
。「
ど
ん
な
に
辛
く
苦
し
い
世
の
中
で
も
、
祈
り
と
信
仰
の
心
を
忘
れ

ず
に
生
き
て
い
こ
う
」
と
い
う
力
強
い
歌
詞
と
、
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
気
に

入
っ
て
い
た
。
早
速
楽
器
店
へ
行
っ
て
譜
面
を
購
入
し
、
さ
ら
に
弾
き
や
す
く

編
曲
し
た
。

し
か
し
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
練
習
は
思
う
通
り
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
私

は
伴
奏
の
一
部
と
ペ
ダ
ル
も
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
余
計
合
わ
せ
る

の
が
難
し
く
苦
戦
し
た
。
焦
り
と
苛
立
ち
が
募
り
、
つ
い
た
め
息
が
出
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
。「
姉
は
無
理
し
て
私
に
付
き
合
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
…
…
」
と
不
安
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
だ
が
な
ん
と
か
三
か
月
後
、
最
後

ま
で
通
し
て
弾
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
る
と
そ
れ
を
知
っ
た
担
当
看
護
師
の

方
が
、
あ
る
提
案
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
病
院
内
の
一
角
で
、
連
弾
を
披
露
し

て
み
て
は
と
い
う
の
だ
。
人
前
で
演
奏
で
き
る
自
信
は
な
か
っ
た
が
、
ソ
ロ
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
く
こ
と
は
姉
の
夢
で
も
あ
っ
た
。「
入
院
中
の
方
や
そ
の
ご
家

族
に
、
少
し
で
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
の
な
ら
」
と
、
引
き
受
け
る
こ
と
に
し

た
。本

番
当
日
。
小
児
病
棟
の
プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
は
予
想
以
上
に
多
く
の
人
々
が

集
ま
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
緊
張
は
一
気
に
高
ま
っ
た
が
、
私
は
「
間
違
え
て
も

大
丈
夫
。
今
日
は
演
奏
を
思
い
っ
き
り
楽
し
も
う
」
と
姉
に
声
を
か
け
、
い
ざ

舞
台
へ
。
姉
が
前
奏
パ
ー
ト
を
弾
き
始
め
る
。
魂
が
癒
さ
れ
る
よ
う
な
美
し
い

音
色
に
合
わ
せ
、私
も
歌
詞
に
込
め
ら
れ
た
願
い
を
届
け
る
よ
う
に
歌
い
だ
す
。

思
え
ば
二
人
で
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
た
子
供
時
代
。
め
き
め
き
と
上
達
し
、
い

つ
も
褒
め
ら
れ
て
い
た
姉
に
嫉
妬
し
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
。
優
秀
な
姉
と
比

べ
ら
れ
る
の
が
嫌
で
、
意
地
を
張
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
今
こ

の
瞬
間
、
二
人
の
間
に
一
切
の
わ
だ
か
ま
り
は
な
く
、
た
だ
穏
や
か
な
時
間
だ

け
が
流
れ
て
い
た
。
こ
の
瞬
間
を
大
切
に
刻
む
よ
う
に
、一
音
一
音
心
を
籠
め
、
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丁
寧
に
音
を
紡
い
で
い
く
。
幼
い
頃
か
ら
の
思
い
出
と
今
ま
で
の
練
習
の
日
々

が
よ
み
が
え
り
、
こ
う
し
て
二
人
で
演
奏
で
き
る
こ
と
の
感
謝
と
喜
び
で
胸
が

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
途
中
、
何
度
も
声
に
詰
ま
り
そ
う
に
な
っ
た
が
、
演
奏

を
終
え
る
と
温
か
な
拍
手
を
い
た
だ
い
た
。
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
も
ス
テ
ー
ジ
も

な
か
っ
た
が
、
姉
の
笑
顔
は
誰
よ
り
も
輝
き
、
私
た
ち
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な

い
演
奏
会
と
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
四
年
後
。
姉
は
長
い
闘
病
生
活
の
す
え
天
国
へ
と
旅
立
っ
た
。
辛

い
リ
ハ
ビ
リ
も
、
こ
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
だ
と
思

う
。
何
度
も
書
き
込
み
を
重
ね
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
譜
面
は
、
私
た
ち
の
勲

章
で
あ
り
宝
物
だ
。
二
人
の
夢
を
叶
え
た
あ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
、
今
で
も
心
が

折
れ
そ
う
に
な
る
と
私
を
慰
め
励
ま
し
て
く
れ
る
。
こ
れ
か
ら
も
決
し
て
鳴
り

や
む
こ
と
の
な
い
、
私
の
応
援
歌
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
夢

愛
媛
県
松
山
市
　
栄さ
か
え　

直な
お

美み

優
秀
賞

　
「
人
の
夢
と
書
い
て
、
は
か
な
い
っ
て
読
む
ん
や
で
」

何
の
事
か
わ
か
ら
ず
、
ポ
カ
ン
と
し
て
い
る
私
に
彼
は
ノ
ー
ト
に
達
者
な
字

で
書
い
た
。『
儚
い
』。

私
が
小
学
五
年
生
の
時
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
授
業
中
、
唐
突
に
話
し
か
け

て
来
た
隣
の
席
の
男
子
。
彼
は
周
り
の
児
童
た
ち
か
ら
一
目
置
か
れ
る
存
在

だ
っ
た
。
一
学
年
、百
六
十
人
弱
の
児
童
が
居
る
中
、成
績
は
常
に
一
番
。
代
々

医
師
の
家
系
で
彼
も
医
師
を
目
指
す
べ
く
県
外
の
中
高
一
貫
校
に
進
学
す
る
準

備
を
し
て
い
た
。
人
口
一
万
人
程
の
小
さ
な
町
。
し
か
も
五
十
年
前
。
ほ
と
ん

ど
の
児
童
が
中
学
受
験
の
存
在
さ
え
知
ら
な
か
っ
た
。
中
学
か
ら
県
外
で
生
活

す
る
彼
は
皆
の
羨
望
の
的
だ
っ
た
。

彼
の
隣
の
席
に
な
っ
て
一
カ
月
。彼
に
と
っ
て
私
な
ど
眼
中
に
無
い
ら
し
く
、

殆
ど
会
話
は
無
か
っ
た
。
そ
れ
が
い
き
な
り
話
し
か
け
て
来
た
の
で
あ
る
。
し

か
も
そ
の
内
容
は
私
に
は
と
て
も
難
し
か
っ
た
。
ど
う
返
答
し
て
よ
い
か
わ
か

ら
ず
戸
惑
う
私
に
呆
れ
た
の
か
、
彼
は
再
び
授
業
に
熱
中
し
、
以
後
私
に
話
し

か
け
る
事
は
無
か
っ
た
。
初
め
て
耳
に
し
た
、
儚
い
と
、
言
う
言
葉
。
意
味
は

わ
か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
そ
の
言
葉
の
持
つ
妙
に
物
悲
し
い
響
き
が
い
つ
ま
で

も
頭
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
。

小
学
校
卒
業
と
同
時
に
彼
は
県
外
へ
と
旅
立
っ
た
。
そ
の
後
、
見
事
医
師
と

な
り
、
海
外
に
赴
任
中
と
風
の
便
り
に
聞
い
た
。
狭
い
町
で
彼
の
噂
は
途
切
れ

る
事
が
無
か
っ
た
。
彼
の
突
然
の
訃
報
を
聞
い
た
の
は
、
三
十
五
歳
の
時
だ
っ

た
。
あ
ま
り
の
事
に
皆
、言
葉
を
失
っ
て
い
た
。
私
は
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、

彼
は
大
学
生
の
時
、
御
両
親
と
弟
さ
ん
を
亡
く
し
て
い
た
。
身
内
は
妹
さ
ん
だ

け
に
な
っ
て
い
た
。
彼
の
冥
福
を
心
か
ら
祈
っ
た
。
と
、
同
時
に
私
の
脳
裏
に

小
学
生
時
代
の
あ
る
出
来
事
が
浮
か
ん
だ
。

小
学
校
卒
業
記
念
行
事
と
し
て
、
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
お
芝
居
を
す
る
事
に

な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
リ
ー
ダ
ー
は
彼
。
何
で
も
一
番
に
な
ら
な
い
と
気
が
済
ま

な
い
彼
は
練
習
に
も
熱
心
だ
っ
た
。
学
校
が
休
日
の
時
は
彼
の
家
が
練
習
場
に
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な
っ
た
。
農
家
が
多
く
、
昔
な
が
ら
の
古
い
家
が
建
ち
並
ぶ
中
、
レ
ン
ガ
造
り

の
お
洒
落
な
洋
館
は
一
際
目
立
っ
て
い
た
。
男
子
た
ち
は
練
習
そ
っ
ち
の
け
で

広
い
リ
ビ
ン
グ
や
廊
下
を
走
り
回
っ
て
い
た
。
そ
し
て
女
子
た
ち
は
、
こ
っ
そ

り
彼
の
部
屋
を
覗
い
て
い
た
。
私
も
そ
の
一
人
。
参
考
書
、
辞
書
、
図
鑑
な
ど

が
本
棚
に
び
っ
し
り
並
ん
で
い
た
。
マ
ン
ガ
の
本
は
一
冊
も
無
か
っ
た
。

そ
の
時
、
私
は
一
冊
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
目
が
留
ま
っ
た
。
は
し
た
な
い

事
と
は
わ
か
っ
て
い
た
が
誘
惑
に
負
け
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
た
。
抽
象
画
が
水
彩

絵
の
具
で
何
十
枚
も
描
か
れ
て
い
た
。
普
段
の
ク
ー
ル
で
取
っ
付
き
に
く
い
彼

の
印
象
と
異
な
り
、
そ
の
絵
た
ち
は
と
て
も
暖
か
く
優
し
い
色
彩
に
満
ち
て
い

た
。
い
つ
ま
で
も
眺
め
て
い
た
い
そ
ん
な
絵
だ
っ
た
。

ふ
と
思
っ
た
。
彼
は
本
当
は
絵
に
携
わ
る
職
業
に
就
き
た
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
し
か
し
、
家
業
を
継
ぐ
事
を
宿
命
と
信
じ
医
師
の
道
を
選
ん
だ
の
で
は

な
い
か
。

　
「
人
の
夢
と
書
い
て
、
は
か
な
い
っ
て
読
む
ん
や
で
」

彼
の
言
葉
が
甦
る
。だ
が
こ
れ
は
私
の
勝
手
な
妄
想
に
過
ぎ
な
い
。彼
は
り
っ

ぱ
な
医
師
に
な
る
事
を
天
命
と
信
じ
努
力
を
重
ね
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

あ
の
水
彩
画
た
ち
は
勉
強
に
疲
れ
た
彼
の
、
た
だ
の
気
分
転
換
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
彼
に
し
か
わ
か
ら
な
い
。

彼
が
亡
く
な
っ
た
時
、
私
は
二
人
の
息
子
た
ち
の
子
育
て
真
っ
最
中
の
時
期

だ
っ
た
。
幼
い
私
が
友
人
た
ち
に
将
来
の
夢
を
話
す
と
、
皆
、
怪
訝
な
顔
を
し

た
。私
の
夢
は
い
つ
も
子
供
の
側
に
居
て
あ
げ
る
お
母
さ
ん
に
な
る
事
だ
っ
た
。

当
時
、
専
業
主
婦
が
大
半
を
占
め
て
い
た
時
代
。
祖
父
母
、
両
親
、
兄
妹
な
ど

の
大
家
族
が
当
た
り
前
。
だ
が
、
我
が
家
だ
け
違
っ
た
。
母
一
人
子
一
人
。
私

に
は
母
以
外
の
親
族
は
居
な
い
。
皆
が
お
盆
や
お
正
月
に
帰
省
す
る
中
、
私
だ

け
が
ポ
ツ
ン
と
取
り
残
さ
れ
た
。
当
然
母
は
仕
事
。
い
つ
も
の
公
園
が
何
倍
に

も
広
く
見
え
た
。

友
人
た
ち
に
と
っ
て
、
母
親
が
い
つ
も
側
に
居
る
事
は
当
た
り
前
の
環
境
。

夢
な
ど
で
は
無
い
。
し
か
し
、
私
に
と
っ
て
、
ど
う
し
て
も
叶
え
た
い
夢
だ
っ

た
。
念
願
叶
い
私
は
二
人
の
息
子
の
母
親
に
な
っ
た
。
息
子
た
ち
を
膝
に
乗
せ

絵
本
を
読
む
。彼
ら
の
日
向
の
香
り
に
包
ま
れ
私
は
と
て
も
し
あ
わ
せ
だ
っ
た
。

病
気
の
時
は
片
時
も
離
れ
ず
看
病
で
き
る
。
自
分
が
母
親
に
な
り
、
母
の
事
を

考
え
る
。
女
手
一
つ
で
私
を
育
て
る
た
め
働
き
詰
め
だ
っ
た
母
。
甘
え
る
私
の

相
手
を
し
た
か
っ
た
だ
ろ
う
。
病
気
の
時
は
看
病
を
し
た
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
仕
事
は
休
め
な
い
。
心
を
鬼
に
し
て
出
か
け
る
事
の
辛
さ
。
心
の
中
で

何
度
泣
い
た
だ
ろ
う
。

母
は
家
庭
の
事
情
で
学
校
に
通
え
な
か
っ
た
。
私
が
就
職
し
た
頃
か
ら
独
学

で
漢
字
の
勉
強
を
始
め
た
。
私
が
嫁
ぐ
と
今
度
は
英
語
を
学
び
始
め
た
。
教
科

書
辞
書
す
べ
て
私
の
お
古
。
ノ
ー
ト
は
チ
ラ
シ
の
裏
。
そ
ん
な
母
に
少
し
で
も

恩
返
し
が
し
た
く
、
ハ
ワ
イ
旅
行
を
計
画
し
た
。
私
も
同
行
し
た
の
だ
が
、
ツ

ア
ー
の
人
た
ち
と
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、
現
地
の
人
々
に
も
物
怖
じ
し
な
い
で
話

し
か
け
る
積
極
的
な
母
の
姿
に
驚
き
意
外
な
一
面
を
見
る
事
が
で
き
た
。
こ
っ

そ
り
水
着
を
持
参
し
て
い
た
母
。
昔
、ポ
ス
タ
ー
で
ハ
ワ
イ
の
海
を
見
て
以
来
、

こ
の
海
で
泳
ぐ
事
が
夢
だ
っ
た
と
初
め
て
聞
い
た
。
優
雅
に
泳
ぐ
母
を
見
て

思
っ
た
。
人
の
夢
は
決
し
て
儚
く
な
ん
か
無
い
。
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夢
の
空
を
飛
ぶ
と
き

神
奈
川
県
小
田
原
市
　
古ふ
る
川か
わ　

晴は
る
菜な

優
秀
賞

夢
は
あ
ら
ゆ
る
「
な
い
」
か
ら
始
ま
る
。
あ
り
え
な
い
、
足
り
な
い
、
存
在

し
な
い
、
み
た
こ
と
が
な
い
、
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
。「
無
」
を
「
有
」
に

変
え
た
い
と
い
う
願
い
を
胸
に
抱
い
て
未
知
の
世
界
へ
飛
び
出
す
こ
と
、
そ
れ

が
夢
を
追
い
求
め
る
こ
と
だ
と
私
は
思
う
。
私
は
あ
る
映
画
が
き
っ
か
け
で
空

に
心
を
奪
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
空
を
飛
ん
だ
こ
と
が
「
な
い
」
を
「
あ
る
」
に

変
え
た
い
と
願
い
未
知
の
世
界
へ
飛
び
込
ん
だ
。

数
年
前
、
私
は
小
さ
な
映
画
館
で
『
イ
ン
ト
ゥ
・
ザ
・
ス
カ
イ　
気
球
で
未

来
を
か
え
た
ふ
た
り
』
と
い
う
映
画
を
観
た
。
こ
の
映
画
は
、
十
九
世
紀
後
半

の
イ
ギ
リ
ス
で
気
象
学
者
と
気
球
操
縦
士
が
気
象
学
研
究
と
世
界
的
新
記
録
達

成
の
た
め
に
前
人
未
到
の
高
度
ま
で
気
球
で
上
昇
す
る
と
い
う
冒
険
物
語
で
あ

る
。
本
作
は
実
話
か
ら
イ
ン
ス
パ
イ
ア
を
受
け
お
り
、
リ
ア
リ
テ
ィ
を
追
及
し

て
映
画
の
撮
影
は
ほ
と
ん
ど
空
中
で
行
わ
れ
て
い
る
。

地
上
の
音
を
伝
え
る
霧
、
雲
に
映
る
気
球
の
影
と
そ
の
周
り
を
囲
う
虹
の
輪

（
ハ
ロ
現
象
）、
空
高
く
上
昇
し
た
気
球
と
同
じ
高
さ
で
飛
び
続
け
る
蝶
々
、
突

然
降
る
雪
…
…
。
空
を
舞
台
に
幻
想
的
な
シ
ー
ン
が
続
く
の
だ
が
、（
誇
張
さ

れ
て
い
る
部
分
は
あ
る
も
の
の
）
す
べ
て
現
実
で
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
私

た
ち
の
上
に
広
が
る
空
は
ロ
マ
ン
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
ふ
う
に
感
じ

ら
れ
て
、
私
は
空
の
世
界
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
「
私
も
空
を
飛
ん
で
み
た
い
。
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
世
界
が
こ
ん
な
身
近
に
あ
る

の
な
ら
、
実
際
に
見
て
み
た
い
！
全
身
で
空
を
感
じ
て
み
た
い
！
」
気
が
つ
け

ば
そ
ん
な
夢
を
抱
い
て
い
た
。

映
画
を
観
て
か
ら
数
日
後
、
私
は
い
よ
い
よ
空
を
飛
び
た
い
と
い
う
想
い
を

抑
え
き
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
気
球
乗
り
体
験
や
空
を
飛
ぶ
ス
ポ
ー
ツ
に

つ
い
て
調
べ
て
い
る
と
隣
県
に
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
が
あ
る
と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
当
時
は
新
社
会
人
目
前
、
新
生
活
に
向
け
て
少
し
で
も
貯
金

し
よ
う
と
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
一
部
を
講
習
代
に
充
て
る

こ
と
に
決
め
、
さ
っ
そ
く
講
習
の
予
約
を
と
っ
た
（
そ
の
お
か
げ
で
、
四
月
か

ら
始
ま
っ
た
新
生
活
は
少
し
だ
け
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
）。

空
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
多
忙
な
ア
ル
バ
イ
ト
生
活
を
乗
り
越
え
、
つ
い
に

ス
ク
ー
ル
に
行
く
日
が
き
た
。
し
か
し
す
ぐ
に
空
へ
…
…
と
い
う
ふ
う
に
は
い

か
な
か
っ
た
。
ス
ク
ー
ル
に
到
着
し
て
か
ら
は
気
流
が
安
定
し
な
い
日
が
続
い

た
。
そ
の
間
、
低
い
丘
で
実
技
練
習
を
受
け
た
り
、
気
象
学
に
つ
い
て
勉
強
し

た
り
し
て
夢
が
叶
う
日
を
待
っ
た
。
山
の
上
に
あ
る
滑
走
台
か
ら
飛
び
立
つ
こ

と
が
で
き
た
の
は
ス
ク
ー
ル
に
来
て
三
日
目
の
こ
と
だ
っ
た
。

い
ざ
滑
走
台
に
立
つ
と
そ
れ
ま
で
感
じ
て
い
な
か
っ
た
恐
怖
が
襲
っ
て
き
た
。

夢
を
叶
え
る
寸
前
で
怯
え
る
な
ん
て
自
分
で
も
驚
い
た
。
そ
れ
で
も
覚
悟
を
決

め
て
滑
走
台
を
走
っ
た
。
次
の
瞬
間
、
私
は
キ
ャ
ノ
ピ
ー
に
引
っ
張
ら
れ
、
空

へ
と
舞
い
上
が
っ
た
。

滑
走
台
に
立
っ
た
と
き
の
恐
怖
は
す
っ
か
り
消
え
て
い
た
。
顔
を
上
げ
る
と

視
界
は
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
青
色
に
包
ま
れ
た
。
空
の
上
は
自
由
だ
っ
た
。
私
の

周
り
に
は
誰
も
い
な
い
。
私
は
は
し
ゃ
ぎ
な
が
ら
大
声
を
出
し
て
、
全
身
で
解
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放
感
を
味
わ
っ
た
。

上
昇
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
気
温
が
下
が
っ
て
い
く
の
が
わ
か
っ
た
。
三
月
下
旬

な
の
に
冬
が
舞
い
戻
っ
て
き
た
よ
う
な
寒
さ
だ
っ
た
。
冷
た
い
空
気
が
体
に
ま

と
わ
り
つ
い
て
肌
を
刺
す
。温
度
感
だ
け
で
も
空
は
地
上
と
は
別
世
界
だ
っ
た
。

今
、
私
は
恋
焦
が
れ
夢
見
た
世
界
の
中
に
い
る
…
…
。

現
代
の
私
た
ち
は
テ
レ
ビ
や
映
画
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
デ
ジ
タ
ル
の
世

界
を
介
し
て
多
く
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
空
を
撮
影
し
た
映
像
は

こ
れ
ま
で
何
度
も
目
に
し
て
き
た
し
、
飛
行
機
に
乗
っ
て
空
を
飛
ん
だ
こ
と

だ
っ
て
あ
る
。
夢
の
き
っ
か
け
も
一
本
の
映
画
だ
っ
た
。
け
れ
ど
も
結
局
そ
れ

ら
は
フ
ィ
ル
タ
ー
を
挟
ん
だ
、
五
感
が
制
限
さ
れ
た
世
界
で
し
か
な
か
っ
た
。

視
界
の
す
べ
て
が
青
く
な
る
瞬
間
、
肌
を
刺
す
寒
さ
、
浮
揚
感
…
…
生
身
で
体

感
す
る
空
は
想
像
を
超
え
た
世
界
だ
っ
た
。
夢
を
叶
え
る
と
い
う
の
は
、
頭
の

中
で
描
い
た
想
像
や
想
定
を
遥
か
に
超
え
た
な
に
か
を
直
で
体
感
す
る
と
い
う

こ
と
な
の
だ
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
に
な
ぜ
講
習
を
受
け
た
の
か
を
聞
か
れ
、
経
緯
を

話
し
た
ら
「
有
望
な
お
転
婆
娘
だ
な
あ
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
う
か
、
た
し
か
に

私
は
お
転
婆
娘
だ
。
空
を
夢
み
て
、
気
が
つ
け
ば
隣
県
ま
で
き
て
本
当
に
空
を

飛
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
。
だ
が
、
夢
を
叶
え
よ
う
と
す
る
と
き
、
み
な
誰

し
も
想
像
や
そ
れ
ま
で
の
自
分
自
身
を
飛
び
超
え
て
い
く
も
の
だ
。

夢
を
追
う
こ
と
は
人
間
が
空
を
飛
ぶ
こ
と
と
似
て
い
る
。
人
間
は
翼
を
も
た

な
い
生
き
物
だ
。
ゆ
え
に
人
間
は
知
ら
な
い
、
見
た
こ
と
の
な
い
、
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
空
の
世
界
に
憧
れ
る
。「
な
い
」
は
夢
の
出
発
点
だ
。
未
知
を
既

知
に
、
不
可
能
を
現
実
に
、
無
を
有
に
し
た
い
と
願
う
と
き
夢
は
生
ま
れ
る
。

だ
が
、
夢
と
い
う
名
の
空
を
飛
ぶ
た
め
に
は
私
た
ち
は
翼
を
も
た
な
い
自
ら
の

限
界
を
超
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
私
が
滑
走
台
に
立
っ
た
と
き
の
よ
う
に
、

失
敗
す
る
恐
怖
を
感
じ
た
り
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
勇
気
を
出
し
て

未
知
の
世
界
に
向
か
っ
て
飛
び
出
し
た
そ
の
瞬
間
、
私
た
ち
は
夢
の
空
へ
と
舞

い
上
が
っ
て
い
く
。
そ
こ
に
は
い
つ
だ
っ
て
自
分
の
限
界
、
想
定
や
想
像
を
超

え
た
ロ
マ
ン
に
満
ち
溢
れ
た
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
。

転
回
場

大
阪
府
堺
市
　
相あ
い

野の　

正た
だ
し

佳
作

昭
和
三
十
年
ご
ろ
、
私
が
住
ん
で
い
た
四
国
最
北
端
の
碑
が
あ
る
村
と
大
き

な
町
の
間
に
は
、
一
日
何
本
か
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
が
走
っ
て
い
た
。

春
に
な
る
と
私
は
毎
日
バ
ス
を
待
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
理
由
が
あ
っ
た
。
両

親
の
い
な
い
私
は
小
さ
な
寺
の
住
職
を
し
て
い
る
曽
祖
父
母
に
育
て
ら
れ
、
遠

い
都
会
で
働
く
祖
母
が
仕
送
り
を
し
て
く
れ
て
い
た
。
そ
の
祖
母
が
年
に
一
度

の
春
先
、
都
会
か
ら
夜
の
瀬
戸
内
海
を
渡
る
客
船
で
町
に
着
き
、
そ
こ
か
ら
バ

ス
に
乗
っ
て
帰
っ
て
来
る
の
だ
。
待
ち
遠
し
い
日
々
だ
っ
た
。
だ
が
当
時
電
話

が
あ
る
家
は
少
な
く
、
し
か
も
遠
方
へ
は
交
換
手
に
申
し
込
ん
で
長
い
時
間
待

た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
連
絡
は
い
つ
も
手
紙
。
そ
れ
も
「
三
月
の
は

じ
め
ご
ろ
帰
る
」
な
ど
と
い
う
ア
バ
ウ
ト
な
も
の
だ
っ
た
。

私
が
待
つ
の
は
い
つ
も
午
後
。
バ
ス
転
回
場
の
あ
る
終
点
だ
っ
た
。
そ
の
終
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点
か
ら
急
な
坂
を
少
し
上
る
と
家
だ
。
や
っ
と
来
た
バ
ス
に
祖
母
が
乗
っ
て
い

な
い
と
が
っ
か
り
す
る
が
、
祖
母
が
お
土
産
を
い
っ
ぱ
い
抱
え
て
下
り
て
く
る

と
、
私
は
そ
の
荷
物
を
持
っ
て
祖
母
の
手
を
引
き
、
一
緒
に
坂
を
上
る
。
そ
れ

が
嬉
し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。

小
学
生
に
な
る
年
、三
月
に
入
る
と
私
は
毎
日
バ
ス
の
終
点
で
待
っ
て
い
た
。

そ
の
日
も
バ
ス
が
終
点
に
や
っ
て
き
た
。
ド
ア
が
開
い
て
も
祖
母
は
降
り
て
こ

な
か
っ
た
。
車
掌
さ
ん
が
ト
イ
レ
に
走
る
。
中
年
の
運
転
手
さ
ん
が
窓
か
ら
私

に
声
を
か
け
た
。

　
「
ぼ
く
、
バ
ス
が
好
き
か
？
」

声
を
か
け
ら
れ
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
び
っ
く
り
し
た
が
こ
く
り
と

頷
い
た
。

　
「
毎
日
来
と
る
の
う
。
バ
ス
が
好
き
か
？
」

そ
の
人
は
私
に
気
付
い
て
い
た
。
そ
し
て
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
な
ぜ
毎
日
こ

こ
へ
来
る
の
か
聞
い
た
。

　
「
婆
ち
ゃ
ん
が
帰
っ
て
来
る
け
ん
」

バ
ス
も
好
き
だ
が
、
い
つ
も
ひ
と
り
だ
か
ら
寂
し
く
、
早
く
婆
ち
ゃ
ん
に
会

い
た
い
こ
と
を
話
し
た
。

　
「
そ
う
か
。
そ
れ
で
毎
日
き
と
る
ん
か
。
そ
れ
や
っ
た
ら
、ち
ょ
っ
と
お
い
で
」

そ
う
言
っ
て
、
私
を
手
招
き
し
た
。「
こ
こ
へ
座
っ
て
み
」
最
前
列
の
運
転
席

の
横
の
席
へ
座
る
よ
う
に
言
っ
た
。「
え
、
い
い
ん
？
」
と
私
。「
内
緒
や
で
」

と
彼
は
笑
う
。

腰
の
タ
オ
ル
に
「
オ
ハ
ラ
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
尾
原
さ
ん
だ
。
私
は
興
奮

し
た
。
尾
原
さ
ん
は
帰
っ
て
き
た
車
掌
さ
ん
の
笛
に
合
わ
せ
て
、
鮮
や
か
な
ギ

ア
チ
ェ
ン
ジ
と
ハ
ン
ド
ル
さ
ば
き
で
く
る
っ
と
方
向
転
換
し
た
。
私
は
最
前
列

で
ひ
と
り
、
噂
の
尾
原
さ
ん
の
転
回
の
体
験
を
し
た
の
だ
。

友
達
が
羨
ま
し
が
る
だ
ろ
う
。
尾
原
さ
ん
は
、
村
人
の
間
で
は
有
名
な
運
転

手
さ
ん
だ
っ
た
。
で
も
細
い
山
道
を
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
運
転
を
す
る
の
で

は
な
い
。
発
車
の
と
き
は
客
が
つ
ん
の
め
ら
な
い
よ
う
な
滑
ら
か
な
ギ
ア
チ
ェ

ン
ジ
で
走
り
だ
し
、
停
ま
る
と
き
は
コ
ッ
プ
の
水
も
揺
れ
な
い
よ
う
に
停
車
さ

せ
る
と
い
う
。
さ
っ
き
も
そ
う
だ
っ
た
。
こ
の
噂
は
町
へ
通
う
人
た
ち
の
間
で

広
ま
り
、
私
で
も
そ
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
。
目
つ
き
が
鋭
く
無
口
で
、
怖
そ

う
な
人
。
そ
う
聞
い
て
い
た
が
違
っ
た
。

そ
の
後
も
毎
日
通
っ
た
が
祖
母
は
降
り
て
こ
な
い
。
で
も
尾
原
さ
ん
と
た
く

さ
ん
話
す
中
で
、
誰
に
も
言
え
な
い
こ
と
が
聞
い
て
も
ら
え
た
。

曽
祖
父
の
爺
ち
ゃ
ん
は
私
に
住
職
を
継
げ
と
言
う
の
だ
が
、
坊
主
に
な
る
の

は
嫌
だ
と
思
っ
て
い
る
。
つ
い
そ
ん
な
こ
と
ま
で
口
に
し
て
し
ま
っ
た
。

数
日
後
、
や
っ
と
祖
母
は
尾
原
さ
ん
の
バ
ス
で
帰
っ
て
き
た
。
嬉
し
そ
う
に

祖
母
を
出
迎
え
る
私
に
、
彼
は
運
転
席
か
ら
笑
顔
で
手
を
振
っ
て
い
た
。

や
が
て
小
学
校
の
入
学
式
が
あ
り
祖
母
が
出
席
し
て
く
れ
た
。
そ
の
日
も
私

の
足
は
転
回
場
に
向
い
て
、
尾
原
さ
ん
に
報
告
し
た
。

そ
し
て
つ
い
に
祖
母
が
都
会
へ
帰
る
日
が
来
た
。今
ま
で
な
ら
泣
い
て
い
た
。

泣
い
た
ら
あ
か
ん
、
と
い
う
声
が
ど
こ
か
で
聞
え
た
。

転
回
場
に
は
、
町
へ
帰
る
バ
ス
が
待
っ
て
お
り
、
運
転
席
に
は
尾
原
さ
ん
が

い
た
。
寂
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る
私
に
、
窓
か
ら
「
こ
れ
」
と
彼
が
何
か
を

出
し
た
。

　
「
ワ
シ
、
転
勤
に
な
る
ん
や
。
も
う
こ
こ
へ
は
来
れ
な
い
け
ん
。
だ
か
ら
傷
ん
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で
る
け
ど
、
こ
れ
あ
げ
よ
か
？
」
と
尾
原
さ
ん
。
白
い
手
袋
だ
っ
た
。

　
「
う
ん
」。
私
は
泣
く
ど
こ
ろ
か
笑
顔
に
な
っ
た
。

　
「
ワ
シ
も
母
親
を
早
く
亡
く
し
た
。
え
え
か
、
ま
ず
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を

自
分
で
決
め
る
ん
や
。
そ
れ
が
先
や
。
そ
れ
が
『
夢
を
持
つ
』
と
い
う
こ
と
や
。

そ
れ
に
向
か
っ
て
頑
張
る
ん
や
。
寂
し
い
こ
と
を
言
い
訳
に
し
た
ら
い
か
ん
け

ん
」町

へ
帰
っ
て
い
く
祖
母
を
乗
せ
た
尾
原
さ
ん
運
転
の
無
骨
な
バ
ス
は
、
柔
ら

か
な
春
の
日
差
し
を
浴
び
て
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
と
動
き
出
し
た
。
私
は
大

き
く
手
を
振
っ
て
見
送
っ
た
。
村
に
は
茹
で
た
イ
カ
ナ
ゴ
の
匂
い
が
た
な
び
い

て
い
た
。

寂
し
い
と
思
い
続
け
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
祖
母
は
母
、
そ
し
て
尾
原
さ
ん

は
兄
の
よ
う
に
思
え
、
幸
せ
で
勇
気
づ
け
ら
れ
た
季
節
に
な
っ
た
。

そ
れ
以
後
、
尾
原
さ
ん
は
来
な
か
っ
た
。

だ
が
少
し
傷
ん
だ
手
袋
に
触
っ
て
は
、
ど
ん
な
辛
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
親

兄
弟
が
い
な
い
こ
と
を
言
い
訳
に
は
し
な
い
と
思
っ
た
。
尾
原
さ
ん
の
よ
う
に

自
分
で
決
め
た
目
標
を
持
ち
、
努
力
し
て
何
か
に
秀
で
て
生
き
よ
う
と
誓
っ
た

春
に
な
っ
た
の
だ
。

戦
国
武
将
と
い
う
仲
間
た
ち東

京
都
多
摩
市
　
郭か
く　

瑞る
い

昕し
ん

佳
作

今
で
は
戦
国
武
将
の
事
実
を
解
き
明
か
す
こ
と
が
夢
で
あ
る
私
で
す
が
、
始

ま
り
は
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
で
し
た
。

私
が
初
め
て
戦
国
武
将
と
い
う
仲
間
た
ち
に
出
会
っ
た
の
は
小
学
一
年
生
の

時
、
学
校
の
図
書
館
で
の
こ
と
で
し
た
。
当
時
は
歴
史
漫
画
が
学
校
で
の
ブ
ー

ム
と
な
っ
て
お
り
、
何
が
面
白
い
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
そ
ん
な
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
で
、
織
田
信
長
の
本
を
手
に
取
っ
て
読

ん
で
み
た
と
た
ん
度
肝
を
抜
か
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
人
物
が
か
つ
て
の
日
本
に

い
た
こ
と
が
信
じ
ら
れ
な
い
と
。
そ
の
の
ち
は
急
速
に
こ
の
戦
国
武
将
た
ち
の

世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
今
考
え
て
み
れ
ば
、
自
分
と
非
常
に
遠

い
世
界
、
ま
る
で
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
世
界
を
覗
き
込
む
よ
う
に
客
観
的
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
れ
が
長
い
私
と
戦
国
武
将
と
い
う

仲
間
た
ち
と
の
人
生
の
始
ま
り
で
し
た
。

小
学
生
の
頃
は
、
大
学
生
と
な
っ
た
現
在
ほ
ど
行
動
の
幅
も
広
く
な
く
、
ま

た
現
在
ほ
ど
情
報
も
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、
伝
記
や
歴
史
漫
画
を
読
ん
だ

り
、
歴
史
の
授
業
を
聞
い
た
り
、
テ
レ
ビ
や
博
物
館
な
ど
限
ら
れ
た
中
か
ら
、

精
一
杯
情
報
を
か
き
集
め
て
戦
国
武
将
の
世
界
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。「
織

田
信
長
は
短
気
で
あ
る
」
や
「
徳
川
家
康
は
我
慢
強
い
」
な
ど
、
歴
史
の
表
面

的
な
部
分
を
一
通
り
探
し
出
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
毎
日
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の
よ
う
に
新
し
く
発
見
し
た
知
識
を
母
親
に
話
し
て
そ
の
反
応
を
見
る
こ
と
も

習
慣
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
驚
い
た
り
、
感
心
し
た
り
と
話
を
懸
命
に
聞
い
て

く
れ
た
り
、
戦
国
武
将
を
好
き
に
な
っ
て
く
れ
た
り
と
、
母
と
戦
国
武
将
の
話

を
す
る
時
間
は
、
そ
の
当
時
か
ら
今
も
ず
っ
と
至
福
の
時
間
で
す
。

中
学
に
上
が
る
こ
ろ
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
、
よ
り
多
く
情
報
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
も
っ
と
深
い
歴
史
の
情
報

が
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
学
校
の
授
業
で
も
、
よ
り
深
い
歴
史
の

話
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
戦
国
武
将
の
話
を
扱
う
回
で
は
、
歴
史
の
授
業
の
時

間
が
楽
し
み
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
だ
ん
だ
ん
と
先
生
た
ち
が
話

す
戦
国
武
将
の
話
を
自
分
が
既
に
知
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
自
分
が
話

す
戦
国
武
将
の
話
に
先
生
た
ち
が
驚
く
よ
う
に
な
り
、
そ
の
時
は
戦
国
武
将
の

知
ら
れ
ざ
る
一
面
を
知
っ
て
い
る
自
分
が
誇
ら
し
く
な
っ
た
こ
と
を
今
で
も
よ

く
覚
え
て
い
ま
す
。
中
学
生
で
あ
っ
た
頃
は
、
受
験
に
部
活
に
忙
し
く
、
小
学

生
で
あ
っ
た
こ
ろ
よ
り
は
戦
国
武
将
に
使
え
る
時
間
は
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
自
分
へ
の
ご
褒
美
の
時
間
と
し
て
戦
国
武
将
の
伝
記
を
愛
読
し
て
お
り
、

つ
ら
い
時
期
も
戦
国
武
将
と
い
う
仲
間
た
ち
は
常
に
そ
ば
に
い
て
く
れ
ま
し
た
。

高
校
生
に
な
る
と
戦
国
武
将
と
い
う
仲
間
た
ち
は
表
情
を
変
え
て
き
ま
し

た
。
き
っ
か
け
は
も
っ
と
よ
り
戦
国
武
将
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
い
、
他
の

戦
国
武
将
好
き
の
方
の
ブ
ロ
グ
や
、
戦
国
武
将
好
き
が
集
う
サ
イ
ト
を
見
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
に
書
い
て
あ
っ
た
参
考
文
献
や
資
料
を
読
み

漁
る
う
ち
に
、
戦
国
武
将
は
自
分
が
知
っ
て
い
る
歴
史
と
は
違
う
一
面
が
あ
る

と
い
う
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
資
料
を
読
ん
で
い
る
と
、
織

田
信
長
は
単
純
な
短
気
な
人
で
は
な
く
、「
不
正
を
許
さ
ず
厳
し
く
罰
す
る
」

傾
向
に
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
徳
川
家
康
も
た
だ
我
慢
強
い

の
で
は
な
く
、
激
し
い
気
性
で
は
あ
る
が
、「
つ
ら
い
経
験
か
ら
我
慢
す
る
こ

と
に
努
め
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
ど
う
や
ら

私
は
あ
く
ま
で
定
型
化
さ
れ
た
、
歴
史
の
最
も
目
立
つ
た
だ
一
面
を
見
て
い
た

よ
う
で
す
。
そ
れ
以
降
、私
と
戦
国
武
将
と
の
向
き
合
い
方
は
変
わ
り
ま
し
た
。

有
名
な
情
報
を
鵜
吞
み
に
す
る
の
で
は
な
く
、
一
方
か
ら
だ
け
で
な
く
他
方
か

ら
も
見
て
み
る
。
習
慣
で
あ
っ
た
母
と
戦
国
武
将
の
話
を
す
る
時
間
も
、
た
だ

一
方
的
に
私
が
話
す
の
で
は
な
く
、
母
が
ど
う
思
っ
た
か
、
母
な
ら
ど
う
判
断

す
る
か
と
い
っ
た
母
の
意
見
も
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で

自
分
が
見
逃
し
て
い
た
一
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
、そ
う
思
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
う
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
く
う
ち
に
、
今
ま
で
見
え
て
こ
な
か
っ
た
戦

国
武
将
と
い
う
仲
間
た
ち
の
本
当
の
事
実
や
、
思
い
ま
で
も
が
見
え
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
が
本
当
の
事
実
や
、
真
実
で
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
彼
ら
が
持
つ
思
い
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
の
大
い
な
る
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。

確
か
に
戦
国
武
将
は
遠
い
昔
の
人
々
で
す
し
、
今
は
生
き
て
い
な
い
人
物
た

ち
で
す
。
し
か
し
、
初
め
て
出
会
っ
た
日
か
ら
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
様
々
な

形
で
私
の
そ
ば
に
い
て
く
れ
ま
し
た
。
楽
し
い
時
も
つ
ら
い
時
も
片
時
も
離
れ

ず
に
そ
ば
に
い
て
く
れ
、
様
々
な
成
長
を
さ
せ
て
く
れ
た
彼
ら
の
こ
と
は
、
私

に
は
た
だ
の
遠
い
昔
の
人
物
と
は
ど
う
し
て
も
思
え
ず
、
ま
る
で
ず
っ
と
共
に

生
き
て
き
た
仲
間
た
ち
、「
戦
国
武
将
と
い
う
仲
間
た
ち
」の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

そ
の
仲
間
た
ち
と
接
す
る
う
ち
に
私
に
は
と
あ
る
夢
が
で
き
ま
し
た
。そ
れ
は
、

「
戦
国
武
将
の
本
当
の
事
実
を
解
き
明
か
し
た
い
」
と
い
う
夢
で
す
。
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事
実
を
解
き
明
か
す
こ
と
で
、
そ
こ
に
秘
め
ら
れ
た
思
い
も
解
き
明
か
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
事
実
と
思
い
を
解
き
明
か
す
こ
と
で
、
戦
国
武
将
と
い

う
仲
間
た
ち
が
後
世
に
残
し
て
く
れ
た
も
の
を
正
し
く
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
受
け
取
る
こ
と
で
今
を
生
き
る
私
た
ち

に
つ
な
げ
る
こ
と
、
そ
れ
が
私
の
夢
で
す
。

大
学
生
と
な
っ
た
今
、
私
は
戦
国
武
将
と
い
う
仲
間
た
ち
と
共
に
そ
の
夢
に

向
か
っ
て
進
ん
で
い
ま
す

出
会
え
た
夢

滋
賀
県
栗
東
市
　
佐さ

藤と
う　

寿と
し
江え

佳
作

　
『
夢
』
と
聞
く
と
、
私
は
小
学
校
の
卒
業
文
集
を
思
い
出
す
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

た
ち
は
「
将
来
の
夢
」
と
題
し
て
作
文
を
書
い
て
い
る
子
が
多
か
っ
た
。
そ
の

作
文
た
ち
は
生
き
生
き
と
き
ら
き
ら
し
て
い
た
。
私
は
何
を
書
い
て
い
い
の
か

分
か
ら
ず
仕
方
な
く
海
の
ポ
エ
ム
を
書
い
た
。

私
は
自
己
肯
定
感
の
低
い
子
ど
も
だ
っ
た
。
そ
れ
は
父
か
ら
「
勉
強
が
で
き

ず
役
に
立
た
な
い
子
」
と
常
に
言
わ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
両
親
に
褒
め
て
も
ら

い
た
く
て
気
を
利
か
し
た
つ
も
り
が
空
回
り
を
し
て
よ
く
叱
ら
れ
た
。
私
は
父

が
怖
く
て
、
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
大
人
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
ん
な
私
に
人
生
の
転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
病
院
の
受
付
事
務
と
し

て
働
い
て
い
た
二
十
二
歳
の
時
の
こ
と
だ
っ
た
。

病
院
の
待
合
に
は
車
椅
子
に
乗
っ
た
患
者
さ
ん
を
よ
く
見
か
け
た
。
そ
の
姿

を
見
る
度
に
、
病
気
が
治
っ
て
も
歩
け
な
い
と
困
る
こ
と
が
沢
山
あ
る
だ
ろ
う

な
ぁ
と
思
っ
て
い
た
。
母
が
癌
を
患
い
、
手
術
を
し
た
こ
と
も
あ
り
、
も
し
、

母
が
同
じ
様
に
車
椅
子
を
必
要
と
す
る
身
体
に
な
っ
た
時
に
は
家
で
ど
の
よ
う

に
暮
ら
せ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
。
困
っ
た
時
は
ど
こ
に
相
談
を
す
れ
ば
い
い
の
だ

ろ
う
。
そ
ん
な
疑
問
を
持
っ
て
い
た
。
職
場
の
先
輩
に
尋
ね
て
も
答
え
は
返
っ

て
こ
な
か
っ
た
。
な
ら
ば
自
分
で
調
べ
て
み
よ
う
と
図
書
館
に
行
っ
た
。

図
書
館
の
司
書
さ
ん
に
尋
ね
る
と
、福
祉
の
本
棚
に
あ
る
と
教
え
て
く
れ
た
。

そ
こ
で
医
療
と
福
祉
の
専
門
職
と
書
い
て
あ
る
本
を
見
つ
け
た
。
そ
の
専
門
職

の
中
の
ひ
と
つ
に
社
会
福
祉
士
と
い
う
職
種
が
あ
っ
た
。「
社
会
福
祉
士
と
は
、

病
気
や
障
害
、
高
齢
に
な
る
こ
と
で
生
活
に
困
っ
た
人
の
相
談
に
応
じ
、
社
会

保
障
制
度
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
生
活
課
題
を
側
面
的
に
支
援
す
る
専
門

職
」
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
。
生
活
を
支
援
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
困
っ
て
い
る

誰
か
の
役
に
立
て
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
こ
れ
ま
で
父
に
は
「
役
に
立
た
な

い
子
」
と
い
わ
れ
続
け
て
き
た
私
に
で
も
、
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
こ
の
時
、
私
は
自
分
の
中
で
何
か
が
揺
れ
る
の
を
感
じ
た
。
心
の
奥
底

に
「
役
に
立
ち
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
が
眠
っ
て
い
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

こ
の
気
づ
き
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
私
は
社
会
福
祉
士
の
仕
事
に
就
く
こ
と
を

『
夢
』
に
し
よ
う
と
決
め
た
。

社
会
福
祉
士
は
国
家
資
格
に
な
る
た
め
資
格
を
取
得
す
る
に
は
い
く
つ
か
の

要
件
が
あ
っ
た
。
私
は
貯
え
に
余
裕
が
な
か
っ
た
の
で
働
き
な
が
ら
学
べ
る
通

信
教
育
の
大
学
を
選
択
し
た
。
入
学
は
二
十
四
歳
の
時
だ
っ
た
。
そ
の
頃
は
い

わ
ゆ
る
バ
ブ
リ
ー
な
時
代
で
、
周
り
は
華
や
か
な
雰
囲
気
だ
っ
た
。
当
時
の
女
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の
子
は
二
十
三
歳
頃
に
寿
退
職
（
結
婚
退
職
）
を
す
る
こ
と
が
花
形
で
よ
し
と

さ
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
時
代
を
横
目
に
、
私
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
、
レ

ポ
ー
ト
と
テ
ス
ト
に
追
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
努
力
は
報
わ
れ
て
、
留
年
を
せ
ず

無
事
に
卒
業
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
念
願
の
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
取
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
私
は
、
自
分
で
何
か
を
選
択
し
、
行
動
を
起
こ
す
こ

と
が
な
か
っ
た
。
何
か
に
打
ち
込
む
と
い
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
社

会
福
祉
士
の
合
格
通
知
が
届
い
た
時
は
最
高
に
嬉
し
か
っ
た
。涙
が
溢
れ
出
た
。

途
中
で
何
度
も
断
念
し
か
け
た
が
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
や
り
遂
げ
ら
れ
た
の

は
、
通
信
教
育
で
知
り
合
っ
た
仲
間
た
ち
の
熱
意
に
刺
激
を
受
け
た
こ
と
と
、

母
や
妹
、
友
人
か
ら
の
応
援
の
お
か
げ
で
あ
る
。
両
親
は
私
が
入
学
し
た
翌
年

に
離
婚
を
し
た
。
父
と
は
そ
れ
以
来
、
会
っ
て
は
い
な
い
。
母
に
は
経
済
面
で

は
苦
労
を
か
け
て
い
た
と
思
う
。
私
は
周
り
の
人
た
ち
に
支
え
て
も
ら
っ
た
。

今
で
も
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

夢
を
達
成
で
き
た
後
は
、自
分
に
少
し
だ
け
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

少
し
の
自
信
を
原
動
力
に
い
く
つ
か
の
資
格
試
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
、
合
格

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
人
は
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
実
感
し
た
。

私
は
病
院
の
相
談
員
を
経
て
、
今
は
福
祉
施
設
の
相
談
員
と
し
て
働
い
て
い

る
。
五
十
代
半
ば
と
な
り
、
ベ
テ
ラ
ン
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
日
々
、

悩
む
こ
と
は
多
い
。
だ
が
、
こ
の
仕
事
を
通
じ
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
と
、
価
値
観
や
個
性
に
は
違
い
が
あ
っ
て
い
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
学

ば
せ
て
も
ら
え
た
。
そ
れ
か
ら
、
父
に
対
す
る
思
い
に
も
変
化
が
起
き
た
。
父

は
父
な
り
に
苦
し
み
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
が
親
と
い
う
立
場
に

な
り
、
そ
う
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

も
し
、
毎
日
が
つ
ま
ら
な
く
て
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
悩

ん
で
い
る
人
が
い
る
の
な
ら
伝
え
た
い
。
何
気
な
い
毎
日
の
中
に
で
も
ふ
と
し

た
瞬
間
に
自
分
の
ア
ン
テ
ナ
に
何
か
が
触
れ
る
よ
う
な
出
会
い
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
だ
か
ら
、
焦
ら
ず
自
分
を
諦
め
な
い
で
ほ
し
い
。

小
学
生
の
時
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
た
ち
の
よ
う
に
卒
業
文
集
に
将
来
の
夢
が
書

け
な
か
っ
た
私
。
で
も
、
長
い
月
日
を
経
て
、
私
な
り
の
卒
業
文
集
が
こ
こ
に

完
成
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
こ
の
『
夢
』
に
出
会
え
た
こ
と
に
感
謝
を
し
た
い
。

私
は
今
、
新
た
な
夢
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
定
年
後
、
海
の
近
く
で
暮
ら

す
と
い
う
こ
と
だ
。

夢
を
見
つ
け
る
こ
と
は
楽
し
い
。
夢
は
叶
う
。

こ
の
一
筋
に
つ
な
が
る

福
岡
県
飯
塚
市
　
三み

宅や
け　

隆り
ゅ
う
き
ち吉

佳
作

　
「
こ
の
一
筋
に
つ
な
が
る
」
松
尾
芭
蕉
の
言
葉
で
あ
る
。
短
い
が
、
人
生
を
浪

費
し
な
い
た
め
の
支
え
と
な
る
言
葉
だ
。
何
を
や
る
か
、
ど
の
よ
う
な
夢
を
持

つ
の
か
は
、
高
齢
の
私
（
83
歳
）
に
と
っ
て
は
、
対
象
が
限
ら
れ
て
く
る
。
つ

な
が
る
べ
き
「
こ
の
一
筋
」
は
何
だ
ろ
う
か
。
人
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
べ
き
だ
。

晩
年
両
足
を
痛
め
、障
害
者
に
な
っ
た
。
高
齢
の
私
に
と
り
や
り
た
い
こ
と
、

そ
の
夢
は
書
道
で
あ
っ
た
。
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晩
学
の
楽
し
み

五
十
五
年
間
の
勤
務
生
活
を
送
っ
た
。
退
職
し
、
何
か
一
つ
、
芯
の
通
っ
た

趣
味
が
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
時
に
出
会
っ
た
の
が
書
道
で
あ
る
。

き
っ
か
け
は
毛
筆
で
認
め
た
年
賀
状
を
戴
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
美
し
く
品

格
の
あ
る
字
、
そ
し
て
そ
の
余
白
の
美
し
さ
に
見
惚
れ
て
い
た
。
一
念
発
起
し

稽
古
を
始
め
た
。
楷
書
、
行
書
、
草
書
、
篆て
ん

書し
ょ

、
隷
書
、
仮
名　
変
体
仮
名
等

学
ぶ
こ
と
は
多
い
。

幸
い
学
生
時
代
に
稽
古
を
し
た
実
績
が
あ
っ
た
。
妻
が
書
道
の
師
範
で
あ
っ

た
こ
と
も
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ
っ
た
。

一
隅
を
照
ら
す
、
こ
れ
国
の
宝
な
り

日
頃
は
菩
薩
の
よ
う
に
優
し
い
妻
が
稽
古
の
時
は
変
わ
っ
た
。
鬼
に
変
わ
っ

た
。姿

勢
、
筆
の
握
り
方
、
各
書
体
に
応
じ
た
、
運
筆
の
要
領
等
、
書
道
の
幅
、

深
さ
を
教
え
て
く
れ
た
。

日
頃
穏
や
か
な
日
常
生
活
で
あ
っ
た
が
稽
古
の
時
間
だ
け
は
違
っ
た
。
教
え

る
方
も
、
習
う
方
も
真
剣
で
あ
っ
た
。

今
老
人
ホ
ー
ム
の
皆
様
と
そ
し
て
自
宅
で
近
所
の
児
童
を
集
め
稽
古
を
し
て

い
る
。
書
道
は
足
が
不
自
由
で
も
頭
と
手
が
動
け
ば
で
き
る
。

書
道
の
よ
い
面
は
手
本
の
中
に
名
文
や
優
れ
た
詩
句
が
出
て
く
る
こ
と
で
あ

る
。座

右
の
銘
と
す
る
言
葉
の
手
本
を
求
め
た
の
が
伝
教
大
師
、
最
澄
の
言
葉
で

あ
っ
た
。

「
一
隅
を
照
ら
す
、
こ
れ
国
の
宝
な
り
」
と
あ
っ
た
。

「
与
え
ら
れ
た
仕
事
で
光
輝
く
そ
の
こ
と
が
、
国
の
宝
だ
と
伝
教
大
師
は
説

か
れ
て
い
る
。
組
織
は
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
目
立
た
な
い
が
き
ち
ん
と
や
る
人

の
お
陰
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
」
と
言
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

老
人
ホ
ー
ム
の
皆
様
方
は
、
先
の
太
平
洋
戦
争
で
辛
い
経
験
を
さ
れ
た
方
が

多
い
。
稽
古
が
終
わ
っ
た
後
で
、
さ
り
げ
な
く
話
を
し
て
頂
く
こ
と
は
私
に
と

り
貴
重
な
時
間
で
あ
る
。

今
年
も
終
戦
の
日
（
八
月
十
五
日
）
が
巡
っ
て
き
た
。
こ
の
時
期
に
な
る
と

鹿
児
島
県
の
知
覧
特
攻
平
和
会
館
を
訪
れ
た
日
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
国
に
殉

じ
た
青
年
た
ち
の
遺
書
が
残
さ
れ
、
国
の
た
め
に
死
ぬ
覚
悟
が
述
べ
ら
れ
て
い

た
。
父
母
へ
は
「
先
立
つ
不
孝
を
お
許
し
下
さ
い
」
弟
妹
に
は
「
私
に
代
わ
り

両
親
に
孝
養
を
尽
く
し
て
欲
し
い
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
世
の
楽
し
み
を

何
ひ
と
つ
知
る
こ
と
も
な
く
、
家
族
や
国
の
将
来
を
想
い
、
従
容
と
し
て
散
っ

て
行
っ
た
若
者
達
。
遺
書
を
読
み
な
が
ら
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
私
達
は
こ

の
青
年
達
が
願
っ
て
い
た
よ
う
な
国
づ
く
り
を
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

人
間
の
節
目
を
つ
く
る

人
間
も
竹
が
伸
び
て
ゆ
く
と
き
の
よ
う
に
、
成
長
の
過
程
で
節ふ
し

を
つ
け
て
ゆ

く
。
そ
の
節
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
で
付
け
ら
れ
る
。
本
を
読
み
終
わ
っ
て
、す
っ

か
り
感
動
し
て
、
あ
と
で
ふ
り
か
え
っ
て
み
た
ら
、
痛
切
な
経
験
、
小
さ
な
風

景
、
そ
れ
が
節
に
な
る
。
早
春
の
黒
土
に
、
蕗ふ
き

の
董と
う

が
頭
を
擡
げ
て
い
る
。
周

り
に
は
雪
が
残
っ
て
い
る
の
に
、
黒
い
土
を
割
っ
て
、
春
の
芽
が
伸
び
よ
う
と

し
て
い
る
。
そ
ん
な
風
景
を
見
て
「
あ
あ
、
生
命
っ
て
、
す
ご
い
な
」
と
感
じ
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て
し
ま
う
。
そ
れ
が
自
分
の
生
命
を
自
覚
さ
せ
る
。
人
知
れ
ず
ひ
と
つ
の“
節
”

を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
。
私
に
と
っ
て
は
楷
書
、
行
書
等
の
一
つ
一
つ
の
書
体

を
学
ぶ
こ
と
が
一
つ
の
節
で
あ
り
、
夢
で
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
夢

こ
れ
か
ら
は
、
書
道
に
関
連
し
た
篆て
ん
刻こ
く
、
水
彩
画
、
表
装
、
陶
芸
な
ど
を
学

ぶ
つ
も
り
だ
。
妻
が
先
生
役
に
な
っ
て
く
れ
る
の
は
従
前
通
り
で
あ
る
。

八
十
三
歳
と
七
十
七
歳
の
高
齢
者
夫
婦
が
書
道
の
稽
古
を
通
し
て
メ
リ
ハ
リ

の
き
い
た
緊
張
の
時
間
を
持
て
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
厳
し

く
適
格
に
指
導
し
て
く
れ
る
妻
の
姿
に
、
尊
敬
を
込
め
た
【
と
き
め
き
】
を
感

じ
る
と
き
も
あ
る
。

未
だ
道
半
ば
の
私
で
あ
る
が
松
尾
芭
蕉
の
「
こ
の
一
筋
に
つ
な
が
る
」
の
言

葉
に
出
会
え
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
。
ま
さ
に
人
生
を
浪
費
し
な
い
た
め
の

支
え
と
な
る
言
葉
で
あ
っ
た
。

今
後
は
書
道
と
い
う
日
本
独
自
の
優
れ
た
伝
統
文
化
を
多
く
の
人
へ
伝
え
た

い
。「
教
え
る
こ
と
は
学
ぶ
こ
と
」。
私
自
身
も
成
長
し
た
い
。
こ
れ
が
私
の
夢

で
あ
る
。
や
や
も
す
れ
ば
、
閉
塞
感
の
漂
う
今
の
日
本
で
、
多
く
の
人
が
、
日

本
人
と
し
て
の
誇
り
や
自
信
を
書
道
を
通
し
て
取
り
戻
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
る
。

今
夜
は
颯
爽
と
し
た
妻
の
姿
が
夢
の
中
に
出
て
き
そ
う
で
あ
る
。
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下
田
歌
子
賞
に
つ
い
て

一般の部 56

下
田
歌
子
賞
は
、
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
に
下
田
歌
子
先
生
生
誕
百
五

十
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
下
田
歌
子
先
生
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
旧
岩
村
町

（
現
在
の
岐
阜
県
恵
那
市
岩
村
町
）
が
岐
阜
県
、
実
践
女
子
学
園
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研

究
所
の
協
力
を
得
て
、
下
田
歌
子
先
生
の
業
績
を
顕
彰
し
つ
つ
、
エ
ッ
セ
イ
募

集
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
、
考
え
方
、
教
育
の
あ
り
方
を
、
共
に
考

え
学
ぶ
た
め
に
設
け
た
公
募
賞
で
す
。
平
成
十
五
年
度
の
第
一
回
募
集
以
降
、

毎
年
全
国
各
地
か
ら
多
数
の
秀
作
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
下
田
歌
子
賞
は
、
昨
年
度
に
続
い
て
「
夢
」
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し

た
。「
夢
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
下
田
歌
子
先
生
が
、
故
郷
・
岩
村
を
後
に
東

京
へ
と
旅
立
つ
時
に
詠
ん
だ
「
綾
錦
の
歌
」
に
の
っ
と
っ
た
も
の
で
あ
る
の
に

加
え
て
、
第
二
十
回
、
第
二
十
一
回
と
い
う
節
目
の
年
の
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し

い
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
、
令
和
二
（
二
〇
二
一
）
年
の
年
初
よ
り
続
い
た
コ

ロ
ナ
禍
が
少
し
ず
つ
落
ち
着
き
を
見
せ
、
新
し
い
時
代
へ
の
胎
動
が
感
じ
ら
れ

る
時
代
相
を
見
据
え
て
の
募
集
で
す
。
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
四
か
月
間
の
募

集
期
間
で
、
エ
ッ
セ
イ
の
部
は
、
小
学
生
の
部
二
三
九
作
品
、
中
高
生
の
部
一

二
九
七
作
品
、
一
般
の
部
二
〇
五
作
品
が
全
国
よ
り
寄
せ
ら
れ
、
恵
那
市
先
人

顕
彰
事
業
「
下
田
歌
子
賞
」
実
行
委
員
会
に
よ
る
事
前
選
考
の
後
、
作
家
の
童

門
冬
二
氏
を
選
考
委
員
長
に
、
東
洋
大
学
名
誉
教
授
で
、
わ
が
国
中
国
思
想
史・

日
本
近
世
思
想
史
研
究
の
泰
斗
・
吉
田
公
平
氏
、
元
宝
塚
歌
劇
団
員
で
恵
那
観

光
大
使
の
初
風
緑
氏
、
実
践
女
子
大
学
・
実
践
女
子
大
学
短
期
大
学
部
の
難
波

雅
紀
学
長
、
月
刊
誌
「
歴
史
街
道
」（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）
特
別
編
集
委
員
の
寺

田
昭
一
氏
、
小
坂
喬
峰
恵
那
市
長
の
六
名
の
審
査
委
員
に
よ
る
最
終
審
査
の
結

果
、
各
部
、
最
優
秀
賞
一
作
品
、
優
秀
賞
三
作
品
、
佳
作
五
作
品
の
九
作
品
を

受
賞
作
品
に
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
生
の
部
一
作
品
に
嚶
鳴
協
議
会
賞

を
授
与
し
ま
し
た
。

短
歌
の
部
は
、
小
学
生
の
部
一
二
七
九
首
、
中
高
生
の
部
一
一
三
五
首
、
一

般
の
部
四
二
一
首
が
寄
せ
ら
れ
、
恵
那
市
先
人
顕
彰
事
業
「
下
田
歌
子
賞
」
実

行
委
員
会
の
事
前
選
考
に
よ
り
各
部
十
作
品
を
候
補
と
し
て
絞
り
込
ん
だ
後
、

選
考
委
員
に
よ
る
最
終
選
考
を
行
な
い
、
各
部
、
最
優
秀
賞
一
首
、
優
秀
賞
一

首
、
入
選
三
作
品
の
五
作
品
を
入
選
作
品
と
し
ま
し
た
。

審
査
経
過
報
告
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学
校
賞
の
授
与
に
つ
い
て

平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
度
の
第
十
六
回
下
田
歌
子
賞
よ
り
、「
学
校
賞
」

を
授
与
し
て
い
ま
す
。
こ
の
賞
は
、「
エ
ッ
セ
イ
の
部
」「
短
歌
の
部
」
い
ず
れ

か
、
ま
た
は
両
方
に
学
校
で
取
り
組
ま
れ
、
顕
著
に
応
募
数
の
多
か
っ
た
学
校

に
授
与
さ
せ
て
い
た
だ
く
賞
で
、
本
年
度
は
、
十
七
校
に
記
念
の
盾
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

下
田
歌
子
賞
の
表
彰
式
は
、平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
度
の
第
一
回
以
来
、

第
四
回
目
の
実
践
女
子
大
学
で
の
開
催
以
外
、
下
田
歌
子
先
生
の
ふ
る
さ
と
岐

阜
県
恵
那
市
岩
村
町
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
二
（
二
〇
一
九
）
年
度

の
第
十
八
回
以
降
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
配
慮
し
て
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

で
開
催
。

コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
を
見
せ
た
本
年
度
は
、
第
四
回
目
以
来
十
七
年
ぶ
り

に
実
践
女
子
学
園
で
表
彰
式
を
実
施
。
令
和
六
（
二
〇
二
四
）
年
一
月
二
十
七

日
土
曜
日
に
東
京
都
渋
谷
区
の
実
践
女
子
学
園
中
学
校
高
等
学
校
桃と
う

夭よ
う

館か
ん

桜
講

堂
で
行
な
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
実
践
女
子
学
園
中
学
校
高

等
学
校
吹
奏
学
部
が
演
奏
を
披
露
。
各
賞
の
表
彰
の
後
、
選
考
委
員
に
よ
る
記

念
ト
ー
ク
と
、
実
践
女
子
学
園
が
創
立
以
来
約
百
二
十
五
年
に
わ
た
り
取
り
組

ん
で
き
た
源
氏
物
語
研
究
に
ち
な
み
、
実
践
女
子
大
学
文
学
部
国
文
学
科
佐
藤

悟
教
授
に
よ
る
「
源
氏
物
語
講
話
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

下
田
歌
子
先
生
を
学
祖
と
す
る
実
践
女
子
学
園
と
先
生
の
生
誕
地
恵
那
市

は
、
先
人
顕
彰
事
業
「
下
田
歌
子
賞
」
を
は
じ
め
、
中
学
生
の
修
学
旅
行
や
大

学
・
短
期
大
学
の
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
活
発
な
交
流
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
さ
ら
な
る
相
互
の
学
術
・
文
化
の
向
上
と
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
十
一
月
二
十
七
日
（
土
）、

第
八
回
下
田
歌
子
賞
表
彰
式
・
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
、
連
携
協
定
を
締

結
。
恵
那
市
市
制
十
五
周
年
・
実
践
女
子
学
園
創
立
百
二
十
周
年
を
迎
え
た
令

和
元
（
二
〇
一
九
）
年
に
は
、
五
月
七
日
に
恵
那
市
岩
村
町
の
下
田
歌
子
先
生

生
誕
の
地
で
実
践
女
子
学
園
百
二
十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
。下
田
歌
子
賞（
第

十
七
回
）
も
恵
那
市
市
制
十
五
周
年
・
実
践
女
子
学
園
創
立
百
二
十
周
年
記
念

事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
と
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

岐
阜
県
恵
那
市
と
実
践
女
子
学
園
の
連
携
協
定

【上】主催者挨拶（小坂喬峰恵那市長）
【中】選考委員記念トーク　【下】源氏物語講話
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下田歌子賞　各回のテーマと応募数一覧
◆エッセイの部

回
年度

テーマ　
応募数

年号 西暦 小学生 中高生 一般
第１回 平成15 2003 「男らしさ、女らしさ」 245 48 185
第２回 16 2004 「出会い」 40 102 201
第３回 17 2005 「私の誇る恵那市のよさ～その美しい心と伝統」 ※32
第４回 18 2006 「心に残る父・母・祖父母の教え」 34 384 358
第５回 19 2007 「父・母・祖父母・兄弟・子どもたち～忘れられないあの一言」 95 219 285
第６回 20 2008 「家族への思い」 97 886 311
第７回 21 2009 「先人に学ぶ」 103 181 71
第８回 22 2010 「先人に学ぶ」 46 190 72
第９回 23 2011 「先人に学ぶ」 92 586 100
第10回 24 2012 「母」 57 608 189
第11回 25 2013 「ふるさと」 63 565 128
第12回 26 2014 「ふるさと」 57 535 81
第13回 27 2015 「家族」 87 1,283 166
第14回 28 2016 「家族」 184 1,050 197
第15回 29 2017 「志（夢・願い）」 187 1,092 94
第16回 30 2018 「志（夢・願い）」 242 1,036 128
第17回 令和元 2019 「志」 180 1,052 175
第18回 2 2020 「志」 115 1,188 222
第19回 3 2021 「志～今、伝えたいこと」 109 1,032 224
第20回 4 2022 「夢」 194 1,157 284
第21回 5 2023 「夢」 239 1,297 205

※第３回の全国公募は標語。エッセイは、恵那市の合併を記念して恵那市民を対象に部門別に分けずに募集（全体の応募数を記載）。

◆短歌の部
回

年度
テーマ

応募数
年号 西暦 小学生 中高生 一般

第１回 平成15 2003 …… …… …… ……
第２回 16 2004 …… …… …… ……
第３回 17 2005 【標語募集】「家族みんなで考えよう～我が家の約束事」
第４回 18 2006 …… …… …… ……
第５回 19 2007 …… …… …… ……
第６回 20 2008 …… …… …… ……
第７回 21 2009 …… …… …… ……
第８回 22 2010 「家族・思いやりの歌」 373 860 78
第９回 23 2011 「絆」 437 628 121
第10回 24 2012 「母」 257 1,000 174
第11回 25 2013 「ふるさと」 468 852 132
第12回 26 2014 「ふるさと」 687 1,150 59
第13回 27 2015 「家族」 1,830 2,404 146
第14回 28 2016 「家族」 1,491 1,507 183
第15回 29 2017 「志（夢・願い）」 1,473 716 91
第16回 30 2018 「志（夢・願い）」 751 1,606 210
第17回 令和元 2019 「志」 947 679 306
第18回 2 2020 「志」 999 844 326
第19回 3 2021 「志～今、伝えたいこと」 1,273 1,449 293
第20回 4 2022 「夢」 1,284 914 420
第21回 5 2023 「夢」 1,279 1,135 421

※第４回、第５回、第６回は、恵那市合併を記念して、「【写真の部】ふるさと再発見！　あなたが選ぶ恵那市の新名所100選」も募集。



募集チラシ（表面） 募集チラシ（裏面）

夢
第21回　下田歌子賞受賞作品集

2024年３月15日　発行
（2024年7月26日　一部更新）

恵那市先人顕彰事業「下田歌子賞」実行委員会
（恵那市教育委員会生涯学習課内）

〒509-7292��岐阜県恵那市長島町正家1-1-1
TEL�0573-26-2111

学校法人実践女子学園 経営企画部
〒191-8510�東京都日野市大坂上4-1-1

TEL�042-585-8804

㈱ PHP 研究所　文化事業部
〒136-8137�東京都江東区豊洲5-6-52

TEL�03-3520-9611（代表）

［表紙「夢」の書］神谷慎軒
［デザイン・印刷・製本］丸理印刷株式会社
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